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高
島
家
文
書

明
治
三
十
六
年
六
月
廿
日

運
動
会
順
序

三
島
照
子

厚
田
区
、
浜
益
区
を
除
く
、
旧
石
狩
市
に
は
明
治
大
正
か
ら
戦
前
に
か
け
て
の

公
文
書
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
は
昭
和
二
十
年
七
月
十
五
日
の
い

わ
い
る
「
石
狩
空
襲
」
に
よ
り
石
狩
町
役
場
が
焼
失
し
、
保
存
さ
れ
て
い
た
公
文

書
の
ほ
と
ん
ど
が
灰
憶
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
今
回
紹
介
す
る

「
高
島
家
文
書
」
の
よ
う
に
民
間
で
保
管
さ
れ
、
後
に
市
に
寄
贈
さ
れ
た
文
書
も

一
部
あ
り
、
こ
れ
ら
は
当
時
の
石
狩
市
を
知
る
上
で
か
け
が
い
の
な
い
資
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。

高
島
家
文
書
は
主
に
二
冊
の
綴
り
か
ら
な
り
、
約
九
百
七
十
点
の
文
書
が
収
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
年
代
的
に
は
大
体
、
明
治
三
十
年
代
か
ら
大
正
三
、
四
年
ご
ろ

ま
で
の
文
書
で
す
が
、
中
心
は
明
治
三
十
六
年
か
ら
明
治
四
十
年
代
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
文
書
を
残
し
た
の
は
高
島
晴
信
(
た
か
し
ま
は
る
の
ぶ
)
と
い
う

人
で
弘
化
元
年
(
一
八
四
四
)
福
山
生
ま
れ
、
石
狩
役
所
の
足
軽
の
ち
兵
部
省
、

開
拓
使
の
役
人
と
な
り
明
治
七
年
退
職
し
て
漁
業
を
始
め
た
人
で
す
。
明
治
七
年

か
ら
明
治
三
十
年
代
ま
で
の
公
的
な
履
歴
は
調
査
中
で
す
が
、
高
島
家
文
書
の
中

心
と
な
る
明
治
三
十
六
年
ご
ろ
か
ら
同
四
十
二
、
三
年
ご
ろ
は
石
狩
町
の
第

一
部

の
部
長
や
衛
生
組
合
の
公
職
を
務
め
て
お
り
ま
し
た
。
当
時
、

石
狩
町
は
全
町
が

十
二
部
に
分
け
ら
れ
、
各
部
に
部
長
を
置
き
道
や
役
場
の
文
書
を
伝
達
す
る
仕
組

み
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
第

一
部
と
は
石
狩
本
町
地
区
の
こ
と
で
す
。
規
定
で

は
部
長
は
名
誉
職
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
下
に
事
務
方
な
ど
実
務
に
携
わ
る

人
が
い
た
は
ず
で
す
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
運
営
だ
っ
た
か
良
く
分
っ
て
い
ま

せ
ん
。

な
お
こ
の
文
書
は
昭
和
六
十
二

(
一
九
八
七
)
年
ご
ろ
、

石
狩
市
弁
天
町
に
あ

り
、
廃
屋
同
然
と
な
っ
て
い
た
高
島
家
を
解
体
す
る
と
い
う
こ
と
で
関
係
者
が
家

の
整
理
を
行
な
っ
た
際
、
不
要
な
書
類
を
焼
却
し
よ
う
と
し
て
八
幡
神
社
に
依
頼

し
ま
し
た
。
そ
の
後
神
社
か
ら
教
育
委
員
会
に
連
絡
が
あ
り
、
内
容
を
確
認
し
た

と
こ
ろ
重
要
な
も
の
と
判
断
し
、
後
日
高
島
家
関
係
者
に
確
認
を
と
り
寄
贈
を
受

け
た
も
の
で
す
。

ま
た
文
書
の
全
体
の
内
容
は
仮
の
分
類
で
す
が
教
育
関
係
四
十
七
、
各
種
団
体

(
石
狩
水
産
組
合
、
衛
生
組
合
)
二
百
三
、
行
政
事
務
(
通
知
)
百
四
十
四
、

軍

事

(
徴
兵
・
出
征
)
百
二
十
七
、

産
業
(
農
業
、
物
産
品
評
会
な
ど
)
百
九
十
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
か
に
は
税
金
賦
課
に
関
係
の
名
簿
や
税
務
関
係
の
書
類

も
あ
り
、
当
時
の
税
負
担
や
居
住
者
を
知
る
た
め
に
は
重
要
な
資
料
で
す
。

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
高
島
家
文
書
に
あ
る
明
治
三
十
六
年
の
「
運
動
会
順
序
」

と
い
う
文
書
で
す
。
文
書
番
号
は

「
T
I
l
l
9
1
」
で
和
紙
に
コ
ン

ニ
ャ
ク
版

印
刷
で
運
動
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
記
さ
れ
た
も
の
で
、
別
に
筆
で
「
一二
十
六
年
六

月
廿
日
」
と
添
え
書
き
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
文
書
に
あ
る
運
動
会
と
は
、
明
治

時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
初
等
教
育
機
関
の
尋
常
小
学
校
と
高
等
小
学
校

を
併
置
し
た
小
学
校
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

明
治
三
十
六
年
頃
に
石
狩
に
あ
っ
た
小
学
校
は
、
石
狩
尋
常
高
等
小
学
校
、
若

生
尋
常
小
学
校
、
花
川
尋
常
小
学
校
、
樽
川
尋
常
小
学
校
、
生
振
尋
常
小
学
校、

高
岡
尋
常
小
学
校
、
志
美
尋
常
小
学
校
、

美
登
位
尋
常
小
学
校
、
南
線
簡
易
教
育

所
、
発
泉
尋
常
小
学
校
、
参
泉
分
教
所
で
す
が
、
こ
の
運
動
会
順
序
は
ど
こ
の
小

学
校
か
は
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し

「運
動
会
順
序
」
の
中
に
尋
常
科
と

高
等
科
の
区
別
が
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
高
島
晴
信
が
第

一
部
長
だ
っ
た
と
い
う
点

か
ら
考
え
て
「
石
狩
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
運
動
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
と
考
え
て
良

い
と
思
わ
れ
ま
す
。
高
島
文
書
中
に
は
も
う

一
つ
「
石
狩
尋
常
高
等
小
学
校
運
動

会
順
序
」

(T
E
l
l
5
1
)
と
い
う
文
書
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
日
付
が

書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
綴
ら
れ
た
前
後
の
文
金
古
か
ら
明
治
四
十
三
年
ご
ろ
と
思
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
高
島
文
書
の
中
に
「
三
十
九
年
春
季
石
狩、

若
生
両
校
連
合
運

動
会
費
収
決
算
書
」

(
T
I
1
9
5
)
と
い
う
文
書
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
文
書
か

ら
当
時
は
石
狩
川
両
岸
の
小
学
校
が
合
同
で
運
動
会
を
開
い
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
同
文
書
か
ら
春
秋
の
二
回
運
動
会
が
あ
っ
た
こ
と
、
運
営

- 1-



費
は
寄
附
を
あ
て
て
い
た
こ
と
も
分
り
ま
す
。
こ
の
文
書
の
寄
付
者
に
は
「
伊
藤

房
次
郎
」
も
名
を
連
ね
て
い
て
「
五
十
銭
」
の
寄
附
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動

会
の
寄
附
収
入
は
総
額
「
参
拾
五
円
参
銭
五
厘
」
で
支
出
が
「
参
拾
五
円
八
拾
銭
」

で
赤
字
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
赤
字
は
藤
田
利
兵
衛
が
特
別
寄
附
を
し
て
埋
め
た

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
若
干
時
代
は
古
く
な
り
ま
す
が
、
明
治
二
十
二
年
六

月
八
日
付
の
北
海
道
毎
日
新
聞
に
は
「
石
狩
に
お
い
て
は
去
る
二
日
字
西
浜
に
て

小
学
校
の
運
動
会
を
催
し
、
芋
拾
い
、
背
面
競
争
、
旗
奪
、
二
人
三
脚
、
人
運
び
、

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
等
の
遊
戯
を
演
じ
余
興
に
は
競
争
、
綱
引
き
と
あ
り
、

中
々
の
盛

会
な
り
し
が
、
殊
に
有
志
者
十
名
と
小
学
校
生
徒
中
強
健
の
も
の
二
十
名
と
の
比

較
綱
引
き
は
何
れ
も
力
の
平
均
の
得
た
る
為
勝
負
決
せ
ず
し
て
引
き
分
け
と
な
り

し
は
頗
る
面
白
か
り
し
と
。
当
日
は
郡
吏
並
び
に
市
中
の
主
た
る
人
々
も
招
待
し

た
る
が
井
尻
、
村
山
そ
の
、
中
島
一房
蔵
、
高
橋
儀
兵
衛
、
宮
崎
儀
光
諸
氏
及
び
供

救
組
合
等
よ
り
件
以
口
問
、

菓
子
等
を
寄
贈
あ
り
た
り
と
」

(
鈴
木
二

O
O
七
)
と
あ

る
。
こ
の
記
事
か
ら
当
時
運
動
会
は
、
西
浜
で
行
な
わ
れ
、
招
待
者
、
賞
品
の
提

供
な
ど
も
あ
り
町
を
上
げ
た
一
大
行
事
だ
つ

で
こ
と
が
窺
わ
れ
ま
す
。

な
お
、

解
説
中
、
一

徒
競
争
、
綱
引
一
士
ど
設
技
が
現
在
も
あ
る
も
の
は
、
解

説
を
省
き
ま
し
た
が
、

詞
べ

て
い
く
な
十
て
現
在
と
よ
競
技
内
容
が
違
う
も
の
は

解
説
を
つ
け
て
あ
り
ま
す
=
ま
七
、

一お
手
玉

一
一

連
立
競
走

一
は
、
ど
の
よ
う

な
競
技
か
調
べ
き
れ
ま
・#rん
て
L
た
=
士
お
、
遠
主
会
官
停
の

一尋

一
は
尋
常
科、

「高
」
は
高
等
科
の
こ
こ
戸
、
あ
る
=

三
十
六
年
六
月
廿
日

運
動
会
臨
序

午
前
の
詔
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四

徒
手
体
操
j
i
-
-
-

ヱニ
1
1

四

:

器
具
・
機
械
を
用
い
な
い
で
行
う
体
操

柔
軟
体
操
j
i
-
-高
男

身
体
を
や
わ
ら
か
に
さ
せ
る
目
的
で
、
四
肢
・
胴
体

・
頭

部
の
諸
関
節
を
十
分
に
屈
伸
し
て
行
う
体
操

旗
取
・:
j
i
-
-
:
・尋

一
男

競
争
者
の
数
に
応
じ
、
各
旗
の
間
を
一
メ
ー
ト
ル
五
0
セ

ン
チ
ほ
ど
ず
つ
隔
て
て
、
旗
を
立
て
る
。
合
図
に
て
疾
走

し
て
旗
を
取
り
、
早
く
決
勝
戦
内
に
入
っ
た
者
を
勝
ち
と

す
る
。

盲
目
旗
取
:
・
:
:
:
尋

一
女

紅
白
に
分
か
れ
、
両
組
は
約
二
0
メ
ー
ト
ル
隔
て

一
列
横

隊
に
対
抗
し
並
ぶ
。
各
自
の
前
方
約

一
0
メ
ー
ト
ル
の
所

に
旗
を
立
て
、
全
員
手
ぬ
ぐ
い
で
目
を
お
お
い
、
合
図
で

走
り
、
前
方
の
旗
を
取
り
元
の
位
置
に
戻
る
。
全
員
が
早

く
取
り
終
わ
り
元
の
位
置
に
戻
っ
た
組
が
勝
ち
。

二
人
三
脚
:
・
:
:
:
高
二
男

二
人

一
組
に
な
り
前
後
に
な
ら
び
右
足
と
右
足
、
左
足
と

左
足
を
ひ
も
で
結
び
前
の
人
は
両
手
を
腰
に
、
後
ろ
の
人

は
両
手
を
前
の
人
の
肩
に
か
け
る
。
あ
る
い
は

二
人
一

組
に
な
り
横
に
並
び
内
側
の
手
は
肩
甲
骨
の
所
で
組
み
合

わ
せ
、
内
側
の
左
右
の
足
は
く
る
ぶ
し
の
所
で
ひ
も
で
結

び
競
争
す
る
。

徒
競
争
:
:
:
:
:
:
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十

牛
若
韓
信
・:
:
:
:
L
ニ

市
凶
男

二
列
横
隊
に
約

一
0
メ
ー
ト
ル
間
隔
に
並
べ
、
そ
の
前
方

に
五
間
間
隔
に
横
山
秘
を
五
か
所
に
引
き
、
六
線
自
に
競
争

す
る
組
だ
け
の
色
旗
を
立
て
る
。
用
意
で
、
前
列
の
生
徒

は
か
が
み
、
合
図
で
後
列
の
生
徒
は
前
列
の
生
徒
を
飛
び

越
え
、
前
方
の
線
ま
で
行
き
両
足
を
広
げ
立
つ
。
後
か
ら

来
た
生
徒
は
股
下
を
潜
り
前
方
の
根
ま
で
行
き
か
が
み
、

こ
れ
を
く
り
か
え
す
。

数
学
競
争
:
:
:
高

一
男

一
列
横
隊
に
並
び
、
前
方
約
二
0
メ
ー
ト
ル
位
の
所
に
競

争
者
の
数
だ
け
の
石
盤
と
石
筆
を
並
べ
て
置
き
、
石
盤
に

は
同
一
の
数
学
問
題
を
古
い
て
置
く
。
合
図
に
よ
り
競
争

し
各
自
任
意
の
石
盤
の
所
に
行
き
、
名
前
を
書
い
て
数
学

の
問
題
を
解
き
早
く
一
廃
っ
た
も
の
が
勝
ち
と
す
る
が
、
答

が
正
し
く
名
前
を
き
ち
ん
と
書
い
て
い
な
け
れ
ば
い
け
な

B
V
 

韓
信
競
争
:
:
:
尋
二
男

生
徒
を
二
列
横
隊
に

一
0
メ
ー
ト
ル
間
隔
に
並
べ
、
そ
の

前
方
に

一
0
メ
ー
ト
ル
間
隔
に
横
線
を
五
か
所
に
引
き
六

線
目
に
競
争
す
る
組
、
だ
け
の
色
旗
を
立
て
る
。
用
意
で
前

列
の
生
徒
は
両
足
を
広
げ
、
そ
の
後
列
の
生
徒
は
前
列
の

生
徒
の
股
下
よ
り
頭
を
出
し
準
備
を
す
る
。
合
図
で
後
列

の
生
徒
は
股
下
を
潜
り
駆
け
出
し
前
方
の
線
ま
で
行
っ
て

両
足
を
広
げ
て
立
つ
。
こ
れ
を
順
番
に
繰
り
返
え
す
。

八エ
:
・
:
:
:
:
:
:
ク

名
所
探
り
:
:
:
。
二
女

有
名
な
名
所
を
幅
三
0
セ
ン
チ
、
長
さ
六
0
セ
ン
チ
位
の

十一卜十
三

十
四

"・卜
五

十ート
七

a 

厚
紙
に
適
当
な
名
所
の
絵
と
文
字
を
記
入
し
、
こ
れ
を

一

メ
ー
ト
ル
五
0
セ
ン
チ
位
の
竹
の
先
に
扶
み
、
厚
紙
の
下

に
半
紙
を
細
く
切
っ
て
、
厚
紙
と
同
じ
名
所
を
か
い
た
札

を
数
枚
付
け
て
お
く
。
名
所
の
立
札
を
競
技
場
の
適
当
な

場
所
に
置
き
、
合
図
に
よ
り
走
り
そ
れ
ぞ
れ
の
立
札
か
ら

細
い
札
を
取
り
、
名
所
全
部
を
巡
っ
た
者
を
勝
ち
と
す
る
。

名
所
が

一
か
所
で
も
不
足
し
て
い
た
ら
負
け
と
す
る
。

亜
鈴
競
争
:
:
:
o
三
:

四
亜
鈴
(
ダ
ン
ベ
ル
)
を
使
用
し
た
競
争

源
平
旗
送
り
・:ク

一
女

赤

(
平
家
)
白
(
源
氏
)
の
二
組
に
分
け
、
各
組
と
も
そ

の
組
と
同
じ
小
旗
を
先
頭
に
持
た
せ
、
児
童
は
旗
を
円
の

如
く
地
上
に
並
べ
て
開
始
の
合
図
を
待
っ
て
い
る
。
合
図

と
と
も
に
各
組
の
戦
闘
は
小
旗
を
肩
に
し
て
右
方
か
ら
並

べ
て
あ
る
輸
の
中
を
片
足
ず
つ
入
れ
て
飛
び
走
り
、
一
巡

し
て
自
分
の
位
置
に
戻
る
と
同
時
に
小
旗
を
次
の
児
童
に

渡
す
。次

の
児
童
は
又
そ
の
旗
を
肩
に
し
て
右
に
一
巡
し
て
次

の
者
に
渡
す
。
最
後
の
児
童
が
早
く
旗
を
中
央
な
る
教
師

に
渡
し
た
組
が
勝
で
あ
る
。

亜
鈴
送
り
:
:
:
ク
三

男
凹

数
組
を
横
隊
と
す
る
。
各
組
の
距
離
を
四
歩
な
い
し
六
歩

と
し
整
頓
し
、
亜
鈴
と
小
国
艇
を
一
番
の
生
徒
の
右
側
に

置
き
、
両
足
を
左
右
に
開
く
。
合
図
で

一
番
の
生
徒
は
亜

鈴
を
二
個
ず
つ
両
手
に
取
り
上
体
を
ね
じ
っ
て
順
次
に
後

方
の
生
徒
に
送
る
。

最
後
に
小
国
旗
も
一
走
り
、
勝
負
を
決

- 4-



十
人

二十
十九

す
る
。

源
平
縄
跳
:
:
:
ク
高
女

全
生
徒
を
源
氏
側

・
平
家
(
白
)

二
組
分
け
、
同

一
線
上

に
横
隊
に
並
べ
各
組
よ
り
二
名
ず
つ
を
出
し
て
、
約

一
0

メ
ー
ト
ル
の
所
に
、
長
さ
二
メ
ー
ト
ル
余
り
の
縄
を
持
た
、

こ
こ
よ
り
約

一
0
メ
ー
ト
ル
の
前
方
に
旗
を
立
て
る
。
合

図
で

一
番
の
生
徒
は
こ
れ
を
飛
び
越
え
、
前
方
の
旗
を
巡
っ

て
帰
る
、
帰
る
時
に
も
縄
を
飛
び
越
え
る
。
そ
の
縄
を
飛

び
損
ね
た
ら
元
の
位
置
に
戻
り
、
再
び
縄
を
飛
ぶ
。

源
平
旗
送
り
:
・尋
二
女

球
集
め
・:
:
:
:
ヱ
ニ

・i

四
:

グ
ラ
ン
ド
に
直
径
三
メ
ー
ト
ル
の
円
形
を
描
き
そ
の
中
央

に
二
個
の
能
を
置
く
。
能
の
側
に
赤
白
の
旗

一
本
づ
っ
を

立
て
て
、
そ
の
周
り
に
赤
白
の
玉
を
撒
く
。
円
の
周
囲
に

生
徒
を
配
列
し
、
番
号
を
付
け
奇
数
は
赤
偶
数
を
白
と
し
、

右
の
方
へ
向
か
せ
る
。

生
徒
は
教
師
の
号
令
に
よ
り
唱
歌
を
歌
い
な
が
ら
円
周

を
行
進
す
る
・
唱
歌
が
終
わ
る
と
同
時
に
せ
い
と
は
列
を

解
き
、
赤
組
は
赤
球
を
白
組
は
白
玉
を
か
ご
に
入
れ
る
。

拾
い
こ
れ
を
自
分
の
箆
に
入
れ
る
。
先
生
の

「や
め
と
い

う
」
合
図
ま
で
入
れ
箆
に
多
く
入
れ
た
方
が
勝
ち
。
球
を
か

ご
に
入
れ
る
と
き
は
円
周
よ
り
中
に
入

っ
て
は
い
け
な
い
。

休

憩

昼

食

午
後
の
部

一

開

い
た
-
j
i
---:尋

一
女

遊
技
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
手
を
つ
な
ぎ
円
形
に
し
、
互
い
に

「
音
だ
昔
、
だ
蓮
の
花
菅
だ
」
と
歌
い
い
な
が
ら
つ
な
い
だ

四

手
を
円
の
中
心
に
集
め
る
。
ま
た

「聞
い
た
聞
い
た
蓮
の

花
開
い
た
」
と
歌
い
な
が
ら
集
め
た
手
を
聞
き
円
形
に
戻

る
遊
戯
。

模
:
:
:
j
i
-
-
:
:
ク
二
女

一
列
円
陣
ま
た
は
、
二
列
円
陣
と
な
り

「さ
く
ら
」
の
歌

に
あ
わ
せ
遊
戯
を
す
る
。

友
取
り
遊
ピ
:
:
:
三
、
四
女

児
童
を
紅
白
の
両
組
に
わ
け
る
。
紅
白
に
わ
け
た
も
の
を

四
人
ず
つ
に
わ
け
る
。
そ
の
内
の

一
人
を
友
と
し
て
、
友

を

一
番
最
後
に
し
て
四
人
手
を
繋
ぎ
、
走
り
な
が
ら
他
の

組
の
友
を
取
る
。
参
考
文
献
で
は

「
友
奪
い
」
と
な
っ
て

い
る

方
形
連
鎖
j
i
-
-
-高

一

行
進
の

一
つ
で
、
正
面
八
人
の
八
列
又
は
偶
数
で
行
う
。

始
め
は
足
踏
み
を
し
、
こ
う
し
ん
を
始
め
る
が
、
前
後
に

重
な
る
よ
う
に
足
を
揃
え
る
。
四
歩
、
六
歩
、
八
歩
が
最

終
ほ
で
、
左
あ
る
い
は
右
に
回
転
し
、
方
形
行
進
を
す
る
。

騎
馬
競
争
:
:
:
・:
高

一
男

馬
は

一
人
前
に
立
ち
、
そ
の
後
ろ
に
二
人
屈
み
両
手
で
前

の
人
の
帯
に
つ
か
ま
る
。
そ
の
上
に
乗
り
騎
手
と
な
る
。

一
定
の
競
走
路
を
囲
っ
て
く
る
か
、
ま
た
は
旗
を
取
っ
て

き
て
早
く
決
勝
線
内
に
入
っ
た
組
を
勝
ち
と
す
る
。

札
合
せ
:
j
i
-
-
:
1
三

尋
四
女

厚
紙
ま
た
は
木
札
の
約
三
セ
ン
チ
角
の
も
の
を
作
り
、
こ

れ
に
大
将
二
、
口
口
中
将
二

・
少
将
四
・

大
佐
六

・
大
尉

八
・
中
尉
八

・
少
尉
八

・
問
者
二

・
工
兵
八

・
地
雷
八
を

つ
く
る
。
全
生
徒
を
二
分
し
て
、
赤

・
白
の
両
軍
と
し
、

五ームー
ノ、

- 5-



十九八七

作
っ
た
各
札
を
そ
れ
ぞ
れ
に
持
つ
。
各
組
は
指
揮
者

一
人

を
決
め
、
札
を
適
当
に
生
徒
に
配
り
、
各
組
の
本
城
を
決

め
旗
を
立
て
る
。
合
図
で
双
方
戦
場
に
入
り
乱
れ
敵
を
捕

え
て
お
互
い
に
持
っ
て
い
る
札
を
出
し
て
合
わ
せ

、
位
で

負
け
た
ら
負
傷
兵
と
し
て
自
分
の
本
城
に
帰
り
動
く
こ
と

が
で
き
な
い
。
こ
う
し
て
進
み
敵
の
本
城
に
は
い
っ
た
ら

勝
ち
と
す
る
。

全
:
:
:
:
:
:
:
:
:
ク
二
女

徒
競
走
:
:
j
i
-
-
o

男

全
:
:
・
:
j

i
--
:
ク

兎
飛
び
:
:
:
:
:
:
。
一
男

生
徒
を
両
組
に
分
け
各

一
列
に
並
べ
奇
数
あ
る
い
は
偶
数

を
一
歩
前
進
さ
せ
、
向
か
い
合
わ
せ
る
。
合
図
に
よ
り
手

を
つ
な
ぎ
、
奇
数
の
組
は
手
を
つ
な
い
だ
遇
数
の
組
を
く

ぐ
り
、
飛
び
、
く
ぐ
り
、
飛
び
を
交
互
に
繰
り
返
す
。
奇

数
の
組
が
終
わ
っ
た
ら
偶
数
に
組
が
同
様
に
行
い
、
最
後

者
が
早
く
運
動
を
終
え
た
方
を
勝
ち
と
す
る
。

円
形
旗
送
り
・・・
高
男

二
組
に
分
か
れ
そ
れ
ぞ
れ
に
同
じ
お
お
き
さ
の
円
形
を
作

る
。
先
頭
の
生
徒
は
大
将
旗
を
持
ち
合
図
と
と
も
に
円
形

の
外
側
を
走
り
次
の
生
徒
に
旗
を
渡
す
。
早
く
終
わ
っ
た

方
を
勝
ち
と
す
る
。

連
立
競
争
:
:
:
尋
一
女

源
平
旗
送
り
:
・0
二
男

盲
唖
競
争
:
:
:
o
三
l
F

四

:

生
徒
は
二
列
横
隊
並
び
、
二
番
目
の
生
徒
は
目
を
覆
い

一

番
目
の
生
徒
は
言
葉
を
話
す
予
」
と
が
で
き
な
い
唖
者
と
な

十十十 十
四 三一

十十
六五七

1ι 
/J、

る
。
合
図
と
と
も
に
盲
者
と
唖
者
は
始
め
の
交
代
線
ま
で

走
り
、
次
の
交
代
線
ま
で
は
盲
者
は
雌
者
を
背
負
い
唖
者

は
盲
者
に
方
向
を
教
え
な
が
ら
走
る
。
決
勝
線
ま
で
は
唖

者
が
盲
者
を
背
負
い
走
る
。

J¥. 

全提
灯
競
争
・
・
・
・
・
・
高
女

提
灯
・
ろ
う
そ
く
・
マ
ッ
チ
を
用
意
し
、
出
発
線
か
ら
数

間
離
れ
た
所
に
提
灯
・
ろ
う
そ
く

・
マ
ッ
チ
を
並
べ
て
置

く
。
合
図
で
走
り
、
そ
の
提
灯
に
火
を
入
れ
持
っ
て
走
る
。

決
勝
戦
内
に
早
く
入
っ
て
も
消
え
た
提
灯
で
は
勝
ち
に
な

ら
ず
、
も
し
途
中
で
消
え
た
場
合
、
元
に
戻
っ

て
点
火
し

再
び
走
る
。

障
害
物
競
争
・:
ク
二
男

全
生
徒
を
二
組
に
分
け
縦
に

一
列
に
並
べ

、
障
害
物
の
名

称
(
橋

・
坂
道
・

山
・

海
・
川

・
谷
)
を
記
し
た
旗
を
障

害
物
と
す
る
。
旗
に
「
橋
」
と
あ
れ
ば
片
足
で
、
坂
道
は

坂
道
を
歩
く
よ
う
に
、
山
は
山
を
登
る
よ
う
に
、
川
は
次

の
生
徒
の
来
る
の
を
待
ち
そ
の
生
徒
に
背
負
わ
れ
て
渡
り
、

谷
は
帽
跳
び
を
す
る
な
ど
し
て
早
く
終
わ
っ
た
方
が
勝
ち

と
す
る
。

¥エ
:
:
:
:
:
:
:
・

。
一一
一男

四

綱
引
j

i
--::
尋

一
男

来
賓
競
争

- 6 
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な
お
参
考
に
高
島
文
書
の
中
の

「
石
狩
尋
常
高
等
小
学
校
運
動
会
順
序
」
(本

文
3

P
下
段
)
を
-記
せ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

「

l
開
会
ノ
辞
2
君
ガ
代
3
カ
ラ
ス

4
一
人

一
脚
5
お
給
仕
6
芋
拾
ヒ

7
お
手

玉
8
二
人
三
脚

9
お
手
玉
叩
縮
足
日
掃
除
仕
度
ロ
背
面
目
唐
能
凶
徒
歩
日
使
命
日

蛇
行
口
鎖
行
進
団
徒
歩
凶
二
人
三
脚
却
徒
歩
幻
ス
プ
ー
ン
幻
兵
式
体
操
お
物
干
M

旭
ニ
匂
お
徒
歩
お
十
字
横
送
り
幻
友
愛
お
ア
ン
ベ
ル
コ
ー
ラ
ス
却
徒
歩
叩
ト
ン
ボ

釣
り
出
札
合
せ
認
徒
渉
お
旗
取
引
品
城
落
3
お

大

角

力

袋
一休
み
あ
桃
太
郎
幻
提

灯
お
徒
歩
ぬ
〈
エ

(徒
歩
)
刊
パ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
引
食
菓
位
メ

l
ボ
ル
ダ
ン
ス
必

綱
引
キ
叫
糸
巻
キ
必
障
害
物
必
選
手
幻
〈
エ
(
選
手
)
必
各
種
競
争
刊
来
賓
叩
委
員

日
卒
業
生
臼
職
員
日
口
口
し
日
開
会
ノ
辞
日
高
蔵

以
上」

参
考
資
料
・
引
用
文
献

「実
験
団
体
新
遊
戯
法
』
吉
井
栄
著
、
辻
本
宇
蔵
明
治
三
十
六
・
二

『実
験
日
本
遊
戯
』
佐
藤
福
雄
他
、

宝
文

館

明

治

三
十
六
・
五

『新
聞
に
見
る
石
狩

・
厚
田

・
浜
益
歴
史
年
表
』
(
明
治
幻
年
l
明
治
お
年
)

二
O

O
七
鈴
木
ト
ミ
ヱ
編
著

明
治
三
十
三
・
六

- 7ー

『
日
本
新
遊
戯
法
』
米
田
源
次
、
堂

『小
学
遊
戯
法
巻
1
1
3』花

岡
朋
太
郎
編
、
大
辻
文
盛
堂
、
明
治
二
十

一
・
五



二 十
十九

十
人

す
る
。

源
平
縄
挑
:
:
:
o
高
女

全
生
徒
を
源
氏
側
・
平
家
(
白
)

二
組
分
け
、
同
一
線
上

に
横
隊
に
並
べ
各
組
よ
り
二
名
ず
つ
を
出
し
て
、
約
一

0

メ
ー
ト
ル
の
所
に
、
長
さ
二
メ
ー
ト
ル
余
り
の
縄
を
持
た
、

こ
こ
よ
り
約
一

0
メ
ー
ト
ル
の
前
方
に
旗
を
立
て
る
。
合

図
で
一
番
の
生
徒
は
こ
れ
を
飛
び
越
え
、
前
方
の
旗
を
巡
っ

て
帰
る
、
帰
る
時
に
も
縄
を
飛
び
越
え
る
。
そ
の
縄
を
飛

び
損
ね
た
ら
元
の
位
置
に
戻
り
、
再
び
縄
を
飛
ぶ
。

源
平
旗
送
り
:・
尋
二
女

球
集
め
:
:
:
:
・
ん
ニ
ニ
J

四
グ
ラ
ン
ド
に
直
径
一一
一
メ
ー
ト
ル
の
円
形
を
描
き
そ
の
中
央

に
二
個
の
能
を
置
く
。
能
の
側
に
赤
自
の
旗
一
本
づ
つ
を

立
て
て
、
そ
の
周
り
に
赤
白
の
玉
を
撒
く
。
円
の
周
囲
に

生
徒
を
配
列
し
、
番
号
を
付
け
奇
数
は
赤
偶
数
を
白
と
し
、

右
の
方
へ
向
か
せ
る
。

生
徒
は
教
師
の
号
令
に
よ
り
唱
歌
を
歌
い
な
が
ら
円
周

を
行
進
す
る
・
唱
歌
が
終
わ
る
と
同
時
に
せ
い
と
は
列
を

解
き
、
赤
組
は
赤
球
を
白
組
は
白
玉
を
か
ご
に
入
れ
る
。

拾
い
こ
れ
を
自
分
の
寵
に
入
れ
る
。
先
生
の
「
や
め
と
い

う
」
合
図
ま
で
入
れ
箆
に
多
く
入
れ
た
方
が
勝
ち
。
球
を
か

ご
に
入
れ
る
と
き
は
円
周
よ
り
中
に
入
つ
て
は
い
け
な
い
。

休

憩

昼

食

午
後
の
部

一

開
い
た
:
j
i
--:尋

一
女

遊
技
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
手
を
つ
な
ぎ
円
形
に
し
、
互
い
に

「
菅
だ
昔
、
だ
蓮
の
花
歪
だ
」
と
歌
い
い
な
が
ら
つ
な
い
だ

四

手
を
円
の
中
心
に
集
め
る
。
ま
た
「
聞
い
た
聞
い
た
蓮
の

花
開
い
た
」
と
歌
い
な
が
ら
集
め
た
手
を
聞
き
円
形
に
戻

る
遊
戯
。

機
:
:
:
:
-
j
i
--
・0
二
女

一
列
円
陣
ま
た
は
、

二
列
円
陣
と
な
り

「
さ
く
ら
」
の
歌

に
あ
わ
せ
遊
戯
を
す
る
。

友
取
り
遊
ピ
:
:
:
三
、
四
女

児
童
を
紅
白
の
両
組
に
わ
け
る
。
紅
白
に
わ
け
た
も
の
を

四
人
ず
つ
に
わ
け
る
。
そ
の
内
の

一
人
を
友
と
し
て
、
友

を

一
番
最
後
に
し
て
四
人
手
を
繋
ぎ
、
走
り
な
が
ら
他
の

組
の
友
を
取
る
。
参
考
文
献
で
は

「友
奪
い
」
と
な
っ
て

い
る

方
形
連
鎖
:
:
:
:
・高一

行
進
の

一
つ
で
、
正
面
八
人
の
八
列
又
は
偶
数
で
行
う
。

始
め
は
足
踏
み
を
し
、
こ
う
し
ん
を
始
め
る
が
、
前
後
に

重
な
る
よ
う
に
足
を
揃
え
る
。
四
歩
、

六
歩
、
八
歩
が
最

終
ほ
で
、
左
あ
る
い
は
右
に
回
転
し
、
方
形
行
進
を
す
る
。

騎
馬
競
争
j
i
-
-
-高
一
男

馬
は
一
人
前
に
立
ち
、
そ
の
後
ろ
に
二
人
屈
み
両
手
で
前

の
人
の
帯
に
つ
か
ま
る
。
そ
の
上
に
乗
り
騎
手
と
な
る
。

一
定
の
競
走
路
を
回
っ
て
く
る
か
、
ま
た
は
旗
を
取
っ
て

き
て
早
く
決
勝
線
内
に
入
っ
た
'
組
を
勝
ち
と
す
る
。

札
合
せ
:
:
:
:
:
:
三
・

尋
四
女

厚
紙
ま
た
は
木
札
の
約
三
セ
ン
チ
角
の
も
の
を
作
り
、
こ

れ
に
大
将
二
、
口
口
中
将
二

・
少
将
四

・
大
佐
六

・
大
尉

八

・
中
尉
八

・
少
尉
八
・
問
者
二

・
工
兵
八

・
地
雷
八
を

つ
く
る
。
全
生
徒
を
二
分
し
て
、
赤

・
自
の
両
軍
と
し
、

五--'--
/、

- 5-



十 九八七

作
っ
た
各
札
を
そ
れ
ぞ
れ
に
持
つ
。
各
組
は
指
揮
者

一
人

を
決
め
、
札
を
適
当
に
生
徒
に
配
り
、
各
組
の
本
城
を
決

め
旗
を
立
て
る
。
合
図
で
双
方
戦
場
に
入
り
乱
れ
敵
を
捕

え
て
お
互
い
に
持
っ
て
い
る
札
を
出
し
て
合
わ
せ
、
位
で

負
け
た
ら
負
傷
兵
と
し
て
自
分
の
本
城
に
帰
り
動
く
こ
と

が
で
き
な
い
。
こ
う
し
て
進
み
敵
の
本
城
に
は
い
っ
た
ら

勝
ち
と
す
る
。

全
:::・
:
j
i
-
-
-
o
二
女

徒
競
走
:
:
:
:
:
:
。

男

全
:
:
:
:
:
:
:
:
:
。

兎
飛
び
:
:
:
:
:
:
ク
一
男

生
徒
を
両
組
に
分
け
各

一
列
に
並
べ
奇
数
あ
る
い
は
偶
数

を

一
歩
前
進
さ
せ
、
向
か
い
合
わ
せ
る
。
合
図
に
よ
り
手

を
つ
な
ぎ
、
奇
数
の
組
は
手
を
つ
な
い
だ
遇
数
の
組
を
く

ぐ
り
、
飛
び
、
く
ぐ
り
、
飛
び
を
交
互
に
繰
り
返
す
。
奇

数
の
組
が
終
わ
っ
た
ら
偶
数
に
組
が
同
様
に
行
い
、
最
後

者
が
早
く
運
動
を
終
え
た
方
を
勝
ち
と
す
る
。

円
形
旗
送
り
・
・・
古
川
男

二
組
に
分
か
れ
そ
れ
ぞ
れ
に
同
じ
お
お
き
さ
の
円
形
を
作

る
。
先
頭
の
生
徒
は
大
将
肱
を
持
ち
合
図
と
と
も
に
円
形

の
外
側
を
走
り
次
の
生
徒
に
旗
を
渡
す
。
早
く
終
わ
っ
た

方
を
勝
ち
と
す
る
。

連
立
競
争
:
:
:
尋
一
女

源
平
旗
送
り
:
・0
二
男

百
雌
競
争
:
:
:
ヱ
ニ
ヨ
ヨ

四
I
l
l

・

生
徒
は
二
列
横
隊
並
び
、
二
番
目
の
生
徒
は
目
を
覆
い

一

番
目
の
生
徒
は
言
葉
を
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
唖
者
と
な

イー十十十
四 - -

十十
六五

自卜

七

ぷ》、
一・ノ 、

る
。
合
図
と
と
も
に
盲
者
と
唖
者
は
始
め
の
交
代
線
ま
で

走
り
、
次
の
交
代
線
ま
で
は
盲
者
は
唖
者
を
背
負
い
唖
者

は
盲
者
に
方
向
を
教
え
な
が
ら
走
る
。
決
勝
線
ま
で
は
唖

者
が
盲
者
を
背
負
い
走
る
。

J¥ 

全提
灯
競
争
・・・
・・・
高
女

提
灯

・
ろ
う
そ
く

・
マ
ッ
チ
を
用
意
し
、
出
発
線
か
ら
数

間
離
れ
た
所
に
提
灯

・
ろ
う
そ
く

・
マ
ッ
チ
を
並
べ
て
世

く
。
合
図
で
走
り
、
そ
の
提
灯
に
火
を
入
れ
持
っ
て
走
る
。

決
勝
戦
内
に
早
く
入
っ
て
も
消
え
た
提
灯
で
は
勝
ち
に
な

ら
ず
、
も
し
途
中
で
消
え
た
場
合
、
元
に
戻
っ
て
点
火
し

再
び
走
る
。

障
害
物
競
争
:
・0
二
男

全
生
徒
を
二
組
に
分
け
縦
に
一
列
に
並
べ

、
障
害
物
の
名

称

(
橋

・
坂
道

・
山

・
海

・
川
・
谷
)
を
記
し
た
旗
を
障

害
物
と
す
る
。
旗
に

一橋
」
と
あ
れ
ば
片
足
で
、
坂
道
は

坂
道
を
歩
く
よ
う
に
、
山
は
山
を
登
る
よ
う
に
、
川
は
次

の
生
徒
の
来
る
の
を
待
ち
そ
の
生
徒
に
背
負
わ
れ
て
渡
り
、

谷
は
幅
跳
び
を
す
る
な
ど
し
て
早
く
終
わ

っ
た
方
が
勝
ち

と
す
る
。

〈エ
・
:
:
:
:
:
:
:
ク

三
;

四

:

綱
引
:
:
:
:
:
:
尋

一
男

来
賓
競
争

- 6 -
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な
お
参
考
に
高
島
文
書
の
中
の
「
石
狩
尋
常
高
等
小
学
校
運
動
会
順
序
」
(
本

文
3
P
下
段
)
を
記
せ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
l
開
会
ノ
辞
2
君
ガ
代
3
カ
ラ
ス

4
一
人

一
脚
5
お
給
仕
6
芋
拾
ヒ

7
お
手

玉
8
二
人
三
脚
9
お
手
玉
叩
縮
足
日
掃
除
仕
度
ロ
背
面
目
唐
能
凶
徒
歩
日
使
命
凶

蛇
行
口
鎖
行
進
団
徒
歩
凶
二
人
三
脚
初
徒
歩
幻
ス
プ
ー
ン
幻
兵
式
体
操
お
物
干
M

旭
ニ
匂
お
徒
歩
お
十
字
横
送
り
幻
友
愛
お
ア
ン
ベ
ル
コ
ー
ラ
ス
鈎
徒
歩
叩
ト
ン
ボ

釣
り
出
札
合
せ
明
記
徒
歩
お
旗
取
引
品
城
落

3
お
大
角
力
昼
休
み
あ
桃
太
郎
訂
提

灯
お
徒
歩
ぬ
〈
エ
(
徒
歩
)
刊
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
引
食
菓
必
メ
l
ボ
ル
ダ
ン
ス
必

綱
引
キ
叫
糸
巻
キ
羽
障
害
物
必
選
手
灯
人
工
(
選
手
)
必
各
種
競
争
刊
来
賓
叩
委
員

日
卒
業
生
白
職
員
日
口
口
し
日
開
会
ノ
辞
日
寓
歳
以
上
」

参
考
資
料

・
引
用
文
献

『実
験
団
体
新
遊
戯
法
』
吉
井
栄
著
、
辻
本
宇

蔵

明

治

三
十
六
.
二

『実
験
日
本
遊
戯
』
佐
藤
福
雄
他
、
宝
文
館
明
治
三
十
六
.
五

『新
聞
に
見
る
石
狩

・
厚
田

・
浜
益
歴
史
年
表
』
(
明
治
幻
年
J
明
治
お
年
)

二
O
O
七

鈴

木

ト
ミ
ヱ
編
著

明
治
三
十
一ニ
・
六

一 7-

『
日
本
新
遊
戯
法
』
米
田
源
次
、
堂

「小
学
遊
戯
法
巻
1
1
3
』花

岡
朋
太
郎
編
、
大
辻
文
盛
堂
、
明
治
二
十

一
.
五



村
山
家
文
書
解
説

北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵

「
村
山
本
家
石
狩
転
出
ニ
伴
う
十
二
ケ
条
心
得
書
ノ
事
」

村
山
家
文
書
を
読
む
会

心
得
昔
之
事

本
底
引
越

一
条
諸
事

愛
許
ニ
お
ゐ
て
評
決
相
成
候

半
々
強
其
懇
意
有
之
度

候
事

問
屋
庖
又
七
殿
家
族

首
年
中
引
越
ニ
相
成
候

哉
心
得

度

候

兼

而
城
下
表

ヨ
リ
数
度
間
合
ニ
預
リ
居
候
事

漁
場
ケ
処
々
々
近
年
到
而

破
損
い
た
し
候
ニ
付
手
配
行

届
候
半
々
夫
々
修
理
い
た
し

申
度
候
事

、，

ゼ
免
裂
イ
介
弘
、

d
'均
ゐ
川
，

b
p
y
K
2
7
寸先

Yυ
偽、

7
忽

LJ弘、必

わ
L
qノ

ザ
伝
子
タ
ん
ふ
係

+、ゆみ
J

伊
j

行
令
j
わ
-

『?
復

'a

ヤ
w'
今

作

名

!
ゑ
gq'
々
の
令

-8-

、.. 、，

援
d
m
y
A
4
h
u
b

-
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J
f
L
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城
下
表
ヨ
リ
賞
春
中

差
下
し
候
番
人
中
引
越

願
兼
而
申
出
も
有
之
候
得
者

可
否
急
速
返
答

申
遣
し
度
候
事

石
狩
表
居
合
之
番
人
中

給
料
取
究
呉
候
様
兼
而

願
出
も
候
得
者
前
同
断

之
事

ス
ク
ツ
シ
歎
願
向
兼
而

村
山
唯
五
郎
様
よ
り
内
意
も

有
之
候
得
者
差
拍
罷
在
候
得
共

当
年
入
方
周
旋
向
心
付

候
廉
者
無
遠
慮
申
出

速
ニ
奮
復
い
た
し
候
様

取
計
申
度
候
事

、，ー-

JP2

-んマ

移
行
冷

ι

弘

之毛

ゑ
ゲ4
p
り
f
会
り
ハ
ノ

i{¥町
/

- 9-
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本
庖
引
越

一
条
旧
冬

以
来
函
館
表
井
城
下

表
ニ
お
ゐ
て
も
布
施
様
井

御
留
主
居
福
井
様
杯
江

内
実
申
上
置
候
儀
ニ
テ
往
々

者
是
非
愛
許
ニ
テ
起

業
可
有
之
哉
与
存
候
得
者

只
今
愛
許
ニ
テ
永
住

願
差
出
し
可
申
哉
又
者

明
春
差
延
可
申
哉

決
定
御
差
固
ニ
預
リ

申
度
候
事

日
来
市
注
文
い
多
し

南
部
表
ニ
出
来
相
成
候

問
屋
庖
建
家
急
速

首
方
江
引
取
申
度
候
事

‘・‘

る
7JPみ
伝

'
J
F主
人
工

w

一ええ
z
l
l氷

み
門
広
島
例
j
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石
狩
業
鉢
模
様

ニ
寄
臨
機
感
変
之
取
計

可
申
儀
者
兼
而
決
心
罷
在

候
得
共
尚
可
然
御
心
付

も
候
半
々
御
教
諭
ニ
預
リ

申
度
候

南
部
番
人
船
頭
役
之

者
共
以
後
下
仕
候
ニ
付
而
者

心
得
向
決
定
御
差

悶
ニ
預
リ
度
候

明
春
者
緋
漁
業
至
市

六
ツ
ケ
敷
年
柄
ニ
テ
当
年

冬
中
ヨ
リ
夫
々
手
配

い
た
し
置
不
申
候
而
者
以
の

外
不
都
合
可
有
之
哉

与
存
候
得
共
秋
味
業

鉢
無
之
候
而
者
越
年
之

者
多
人
数
差
置
候
諜

--
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4 

合
ニ
も
参
リ
兼
可
申
哉
左
候

得
者
城
下
来
リ
之
番
人

稼
方
之
内
是
非
手
ぱ
な
し

か
た
幾
者
共
人
撰
い
た
し

右
取
仕
度
い
た
さ
せ
申
度

既
ニ
前
段
城
下
来
リ
番
人

引
越
し
願
も
有
之
候
得
者

此
儀
与
照
ら
し
合
せ
都
合

能
御
工
夫
方
御
決
定

成
度
候
事

勝
内
元
場
大
破
損
ニ

相
成
連
秋
中
凌
方
も

無
之
哉
ニ
心
得
居
候
取
繕

見
込
丈
問
屋
普
請

序
ヲ
以
院
と
作
事
向

決
談
い
た
し
度
候
事
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右
十
二
ケ
保
之
外
御
心
付

之
廉
々
急
速
御
決

談
御
諭
命
奉
仰
候

以
上

午

月
十

日
日

〈
語
句
の
意
昧
v

o

一
条
(
い
ち
じ
よ
う
)

H
一
件

愛
許
(
こ
こ
も
と
)

H
こ
の
場
所

半
々
(
は
ば
)

珠
(
か
ね
て
あ
ら
か
じ
め
)

懇
意
(
こ
ん
い
)

H
心
安
い
こ
と
村
山
家
と
付
き
合
い
の
深
い
方

又
七
H
阿
部
屋
村
山
家
廻
船
問
屋
二
代
目
利
兵
衛

妻
可
久

(か
く
)
は
村
山
金
六
の
娘
で
又
七
は
婿

明
治
三
年
春
小
柿
へ
移
る

「小
樽
商
人
の
軌
跡
』
よ
り

心
得

(こ
こ
ろ
え
)
H
承
知
す
る

可
否

(
か
ひ
)
H
い
い
か
悪
い
か

取
究

(と
り
き
わ
め
)
H
き
め
る

ス
ク
ツ
シ

(シ
ツ
ク
シ
)

H
祝
津
寛
永
年
間
に
は
蝦
夷
部
落
と
し
て
既
に

知
ら
れ
て
い
た

「小
樽
市
史
第

一
巻
」
よ
り

村
山
唯
五
郎
(
阿
部
屋
)

H
村
山
家
親
類
明
治
三
年
春
小
樽
へ
移
る

問
屋
頭
取
に
任
命
さ
れ
る

『小
樽
商
人
の
軌
跡
」
よ
り

入
方

(
い
り
か
た
)

H
年
の
終
わ
り

周
旋
(
し
ゅ
う
せ
ん
)
H
世
話
を
す
る
あ
っ
せ
ん

廉

(と
こ
ろ
)
H
あ
る
事
柄
の
原
因
理
由
と
な
る
点

宮
復

(き
ゅ
う
ふ
く
)
H
復
旧

旧
冬

(き
ゅ
う
と
う
)
H
去
年
の
冬

。

福
山
の
こ
と

γ
久
門

l?
ー)
L
T
4
A

。。。
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。
函
館
H

明
治
二
年
に

「箱
館
」
が

「
函
館
」
に
改
め
ら
れ
た

布
施
様
H
布
施
忠
治
の
こ
と
か
?

杯
(
な
ど
)

当
方
江
引
取
H
建
築
材
料
の
注
文
を
や
め
る

業
体
(
ぎ
ょ
う
た
い
)

H
経
営
の
あ
り
さ
ま

下
仕
(
し
た
っ
か
え
)

H
船
頭
役
乗
組
員
を
格
下
げ
す
る

六
ツ
ケ
敷
(
む
つ
か
し
き
)
H
難
し
い

与
(
と
)

越
年
(
え
つ
ね
ん

・
お
つ
ね
ん
)

H
年
を
越
す
こ
と

詳
合
(
わ
け
あ
い
)

H
意
味
わ
け
が
ら

幾
(
き
)

既
ニ

(
す
で
に
)

辿

(
と
て
も
H

〈
国
字
〉

凌
(
し
の
ぐ
)

H
苦
し
い
局
面
を
切
り
抜
け
る
こ
と

取
繕
(
と
り
つ
く
ろ
う
)

H
て
い
さ
い
を
か
ざ
る

聡
と

(し
か
と
)
H
は
っ
き
り
と
た
し
か
に
ま
ち
が
い
な
く

普
請
序
(
ふ
し
ん
じ
よ

)

H
土
木
工
事
の
始
め

午
六
月
十

一
日

H

明
治
三
年
庚
午
(
か
の
え
う
ま
)
年
と
思
わ
れ
る

。。。。。。。。。。。。。。。。。※
こ
の
文
京
国
は
阿
部
屋
村
山
金
八
郎

(
七
代
田
)

宛
先
が
ど
こ
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
。

の
頃
の
も
の
と
恩
わ
れ
る
が
、

解

説今
回
取
り
上
げ
た
「
村
山
本
家
石
狩
転
出
ニ
伴
う
十
一
一
ヶ
条
心
得
ノ
事
」

は
、

明
治
三
年
の
文
書
と
推
定
さ
れ
る
。
村
山
本
家
が
石
狩
に
移
転
し
た
年
次
は
、
必

ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
村
山
耀

一
氏
に
よ
る
「
年
表
で
見
る
村
山
家
の
沿
革
」

に
よ
れ
ば
明
治
五
年

(一

八
七
二
)
八
月
に
村
山
伝
次
郎
名
で
「
石
狩
本
陣
再
興

嘆
願
書
」
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
よ
り
も
前
に
本
家
移

転
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
文
書
は
、
番
人
の
配
置
や
採
用
、
漁

場
の
補
修
な
ど
の
諸
問
題
を
ど
う
す
る
の
か
な
ど
移
転
に
伴
う
諸
問
題
を
上
げ
、

指
示
決
断
を
請
い
願
う
内
容
で
あ
る
。
書
い
た
の
が
七
代
目
金
八
郎
と
す
れ
ば
、

有
力
な
親
戚
筋
あ
る
い
は
町
年
寄
な
ど
に
宛
て
た
書
状
と
考
え
ら
れ
る
が
詳
細
は

不
明
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
村
山
家
に
関
す
る
文
書
資
料
は
大
き
く
二
群
あ
り
、
現
在
二
つ
の
図

書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。
一
つ
は
「
村
山
家
資
料
」
と
い
う
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
名
で

昭
和
五
十
八
年
村
山
家
か
ら
北
海
道
開
拓
記
念
館
に

一
括
寄
贈
さ
れ
た
資
料
で
総

数
一

O
六
九
点
あ
る
。
も
う

一
つ
は
北
海
道
大
学
付
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
「
村
山
家
文
書
」
と
呼
ば
れ
る
、
簿
冊
七
十
三
冊
、
帝
国
状

・
証
文
類
千
二
百
二

十
三
点
、
地
図
三
十
点
、
発
句
集
六
十
七
の
一
三
九
三
点
の
資
料
で
あ
る
。
今
回

の

「
村
山
本
家
石
狩
転
出
ニ
伴
う
十
二
ヶ
条
心
得
ノ
事
」
は
こ
の
北
大
の
「
村
山

家
文
書
」
の
中
の

一
つ
で
あ
る
。

村
山
本
家
が
松
前
か
ら
石
狩
に
移
転
し
た
理
由
は
様
、
ざ
ま
考
え
ら
れ
る
が
、
や

は
り
石
狩
改
革
そ
し
て
戊
辰
戦
争
な
ど
の
社
会
的
混
乱
に
よ
り
手
広
い
漁
場
経
営

が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
が
上
げ
ら
れ
る
。
こ
と
に
村
山
家
は
松
前
(福
山
)
の

有
力
な
町
年
寄
の
一
人
で
あ
る
。
松
前
に
於
け
る
町
年
寄
は
単
に
市
中
と
を
つ
な

ぐ
補
助
的
な
役
割
で
な
く
藩
政
に
深
く
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
特
権
的
商
人
と

し
て
大
き
な
影
響
力
が
あ
っ
た
。
ま
た
そ
う
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
場
所
請
負
人

と
し
て
の
地
位
が
保
証
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
幕
末
期
の
石
狩
改
革
そ
し
て

間
も
な
く
の
維
新
と
そ
れ
に
伴
う
大
き
な
社
会
制
度
変
革
に
よ
り
、
存
立
基
盤
が

失
わ
れ
生
活
が
成
り
立
た
な
く
な
っ

た
。
ま
た
町
年
寄
り
と
い
う
組
織
制
度
も
崩

壊
し
相
互
扶
助
も
出
来
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
創
業
の
地

(松
前
)
を
捨
て
ざ
る

を
得
な
い
事
態
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
明
治
に
入
っ
て
か
ら
は
明
治

元
年
十
二
月
の
榎
本
臨
時
政
権
に
よ
っ
て
石
狩
場
所
請
負
を
命
じ
ら
れ
運
上
金
二

千
五
百
両
の
う
ち
六
百
両
を
即
納
さ
せ
ら
れ
る
事
件
が
起
こ
り
、
こ
れ
が
原
因
で

明
治
二
年
の
新
政
権
に
よ
る
審
問
、
入
牢
、
漁
場
建
物
、
蔵
、
道
具
類
の
封
印
、

山
稼
ぎ
引
場
の
接
収
、
本
陣
守
の
罷
免
な
ど
の
処
分
が
起
き
た
。
こ
う
し
た
一
連

- 14-



の
事
件
は
事
業
経
営
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
、
本
家
の
石
狩
移
転
も
や
む
な
し
の
方

向
性
が
出
さ
れ
、
こ
の
決
断
を
す
る
過
程
で
こ
の
「
十
二
ケ
条
心
得
ノ
事
」
が
作

成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
石
狩
が
引
越
し
先
と
し
て
選
定
さ
れ
た
の
は
や
は

り
、
西
蝦
夷
地
の
中
心
で
あ
り
村
山
家
の
根
拠
地
と
し
て
長
く
慣
れ
親
し
ん
で
い

た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
、
だ
ろ
う
。

意
味
の
充
分
取
れ
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
「
本
庖
の
引
越
し
に
伴
つ
て
の
城
下

お
よ
び
函
館
表
へ
の
相
談
。
あ
る
い
は
こ
の
春
派
遣
し
た
番
人
ら
の
引
越
し
願
い

ど
う
し
た
ら
い
い
か
。
石
狩
番
人
ら
の
給
料
支
払
い
の
件
。
南
部
に
立
て
た
問
屋

建
物
の
引
き
渡
し
の
件
。
石
狩
の
経
営
を
臨
機
応
変
に
行
な
う
よ
う
に
と
の
指
示

し
て
く
れ
る
様
に
と
の
依
頼
。
南
部
に
い
る
番
人
船
頭
の
今
後
の
処
遇
の
決
定
。

明
春
の
鱗
漁
の
準
備
不
足
に
伴
い
城
下
の
番
人
の
う
ち
有
能
な
も
の
を
選
ぴ
準
備

さ
せ
て
欲
し
い
。

(
小
樽
の
)
勝
内
場
所
が
被
害
を
受
け
て
秋
は
し
の
ぎ
き
れ
な

い
の
で
問
屋
普
請
を
始
め
る
こ
と
に
決
定
し
た
い
こ
と
。
」
な
ど
十
二
の
謀
題
を

並
べ
こ
れ
ら
に
つ
い
て
結
論
を
出
し
て
欲
し
い
と
書
い
て
い
る
。
時
あ
た
か
も
戊

辰
戦
争
終
結
か
ら
ち
ょ
う
ど

一
年
余
り
、
ま
だ
幕
府
軍
へ
の
協
力
事
件
の
余
臨
も

く
す
ぶ
る
中
で
石
狩
引
越
し
あ
る
い
は
そ
れ
を
伸
ば
す
べ
き
か
な
ど
、
重
要
な
決

断
を
迫
ら
れ
て
い
る
様
子
が
窺
わ
れ
、
維
新
の
激
動
の
波
に
洗
わ
れ
る
旧
場
所
請

負
人
の
姿
が
垣
間
見
て
と
れ
る
重
要
な
文
書
で
あ
る
。

な
お
、
村
山
家
文
書
の
年
代
は
天
明
四
年
l
明
治
三
十
八
年
(
一

七
八
四
か
ら

一
九
O
五
)
)
に
わ
た
る
。
八
代
の
栄
蔵
が
石
狩
を
去
り
小
樽
に
移
っ
た
の
が
明

治
四
十

一
年
の
こ
と
で
、
こ
の
資
料
群
に
は
村
山
本
家
が
石
狩
を
去
る
間
際
ま
で

の
文
書
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
(
石
橋
孝
夫
)
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古
谷
長
兵
衛
に
つ
い
て

工
藤
義
衛

平
成
十
九
年
三
月
二
十
日
、
石
狩
市
新
町
一
番
地
の
宝
珠
山
金
龍
寺
が
所
蔵
す

る
「
妙
鮫
法
危
普
神
」
像
が
、

「金
龍
寺
の
鮫
様
」
と
し
て
北
海
道
の
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
た
。

古
谷
長
兵
衛
は
、
「
金
龍
寺
の
鮫
様
」
の
奉
納
者
で
、
明
治
時
代
の
漁
場
経
営

者
で
あ
る
。
こ
の
古
谷
長
兵
衛
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
田
中
賀
氏
に
よ
っ

て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
(
注
l
)

こ
こ
で
は
、
文
化
財
の
指
定
を
機
会
に
、
古
谷
長
兵
衛
に
関
す
る
資
料
を
整
理

し
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

古
谷
長
兵
衛
の
経
歴
に
つ
い
て
の
唯
一
の
資
料
は
、
河
野
常
吉
の
聞
き
書
き
で

あ
る
。
河
野
常
吉
は
、
北
海
道
史
研
究
の
泰
斗
で
、
明
治
三
十
六

(
一
九

O
三
)

年
五
月
に
石
狩
町
を
訪
れ
、
高
嶋
晴
信
、

山
田
久
五
郎
、
古
谷
長
兵
衛
の
古
老
三

人
か
ら
聞
き
取
り
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
際
、
河
野
は
古
谷
に
つ
い
て

「
古
谷
長

兵
衛
福
山
ノ
人
ニ
テ
②
ノ
番
人
ナ
リ
石
狩
ニ
来
テ
ヨ
リ
五
十
三
年
間
ト
云
、

今
年
八
十
二
歳
」
と
書
い
て
い
る
。

(
注
2
)

古
谷
は
、
松
前

(福
山
)
出
身
で
、
明
治
三
十
六
年
に
八
十
二
歳
で
あ
っ
た
と

い
う
か
ら
文
政
一二

(
一
八
二

O
)
年
頃
の
生
ま
れ
と
推
定
さ
れ
る
。
石
狩
に
来
た

の
は
明
治
三
十
六
年
の
五
十
三
年
前
、
つ
ま
り
嘉
永
三
(
一
八
五

O
)
年
頃
で
あ

る
。「
②
」
は
、
石
狩
場
所
請
負
人
と
し
て
知
ら
れ
る
阿
部
屋
(
村
山
家
)
の
屋

号
で
あ
る
。
古
谷
長
兵
衛
は
、
阿
部
屋
が
経
営
す
る
漁
場
の
番
人
が
仕
事
で
あ
っ

た
。古

谷
は
、
明
治
に
入
っ
て
村
山
家
か
ら
独
立
し
、
自
ら
漁
場
を
経
営
し
て
い
た
。

明
治
期
の
鮭
漁
に
係
わ
る
各
種
資
料
に
古
谷
長
兵
衛
の
名
が
見
え
る
。
(
表
1
)

漁
場
は
海

(
海
岸
)
と
川
の
そ
れ
ぞ
れ
に
持
っ
て
い
た
。
明
治
四
十
二
(
一

九

O
九
)
年
の
「
漁
場
標
準
価
格
表
(
鮭
ノ
部
)
」
で
は
、
海
鮭
第
二
号
漁
場
が
古
谷

長
兵
衛
の
漁
場
と
な
っ
て
い
る
。

(
注
3
)
北
海
道
庁
作
製
の
「
石
狩
郡
漁
場
実

測
図
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
二
号
漁
場
は
、
分
部
越
の
や
や
オ
タ
ル
ナ
イ
川
河
口
よ

り
に
位
置
す
る
。
(
注
4
)
古
谷
が
い
つ
頃
か
ら
こ
の
付
近
の
漁
場
に
関
わ

っ
て

い
た
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
明
治
十

一
年
に
分
部
越
に
魚
干
場
と
い
う
名
目

で
土
地
を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
頃
す
で
に
分
部
越
の
漁
場
経
営
に
携
わ
っ
て
い
た

と
推
定
さ
れ
る
。

(
注
5
)

川
に
あ
っ
た
漁
場
に
つ
い
て
は
、
若
干
の
変
動
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
明
治
時

代
を
通
し
て
、
現
在
の
伏
箆
川
河
口
の
対
岸
付
近
に
あ
っ
た

「
オ
タ
ベ
リ
」
の
漁

場
か
、
そ
の
周
辺
の
漁
場
の
経
営
を
お
こ
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

- 16 -
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古
谷
長
兵
衛
と
オ
タ
ベ
リ
漁
場
の
つ
な
が
り
を
示
す
最
も
古
い
資
料
は
、
明
治

4
、
5
年
こ
ろ
の
漁
場
の
よ
う
す
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る

「
石
狩
郡
図

(
三
番
)
」
で
あ
る
。
同
図
に

「
ヲ

タ

へ

リ

凡

取

揚

高

五

万
三
拾
四
石
七
斗

八
升
三
合
三
勺
三
才
古
谷
長
兵
衛
持
」
と
あ
る
。
(
注
6
)

オ
タ
ヘ
リ
の
漁
場
は、

古
く
は
ア
イ
ヌ
の
漁
場
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
頃
か
ら
古

谷
ら
和
人
の
名
前
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
(
注
7
)

古
谷
長
兵
衛
の
住
居
は
、
親
船
町
南
十
六
番
地
に
あ
っ
た
。
(
注
8
)
明
治
三

十
九
年
の

「
石
狩
明
細
地
図
」

(注
9
)
で
も
古
谷
が
同
地
を
所
有
し
て
い
た
こ

と
を
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
同
図
で
は
、
オ
タ
ベ
リ
漁
場
に
程
近
い
生
振
南
三
線
三
号
付
近
の
土
地

も
所
有
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
土
地
の
所
有
は
、
オ
タ
ベ

リ
漁
場
経
営
に
関
連
す

る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

前
出
の
明
治
四
十
二
年
「
漁
場
標
準
価
格
表
(
鮭
ノ
部
ご
に
は
、
各
漁
場
の
価

格
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
古
谷
が
所
有
す
る
漁
場
価
格
の
総
計

は
、
千
九
百
円
で
あ
っ
た
。
こ
の
資
料
に
あ
る
魚
場
主
三
十
六
人
の
う
ち
、
評
価

額
が
千
円
を
超
え
る
の
は
十
六
名
で
あ
る
。
古
谷
は
、
上
か
ら
十
二
番
目
で
、
村

山
コ
ト
、

遠
藤
又
兵
衛
、
井
尻
静
蔵
は
、
ず
ば
抜
け
て
い
る
が
、
佐
藤
松
太
郎、

工
藤
重
作
な
ど
と
は
一層
を
並
べ
て
お
り
、
中
堅
の
漁
業
者
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
か
。

明
治
十
三
年
に
は
石
狩
漁
民
会
社
の
頭
取
(
注
目
)
を
、
明
治
三
十
六
年
に
は

石
狩
郡
水
産
組
合
議
員
を
務
め
て
い
る
。

(
注
ロ
)

所
有
す
る
漁
場
の
評
価
額
や
、
漁
業
団
体
の
役
員
を
歴
任
し
て
い
た
こ
と
、
明

治
時
代
を
通
し
て
漁
場
経
営
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
古
谷
が
石
狩
町
の
主

だ
っ
た
漁
場
主
の

一
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

明
治
二
十
二
年
九
月
十
五
日
に
「
鮫
様
」
像
を
金
龍
寺
に
奉
納
し
た
。
金
龍
寺

に
あ
る
像
を
収
め
る
厨
子
の
内
側
に
朱
漆
で
、

「
奉
納

明
治
二
十
二
年
九
月
十
五
日

古
谷
長
兵
衛

宝
珠
山
二
世
嗣
法
代
」

と
あ
っ
た
。
(
注
叩
)

残
念
な
が
ら
金
龍
寺
が
厨
子
を
塗
り
直
し
た
際
に
、
こ
の
文
字
は
塗
り
こ
め
ら

れ
、
現
在
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

没
年
も
生
年
と
同
様
、

明
確
で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
何
度
も
引
用
し
た
明
治
四

十
二
年

「漁
場
標
準
価
格
表
(鮭
ノ
部
こ
で
は
第
三
十
六
号
漁
場
の
漁
場
主
と
な
っ

て
い
る
が
、
翌
明
治
四
十
三
年
の
「
漁
場
見
積
標
準
価
格
表
」
で
は
、
第
三
十
六

号
漁
場
の
漁
業
者
は
「
古
谷
慶
吉
」
と
な
っ
て
い
る
。
(
注
目
)
明
治
四
十
二
年

に
亡
く
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
九
十
才
前
後
で
あ
っ
た
ろ
う
。

生
振
の
古
老
、
菅
原
三
郎
は
、

「今
の
茨
戸
ガ
ー
デ
ン
の
と
こ
ろ
に
古
谷
と
い

う
大
き
な
漁
場
(
鮭
の
引
き
網
の
場
所
)
が
あ
っ
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
(
注
凶
)

菅
原
は
、
明
治
四
十
一
年
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら
、
明
治
四
十
二
年
頃
に
古
谷
長

兵
衛
が
亡
く
な
っ
た
後
、
大
正
に
入
っ
て
も
し
ば
ら
く
は
、
古
谷
家
に
よ
る
漁
場

経
営
が
続
い
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

謝
辞本

橋
を
「
い
し
か
り
暦
」
に
掲
載
す
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
石
狩
市
郷

土
研
究
会
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

在

l 

「
古
谷
長
兵
衛
は
福
山
の
人
で
文
政
三
年
生
ま
れ
、
村
山
家
の
番
人
と
し
て
嘉
永
三

(
一
八
五

O
)
年
頃
石
狩
に
来
た
。
明
治
期
は
パ
ラ
ト
附
近
の
鮭
漁
場
な
ど
を
経
営

し
た
。
」

石
狩
弁
天
社
創
建
三
百
年
記
念
卒
業
実
行
委
員
会
編

社
史

河
野
常
士
ロ
『
石
狩
場
所
」

(一

九
九
七
)
石
狩
緋
天

注
2 

「
石
狩
古
老
三
名
の
談
話

明
治
三
十
六
年
五
月
」
北
海
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'..J 

別
51 

4

-ハ
O

コ
)

「石
狩
鈴
夫
社
史
』

注注
4 3 

道
大
学
問
属
図
書
館
所
蔵
(
請
求
番
号

に
該
当
部
分
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

田
中
安

・
前
回
蒸
徳
編
(
二
O
O二
)
『
石
狩
漁
業
組
合
史
』
石
狩
湾
漁
業
組
合

北
海
道
庁
(
一
九
O
こ
石
狩
郡
漁
場
実
測
図

石
狩
町
(
一
九
八
五
)
石
狩
町
誌
中
巻
l

八
十
三
ペ
ー
ジ

「
石
狩
郡
図
(
三
番
)
」
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
請
求
番
号
図
類
お

「石
狩
ア
イ
ヌ
と
共
救
組
合

(樺
太
ア
イ
ヌ
)
の
石
狩
川
鮭
場
所
推
移

一
覧
表
(
稿
ご

田
中
宵

・
前
間
近
徳
一
編
(
二
O

O
二
)
前
出
八
十
ペ
ー
ジ

高
嶋
家
文
書
「
東
西
蝦
夷
地
旧
請
負
人
村
山
伝
次
郎
隠
歴
概
略
調
書
」
(
整
理
番
号

T
I
-
-
幻
)
石
狩
市
教
育
委
員
会
所
蔵

こ
の
資
料
は
、
道
立
図
書
館
所
蔵
の
河
野
資
料
に
あ
り
、
か
つ
て
長
谷
川
嗣
氏
に

よ
り
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
(長
谷
川
嗣
制

一
九
七
三

『石
狩
場
所
請
負
人
村
山
家

記
録
」
石
狩
町
資
料
第
3
号
)
し
か
し
、
古
谷
の
住
所
は
、
高
嶋
家
文
書
の
み
に
見

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

- 18-

注
5

I王
6 

I王
7 

Y王
8 

注
9

石
狩
新
聞
社
(
一
九
O
六
)
「
石
狩
明
細
地
図
」
(
親
船
町
南
同
番
地
は
、
現
在
の
親

船
町
日
帯
地
に
あ
た
る
)

石
橋
孝
夫
(
一
九
八

一
)
「
鮫
様
の
誕
生
」
い
し
か
り
暦
第
2
号

A
R
 

1王
10 

石
狩
町
郷
土
研
究

注
11 

石
狩
町
(
一
九
八
五
)
石
狩
町
誌
中
巻
l

二
三
七
ペ
ー
ジ

高
嶋
家
文
書
「
承
諾
書
」
(
整
理
番
号
T
I
-
-
即
)
石
狩
市
教
育
委
員
会
所
蔵

古
岡
嶋
家
文
書
「
漁
場
見
積
標
準
償
絡
表
」
(
整
理
番
号
T
I
E
-
u
ー
2
)
石
狩
市

教
育
委
員
会
所
蔵

前
川
道
究
(
一
九
八
O
)

研
究
会

1王
12 

Y王
13 

注
14 

「生
振
古
老
物
語
」

石
狩
町
郷
土

い
し
か
り
暦
創
刊
号
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石
狩
市
内
の
屋
号

高
瀬
た
み
・
吉
岡
玉
吉
編

調
査
協
力

田
中
賢

・
中
島
勝
久

・
沖
本
義
尚

蓮
田
栄

・
石
橋
孝
夫

「
昔
は
屋
号
ば
か
り
で
呼
び
合
い
、
本
名
な
ん
て
知
ら
な
か

っ
た
」
と
い
う
ほ

ど
屋
号
が
家
の
名
前
だ
っ
た
本
町
地
区
。
現
在
も
わ
ず
か
に
屋
号
で
呼
び
合
う
風

習
が
残
る
同
地
区
の
人
た
ち
か
ら
、
「
知
っ
て
い
る
人
た
ち
か
ら
聞
い
て
記
録
し

て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
と
、
以
前
か
ら

「今
、
残
さ
な
け
れ
ば
」
と
い
う
気
持
ち

が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、

市
民
図
書
館
で
行
わ
れ
て
い
る
古
文
書
学
習
「
村
山
家
文

書
を
読
む
会
」
で
、
文
書
に
屋
号
が
記
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
会
代
表
の
村
山

先
生
か
ら
「
屋
号
を
調
べ
て
み
る
の
も
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
ね
」
と
い
わ
れ
た

の
が
キ
ッ
カ
ケ
で
、
屋
号
を
調
べ
て
み
よ
う
と
思
い
た
つ
。

し
か
し
、
ど
う
や
っ
て
調
べ
た
ら
い
い
の
か
。
石
狩
市
関
係
の
書
物
と
い
っ
て

も

「石
狩
町
誌
』
中
巻
一
に
少
し
載
っ
て
い
る
だ
け
し
か
知
ら
な
か
っ
た
私
は
、

思
っ
た
よ
り
難
し
い
こ
と
だ
と
し
ら
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
石
狩
市
関
係
の
本
か
ら

探
し
、
人
か
ら
聞
い
て
-
記
録
し
て
み
た
が
ま
と
ま
っ
た
数
に
な
ら
ず
困
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
石
狩
市
郷
土
研
究
会
々
員
で
あ
り
私
設
資
料
館
尚
古
社
館
長
の
中
島
勝

久
さ
ん
が
同
資
料
館
所
蔵
の
古
い
市
街
地
図
に
載
っ

て
い
る
屋
号
を
書
き
出
し
て

下
さ
っ
た
。
地
図
に
は
、
商
店
名
の
上
に
商
売
の
信
用
で
も
あ
る
屋
号
が
し
っ
か

り
記
載
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

表
l
は
、
明
治
三
十

一
年
八
月
付
け

『北
海
道
毎
日
新
聞
』
商
号
登
記
公
告
に

掲
載
さ
れ
た
中
か
ら
石
狩
町
関
係
の
も
の
を
抜
粋
し
た
「
石
狩
町
の
商
家
」
で
あ

る
。
こ
れ
は
秩
父
事
件
首
謀
者
の
井
上
伝
蔵
(
本
町
地
域
に
二
十
三
年
間
伊
藤
房

次
郎
の
偽
名
で
居
住
)
の
研
究
者
で
知
ら
れ
る
俳
人
の
中
嶋
幸
三
氏
が
新
聞
の
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
探
し
た
も
の
。
残
念
な
が
ら
こ
の
と
き
は
小
間
物
屋
を
営
ん

で
い
た
井
上
伝
蔵
の
商
号
登
記
は
な
か
っ
た
が
、
表

5
明
治
三
十
九
年
の
広
告

『
石
狩
実
業
家
案
内
』
に
「
イ
伊
藤
房
次
郎

小

間

物

文

具
商
」
と
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
広
告
か
ら
居
住
地
と
、
ど
の
よ
う
な
商
い
を
い
つ
ご
ろ
か
ら
し
て

た
の
か
分
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
資
料
も
私
設
資
料
館
尚
古
社
提
供
で
あ
る
。

会
顧
問
の
田
中
賓
先
生
か
ら
は
、
同
氏
著
書
の

『石
狩
漁
業
協
同
組
合
史
』
に

漁
業
者
の
屋
号
が
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
教
示
さ
れ
、
表
8
と
さ
せ
て

い
た
だ
い

た
。
漁
場
と
い
う
仕
事
場
で
、
漁
具
に
そ
れ
ぞ
れ
の
所
有
物
で
あ
る
こ
と
を
示
す

印

(
家
印
)
が
、
そ
し
て
市
場
に
出
荷
す
る
箱
に
も
焼
印
が
必
要
だ
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
同
氏
か
ら
昭
和
十
三
年
の
電
話
帳
よ
り
抜
粋
し
た
屋
号
資
料
も
い
た
だ
い

た
。
表
7
で
あ
る
。

「
表
団

平
成
2
年
・
平
成
5
年
の
電
話
帳
」

と
比
べ
る
と

商
い
の

「
の
れ
ん
」
で
あ
る
屋
号
の
記
載
が
多
い
。

さ
ら
に
、
同
会
々
員
の
吉
岡
玉
吉
さ
ん
が
調
べ
た
表
9
か
ら
日
に
は
、
呼
び
名
、

津
名
が
-
記
載
さ
れ
て
い
る
。
当
初
は
普
段
使
っ
て
い
る
呼
び
名
、
津
名
ま
で
屋
号

に
入
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
疑
問
に
感
じ
-
調
べ
た
と
こ
ろ
広
い
意
味
で
含
ま
れ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
読
む
に
つ
れ
、
当
時
の
本
町
地
区
の
様
子
が
よ
み
が
え
る
よ
う

で
あ
る
。

本
町
に
在
住
の
滝
村
静
子
さ
ん
は

「昔
、
電
話
の
交
換
手
を
し
て

い
た
こ
ろ
は
、

電
話
番
号
の
問
い
合
わ
せ
に
屋
号
が
多
か

っ
た
で
す
よ
。
と
い
う
の
も
同
じ
苗
字

の
家
が
多
い
か
ら
そ
の
ほ
う
が
分
か
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
今
も
本
町
の
人
た
ち
は

マ
ル
ダ
イ

・
ヤ
マ
タ
マ
・
カ
ネ
ダ
イ

・
カ
ネ
カ
の
お
ば
ち
ゃ
ん
っ
て
呼
ん
で
ま
す
」

と
話
し
て
く
れ
た
。
本
人
に
向
か

っ
て
言
う
と
き
は
ヤ
マ
タ
マ
さ
ん

・
カ
ネ
ダ
イ

さ
ん
と
「
さ
ん
」
を
付
け
る
と
い
う
。
親
類
が
集
ま
る
同
姓
の
家
が
多
い
本
町
の

よ
う
な
狭
い
地
域
だ
か
ら
こ
そ
便
利
に
使
わ
れ
た
。
そ
し
て
親
密
な
付
き
合
い
の

な
か
で
津
名
が
付
け
ら
れ
る
。

一
種
の
ブ
l
ム
で
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
と

に
か
く
屋
号
は
日
常
生
活
の
中
で
人
々
が
使
っ
て
い
た
呼
び
名
で
あ
る
こ
と
、
い

ま
も
地
域
で
生
き
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
。

こ
れ
で
石
狩
市
の
屋
号
は
だ
い
た
い
出
揃
っ
た
か
な
と
思
っ
た
こ
ろ
、

「
い
し

か
り
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
仲
間
か
ら

「
五
の
沢
の
山
谷
さ
ん
に
も
あ
る
」

と
教
え
ら
れ
た
。
早
速
、
郷
土
研
究
会
々
員
の
沖
本
義
尚
さ
ん
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
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高
岡

・
五
の
沢
の
農
家
の
家
々
で
屋
号
を
使
っ
て
い
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
古
い

事
柄
を
大
切
に
さ
れ
る
北
生
振
の
蓮
田
栄
一
氏
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
生
振
の
ほ

と
ん
ど
の
家
に
あ
っ
た
」
と
い
う
。
早
速
、
調
べ
て
下
さ
っ
た
の
が
表
げ
で
同
時

に
会
の
沖
本
義
尚
さ
ん
が
調
査
し
た
高
岡
五
の
沢
で
の
調
査
も
掲
載
し
た
。
ま
た
、

「中
生
振
も
元
は
陸
続
き
だ
っ
た
の
で
持
っ
て
い
る
は
ず
」
と
話
さ
れ
た
。
今
回

は
調
査
を
し
て
い
な
い
が
、
折
を
見
て
あ
た
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。
こ
の
よ
う
に

石
狩
の
場
合
、
農
業
や
漁
業
で
使
っ
て
い
た
所
有
印
も
屋
号
と
呼
ん
で
い
た
よ
う

で
あ
る
。

他
に
も
、
神
田
商
事
(運
送
業
)
の
神
田
広
次
さ
ん
に
は
姓
名
を
使
わ
ず
屋
号
だ

け
で
取
引
で
き
た
こ
ろ
の
話
を
、
ま
る
だ
い
佐
藤
水
産
に
は
社
の
屋
号
の
変
選
を

お
聞
き
し
た
。

-

屋
号
の
歴
史
と
変
遷

「屋
号
は
姓
の
な
い
時
代
の
名
残
で
な
い
か
」
と
高
岡
の
沖
本
さ
ん
の
言
葉
に

ハ
ッ
と
し
、
気
軽
に
親
し
み
を
こ
め
て
呼
ん
で
い
た
屋
号
に
ど
ん
な
歴
史
が
あ
っ

た
の
か
知
り
た
く
な
っ
た
。

岡
野
信
子

『屋
号
語
去
の
開
く
世
界
』
に

「明
治
三
年
(
一
八
七
O
)
、
新
政

府
は
そ
れ
ま
で
貴
族
、
士
族
、
豪
商
な
ど
特
定
の
階
層
だ
け
が
名
乗
っ
て
い
た
姓

を
平
民
に
も
許
す
と
の
布
告
を
だ
し
た
。
こ
れ
は
徹
底
せ
ず
、
明
治
八
年
(
一
八

七
五
)
に
は
「
自
今
必
苗
字
相
唱
可
申
」
(
じ
こ
ん
か
な
ら
ず
苗
字
相
唱
申
す
ベ
し
)

と
、
再
び
太
政
官
布
告
が
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
徹
底
は
困
難

だ
っ
た
よ
う
で
、
例
え
ば
農
村
の
寺
の
過
去
帳
に
姓
名
が
見
え
る
の
は
、
私
が
拝

見
し
た
限
り
で
は
明
治
十
六
年
頃
以
降
で
、
そ
れ
以
前
は
屋
号
と
名
前
が
苦
か
れ

て
い
た
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。
や
は
り
、
沖
本
さ
ん
の
言
う
と
お
り
江
戸
時

代
は
武
士
と
特
例
を
除
い
て
姓
氏
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
時
代
で
あ

っ
た
。

姓
を
名
乗
れ
な
か
っ
た
時
代
、
広
い
地
域
に
わ
た

っ
て
商
い
を
す
る
の
に
「
ど

こ
ど
こ
の
誰
兵
衛
」
じ
ゃ
都
合
が
悪
い
商
人
は
、
阿
部
屋

・
飛
騨
屋
・
栖
原
屋
な

ど
の
よ
う
に
出
身
地
の
地
名
を
付
け
た
言
葉
、
だ
け
の
屋
号
と
か
、
廻
船
問
屋

・
旅

龍
屋
・
髪
結
屋
・
鍛
冶
屋
・

床
屋

・
桶
屋
な
ど
生
業
を
名
乗
る
言
葉
屋
号
を
付
け

苗
字
代
わ
り
と
し
、
そ
の
下
に
「
誰
兵
衛
」
と
名
前
を
付
け
て
表
示
し
た
。
そ
れ

が
古
文
書
に
出
て
く
る
名
前
の
書
き
方
で
あ
る
。
ま
た
、
②
の
よ
う
に
記
号
と
文

字
を
組
み
合
わ
せ
た
家
印
は
、
縁
起
の
良
い
記
号
と
漢
字
・
仮
名
文
字
を
組
み
合

わ
せ
、
辞
書
に
も
載
っ
て
い
な
い
シ
ル
シ
と
な
る
造
語
を
作
り
家
印
と
し
た
。
そ

れ
ら
を
総
称
し
て
屋
号
と
い
い
、

読
み
方
は
上
か
ら
下
へ
、
左
か
ら
右
へ
と
よ
む

よ
う
で
あ
る
。

『屋
号
語
集
の
開
く
世
界
」
か
ら
引
用
す
る
と

O

マ

ル

金

運

・
福
徳
・
円
満
を
表
す
。

〈
ヤ
マ
富
が
山
ほ
ど
つ
も
る
よ
う
に
。
漢
字
の
山
も
同
じ
。

寸

カ

ネ

木

工
職
人
の
用
い
る
曲
尺
の
形
を
模
す
。
金
と
同
音
で
あ
る
こ
と

か
ら
冨
は
願
望
。

〆

シ

メ

金

が

入

っ
た
ら
メ
て
出
さ
な
い
。

入

イ
リ

富
が
入
る
よ
う
に
。
す
な
わ
ち
招
福
の
願
望
。

ム

ウ
ロ

コ
漁
獲
を
意
味
す
る
。

図
マ
ス
ま
す
ま
す
繁
盛
と
の
願
い
。

×
チ
ガ
イ
互
い
に
助
け
合
う
。
二
本
の
矢
を
交
差
さ
せ
た
図
柄
「
違
矢
」
に

発
想
。
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
家
印
に
は

「ま
す
ま
す
繁
盛

す
る
よ
う
に
」

と
将
来
へ
の
期
待
や
願
望
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

屋
号
に
は
、
商
号
・
商
標
と
し
て
登
記
し
た
屋
号
、
所
有
権
を
示
す
家
印
、
人

々
が
容
姿

・
性
格

・
居
住
地
の
地
勢
な
ど
様
々
な
特
徴
を
と
ら
え
て
自
然
に
呼
ん

だ
津
名
も
入
る
と
い
う
。

そ
の
屋
号
も
時
代
と
と
も
に
使
わ
れ
な
く
な

っ
て
き
た

一
方
、
商
人
の
屋
号
は

時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い
る
。
最
近
で
は
商
号

・
商
標
と
し
て
の
屋
号
が
デ
ザ

イ
ン
化
・

彩
色
さ
れ
、
会
社
の

「
シ
ン
ボ
ル
マ

l
ク」
、「
ブ
ラ
ン
ド
マ
1
ク
」
ま

た
は
「
ロ
ゴ
マ

l
ク
」
と
呼
称
し
屋
号
と
呼
ば
れ
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
本
町
地
区
を
創
業
の
地
と
す
る

一
九
四
八
(
昭
和
お
)
年
創
業
の

「
ま
る
だ
い
佐
藤
水
産
」
は
創
業
者
の
思
い
入
れ
の
こ
も
っ
た
屋
号
⑧
マ
ル
ダ
イ

で
あ
っ
た
。
同
社
発
行
の

『カ
ム
イ
チ

ェ
プ
』
所
収
の
「
佐
藤
水
産
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
の
由
来
」
に
よ
る
と

「大
き
な
会
社
を
目
指
し
て

O
に
大
」
と
あ
る
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⑧
の
屋
号
は
、

刊
年
間
同
社
の
信
用
の
商
標
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
聞

に
大
き
く
成
長
し
た
同
社
は
、

一
九
八
七
年
か
ら
二
度
の
変
更
を
経
て
現
在
の
通

称
ハ

l
ト
マ

l
ク
鎗
一
に
な
っ
た
。
今
現
在
、
シ
ン
ボ
ル
マ
!
ク
は
併
せ
て
二
種

類
あ
り
、
新
鮮
な
二
匹
の
鮭
と
会
社
を
支
え
る
人
と
真
心
(
ハ
1
ト
)
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
企
業
理
念
を
あ
ら
わ
す
マ

i
ク
鎗
は
生
産

・
製
造

・
全
国
卸
販
売
で
、
魁

は
小
売
庖
舗

・
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ

マ
l
ク
と
し
て
使
用
し
て
い
る
と

い
う
。
と
こ
ろ
で
、
創
業
の
地
で
あ
る
親
船
町
に
現
在
建
設
中
の

「魚
醤
工
場
」

で
③
の
旧
屋
号
が
復
活
使
用
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
春
完
成
予
定
の
工
場
な

の
で
出
来
上
が
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
が
、
外
観
完
成
予
想
図
は
長
い
歴
史

を
も
っ
本
町
地
域
に
似
合
っ
た
蔵
造
り
の
工
場
で
、
そ
の
妻
壁
に
初
代
の
心
意
気

が
伝
わ
る
③
の
屋
号
が
付
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
マ
ル
ダ
イ
、
マ
ル
ダ

イ
さ
ん
」
と
親
し
ま
れ
た
屋
号
が
創
業
の
地
親
船
町
で
蘇
え
る
こ
と
を
心
か
ら
望

む
と
こ
ろ
で
あ
る
。

2

商
庖
の
屋
号

屋
号
を
調
べ
る
の
に
最
初
に
あ
た
っ
た
の
が
市
街
地
図
だ
っ
た
。
古
い
地
図
ほ

ど
屋
号
が
書
か
れ
、
そ
れ
も
大
き
く
入
れ
て
あ
り
、
中
に
は
屋
号
の
み
と
い
う
も

の
も
多
く
あ
る
。
旅
館
、
大
き
な
商
庖
か
ら
小
さ
な
商
い
を
営
む
も
の
ま
で
屋
号

を
も

っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
当
時
、
名
前
は
知
ら
な
い

が
屋
号
は
知
っ
て
い
る
と
い
う
時
代
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
屋
号
で
呼
ば
れ
親
し

ま
れ
て
い
る
庖
に
と
っ
て
は
、
地
図
上
の
屋
号
は
探
し
や
す
い
し
、
屋
号
の
み
を

掲
載
す
る
ほ
ど
家
印
が
信
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
感
じ
た
。

本
町
地
区
の
③
マ
ル
ゴ
中
島
商
庖
は
金
運

・
福
徳
・

円
満
を
表
す

O
に
庖
の
創

立
者
中
島
伍
作
の
五
を
中
に
入
れ
屋
号
と
し
て
い
る
。
伍
作
の
子
の
房
蔵
の
弟
亀

蔵
が
近
く
に
の
れ
ん
分
け
(
分
家
)
を
し
た
時
③
の
下
に
一
を
付
け
て
@
一
マ
ル
ゴ
イ

チ
と
し
た
。
本
家

・
分
家
の
関
係
は
本
家
の
屋
号
の
下
に
漢
数
字
の

一
と
か
ニ
を

付
け
て
表
し
て
い
る
と

『屋
号
語
棄
の
総
合
的
研
究
』
岡
野
信
子
著
に
も
記
し
て

いヲ令。

ま
た
、
表
に
見
る
大
黒
屋

・
桜
湯

・
石
狩
座
の
よ
う
に
家
印
の
な
い
屋
号
も
あ

る
。
大
黒
屋
は
た
ぶ
ん
七
福
神
の

一
人
で
福
徳
を
与
え
る
神
に
あ
や
か
り
た
い
と

付
け
た
願
望
の
屋
号
化
。
桜
湯
は
浴
場
に
ふ
さ
わ
し
い
屋
号
。
劇
場
の

「
石
狩
座
」

も
通
称
の
呼
び
名
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
屋
号
に
入
る
。

地
図
か
ら
屋
号
を
拾
っ
て
分
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、

「
扇
屋
」
の
よ
う
に
屋

号
の
他
に
商
号
と
し
て
の
家
印
宙
、
O
と
三
種
類
持
つ
っ
て
い
る
の
は
、
味
噌
醤

油
般
造
と
貸
座
敷
を
商
っ
て
い
た
同
家
が
商
売
に
よ
っ
て
使
い
分
け
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。

運
送
業
神
田
商
事
を
営
む
神
田
さ
ん
は

「商
売
で
発
行
す
る
市
場
の
仕
切
書

(
金
券
)
も
屋
号
だ
け
で
取
引
を
し
た
も
の
で
す
。
姓
を
あ
ま
り
使
わ
ず
屋
号
で
通
っ

て
い
た
と
き
は
、
屋
号
の
方
が
ピ
ン
と
く
る
」
と
商
家
や
漁
家
の
印
を
表
示
す
る

だ
け
で
良
か
っ
た
使
利
な
時
代
を
懐
か
し
む
よ
う
に
日
げ
附
さ
れ
た
。

今
も
本
町
地
区
で
は
、
ヤ
マ

タ
マ
(
す
で
に
屋
号
が
食
堂
の
名
前
に
な
っ
て
い

る
村
田
商
庖
)
、
カ
ネ
ダ
イ
(
金
大
亭
)
、
マ
ル
ダ
イ
(佐
藤
水
産
)
、
マ
ル
マ
ン
、

カ
ネ
タ
イ
チ
、
カ
ネ
キ
チ
::::・
な
ど
屋
号
が
商
庖
名
よ
り
使
わ
れ
て
い
る
。

富
良
野
出
身
の
私
は
屋
号
で
呼
ん
だ
記
憶
が
あ
ま
り
な
い
。

『
屋
号
語
会
の
開

く
世
界
』
岡
野
信
子
著
に
よ
る
と

「屋
号
は
漁
村
に
多
か

っ
た
」
と
記
し
て
い
る

よ
う
に
、
開
拓
の
遅
か
っ
た
北
海
道
の
内
陸
よ
り
も
や
は
り
早
く
に
開
け
た
石
狩

の
方
が
多
く
、
ま
た
日
常
的
に
使
用
す
る
頻
度
も
多
い
の
だ
ろ
う
。

都
市
化
が
進
み
生
活
必
需
品
は
大
資
本
の
大
型
庖
で
ほ
と
ん
ど
ま
か
な
う
現
在
、

「
看
板
に
屋
号
を
掲
げ
た
専
門
庖
が
姿
を
消
し
た
中
心
街
は
以
前
の
よ
う
な
活
気

が
な
く
な
り
、
お
も
し
ろ
み
が
な
く
な
っ
た
。」

、
「
隣
近
所
の
付
き
合
い
が
薄
く

な
っ
た
住
宅
地
で
は
津
名
も
な
く
な
っ
た
。
マ
イ
ナ
ス
而
の
津
名
は
良
く
な
い
が
、

何
だ
か
味
気
な
い
気
が
す
る
。」

と
、
石
狩
市
郷
土
研
究
会
の
例
会
で
『
旧
石
狩

市
の
屋
号
』
と
題
し
て
発
表
し
た
と
き
聞
か
れ
た
意
見
で
あ
る
。

「
表
却

現
在
、
看
板
な
ど
に
見
る
屋
号
」
(
平
成
四
年
現
在
)
で
多
く
み
ら
れ

る
の
は
、
花
川
の
メ
イ
ン
通
り
よ
り

一
歩
な
か
に
入
っ
た
住
宅
街
で
見
ら
れ
た
の

が
特
徴
で
あ
る
。
経
営
者
の
思
い
入
れ
が
伝
わ
る
屋
号
が
結
構
あ

っ
た
の
で
表
日
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と
し
て
入
れ
た
と
ま
た
、
石
狩
湾
新
港
の
工
業
地
で
は
、
昔
・
な
が
ら
の
屋
号
は
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
大
き
な
会
社
は
現
代
に
合
っ
た
シ
ン
ボ
ル
ロ
ゴ
マ

l
ク
ば

か
り
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
時
代
を
感
じ
る
。

一Z

昭
和
日
年
か
ら
初
年
代
の
長
野
商
庖
の
大
福
帳
の

一
部
⑤
、
〈
石
、

見
ら
れ
る
。

(
い
し
か
り
砂
丘
の
風
資
料
館
蔵
)

の
屋
号
が

3

漁
家
の
屋
号

漁
業
を
営
む
家
の
屋
号
は
、
農
家
の
屋
号
と
同
じ
よ
う
に
、
所
有
物
で
あ
る
こ

と
を
表
す
た
め
海
上
や
陸
で
使
用
す
る
漁
具
や
、
船
に
付
け
ら
れ
た
所
有
印
で
あ

る
。
海
上
で
は
浮
標
(
ダ
ン
ブ
)
に
付
け
ら
れ
た
屋
号
で
誰
の
も
の
か
見
分
け
が
つ

き
漁
が
で
き
た
と
い
う
。
漁
村
に
は
同
じ
名
前
が
多
か
っ
た
の
で
取
引
も
屋
号
の

付
い
た
箱
で
出
荷
、
伝
票
も
屋
号
だ
け
で
通
用
し
た
と
い
う
。
必
需
品
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

「
表
口

昭
和
初
期
か
ら
同
初
年
代
の
船
名
」
、
「
表
7

昭
和
日
年
6
月
石
狩

堆
方
孟
話
番
号
簿
の
屋
号
一
で
は
、

所
有
す
る
漁
船
や
運
送
船
の
名
前
を
呼
び
名

(広
い
意
味
で
こ
れ
も
屋
号
)
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
興
味
深
い
。

同
じ
姓
が
多
い
小
さ
な
漁
村
で
は
作
業
面
や
取
引
で
家
印
屋
号
が
重
宝
さ
れ
た

が
、
普
段
は
屋
号
で
呼
び
合
う
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
と
い
う
。

4

農
家
の
屋
号

農
家
の
屋
号
も
漁
家
の
屋
号
と
同
じ
で
所
有
者
名
を
示
す
家
印
屋
号
で
あ
る
。

高
岡
の
沖
本
義
尚
さ
ん
に
よ
る
と

「と
く
に
忙
し
い
脱
穀
の
と
き
な
ど
は
、

建

・

箕
(
み
)
を
持
ち
寄
り
手
問
返
し
を
し
て
い
た
。
道
具
が
人
数
分
な
い
の
で
経
や

箕
な
ど
は
墨
で
、
鋸

・
鍬

・
マ
サ
カ
リ
・
皮
は
ぎ
な
ど
は
焼
印
を
し
て
持
ち
寄
っ

て
い
た
。
だ
か
ら
、

屋
号
を
見
れ
ば
誰
の
も
の
か
す
ぐ
分
か
っ
た
」
、
と
い
う
よ

う
に
高
岡
や
五
の
沢
で
は
家
々
の
屋
号
を
お
ぼ
え
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
農

家
の
家
印
、
屋
号
は
商
家
の
そ
れ
と
違
い
道
具
の
持
主
の
判
別
だ
け
で
、
屋
号
で

呼
び
合
う
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
表
日
の
他
に
も
屋
号
を
持
っ
て
い
た
家
が

あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
同
じ
開
拓
期
に
入
植
し
て
い
て
も
付
け
て
い
な
い
家
も
あ
る

と
い
う
。
所
有
者
の
印
か
ら
農
家
の
助
け
合
い
の

一
端
を
み
る
思
い
で
あ
る
。

同
じ
高
岡
の
増
田
さ
ん
は
、
「
出
身
地
の
愛
媛
で
宮
大
工
を
家
業
と
し
て
い
た

が、

事
情
が
あ
っ
て
財
産
を
処
分
し
て

一
家
を
あ
げ
て
北
海
道
に
移
住
し
た
の
で
、

愛
媛
で
使
用
し
て
い
た
屋
号
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
る
と
思
う
」
と
い
う
。
ま
た
、

設
い
た
こ
と
に
、
増
田
家
の
図
カ
ネ
マ

ス
と
い
う
屋
号
は
今
も
現
役
だ
と
い
う
。

ミ
ニ
ト
マ
ト
を
入
れ
て
農
協
に
出
荷
す
る
コ
ン
テ
ナ
や
、
共
同
作
業
な
ど
に
使
、
っ

ス
コ
ッ
プ
に
焼
印
を
付
け
て
い
る
そ
う
だ
。
屋
号
の
良
い
と
こ
ろ
を
大
切
に
利
用

す
る
優
し
さ
に
感
激
し
た

一
瞬
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
北
生
振
の
屋
号
を
調
べ
て
く
だ
さ
っ
た
蓮
田
栄

一
さ
ん
は
「
水
田
の
用

排
水
路
直
し
ゃ
収
穫
な
ど
皆
で
作
業
を
す
る
と
き
に
使
う
ス
コ
ッ
プ
や
ホ
l
ク
・

ト
ウ
ミ
な
ど
に
屋
号
が
付
い
て
い
る
と
間
違
が
わ
な
か
っ
た
。
水
路
も
昭
和
刊
年

後
半
か
ら
機
械
積
み
に
な
り
今
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
必
要

な
く
な
っ
た
ね
」
、
「
他
に
は
町
営
牧
場
に
預
け
る
馬
や
牛
に
も
屋
号
を
つ
け
た
。
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ー」

5
月
に
入
れ
る
と
き
に
馬
は
爪
に
焼
印
、
牛
は
毛
を
き
り
こ
ん
で
印
を
付
け
て
牧

場
に
放
す
。
そ
し
て
、
叩
月
に
我
が
家
の
目
印
の
付
い
て
い
る
の
を
連
れ
て
帰
っ

て
く
る
。
そ
う
す
る
と
間
違
わ
な
く
て
す
む
」
と
い
う
。
家
畜
に
も
印
を
付
け
て

い
た
貴
重
な
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
難
し
く
い
え
ば
私
有
物
占
有
印
と
い

う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
「
こ
の
辺
の
者
は
未
だ
に
八
幡
町
の
庖
な
ん
か
は
屋
号
で
呼

ん
で
い
る
か
ら
ね
。
高
梨
商
庖
の
ヤ
マ
ダ
イ
、
マ
ル
ハ
チ
の
床
屋
、
マ
ル
ハ
チ
の

オ
ン
チ
ャ
(
弟
の
こ
と
)
、
マ
ル
ハ
チ
の
て
ん
ぷ
ら
屋
っ
て
普
段
使
っ
て
い
る
よ
」
、

と
日
常
的
に
使
っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

郷
土
研
究
会
々
員
の
吉
永
さ
ん
は
「
国
有
林
か
ら
払
い
下
げ
を
受
け
た
木
に
も

家
々
の
焼
印
が
付
い
て
い
た
。
そ
れ
が
各
家
庭
に
頼
ん
だ
木
が
届
け
れ
、
そ
れ
を

冬
の
燃
料
に
使
う
薪
に
す
る
ん
で
す
」
い
わ
ゆ
る
木
印
と
い
う
も
の
で
、
普
通
の

家
庭
に
も
占
有
印
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

終
わ
り
に

調
査
に
は
正
確
な
所
有
者
、
職
業
、
時
代
を
知
る
た
め
石
狩
市
に
残
る
地
図
を

使
っ
た
。
ま
た
、
目
的
の
た
め
に
作
る
地
図
は
関
係
者
か
ら
資
金
を
集
め
て
作
る

の
で
鮭
漁
業
者
関
係
の
み
と
か
、
商
業
関
係
の
み
の
と
い
う
地
図
が
多
く
、
従
っ

て
記
載
さ
れ
な
い
屋
号
が
か
な
り
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
、
吉
岡
玉
吉
氏
が
調
査

し
た
資
料
(
表
m
l
U
)
に
は
地
図
に
無
い
屋
号
が
多
い
。

こ
の
調
査
に
は
本
町
地
域
の
滝
本
静
子
氏
、
神
田
広
次
氏
、
佐
藤
水
産
側
の
伊

勢
屋
敦
志
氏
、
北
生
振
の
蓮
田
栄

一
氏
、
石
狩
市
郷
土
研
究
会
の
沖
本
義
尚
氏
、

田
中
安
氏
、
中
島
勝
久
氏
、
石
橋
孝
夫
氏
に
調
査
・
お
話
し
を
伺
い
、
例
会
で
発

表
し
た
折
に
は
皆
さ
ん
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
(
高
瀬
た
み
)

5 
(補
注
)
調
査
の
結
果
多
数
の
屋
号
が
採
集
さ
れ
、
表
l
l
m
(
一
部
江
別
町
の
屋
号
も
含

む
)
に
示
し
た
。
こ
の
う
ち
表
7
以
降
に
示
し
た
昭
和
前
半
期
の
屋
号
に
つ
い
て
、

比
較
検
討
は
済
ん
で
い
な
い
た
め

一
部
疑
問
も
残
る
部
分
が
あ
り
、
今
後
さ
ら
に

精
査
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
屋
号
の
読
み
方
に
つ
い
て
は
調
査
者
が
調
べ
た

読
み
に
従
っ
て
い
る
が
、
表
2
、
表
7
、
表
8
に
つ
い
て
は
石
橋
が
読
み
方
を
付

し
た
。
こ
の
ほ
か
明
ら
か
な
読
み
違
え
な
ど
に
つ
い
て
石
橋
が
訂
正
し
た
。
な
お、

桜
湯
の
屋
号
に
つ
い
て
は
同
庖
発
行
の
切
符
に
桜
の
花
び
ら
の
な
か
に
片
仮
名
の

「
サ
」
と
書
い
た
マ
ー
ク
付
さ
れ
た
も
の
最
近
発
見
さ
れ
た
が
、
こ
れ
が
屋
号
で

あ
る
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
そ
の
切
符
を
示
し
て
お
く
。

(石
橋
孝
夫
)
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表

一院
注
山
3
2
E
EK
立
迄
道
毎
E
P
Z
置

一札
三
日
区
ta
2.一r
定
号
歪
一-Y
一公
晶一こ

の
墨
=一つ

中
島
幸
三
資
料

/ヨ¥ 台 羽 E 司 戸l八 q:: へ、 1 く、 .n.. 一冨 合 余 平lキ ② i十 白~‘、 キ @ 主主 司 ⑤ 日
侭出iリI小可

巴回 1I; 

ヤ イ カ す1 カ カ ノ、 ¥. チ ゴ「 イ カ ヤ ヤ カ イ '7 イ ヤ キ 『、 ノ、 カ マ カ カ す1
レ 司、 可、 司、 耳、 チ

F、. 
71' チ 平 耳、 チ 2レ -1' 日H jレ チ 弓、 Jレ ク ク ク ヰ~íl~マ - マ てF

L‘ 〆
→ 、

ヨ マ カ タ -1' ン 印 イ 1'[1 ポ マ キ サ キ コ ユ キ 宅主 ン イ 守 コ イ み
ウ

イ 3t5長4 名ス 『、 マ メ イ ト ン 、7 ‘〉 、~ チ ザー
'← 

十 ヲ

u I11 江 '特i 山 1m 本 佐 佐 長 赤 思 ;J;J *= コ告 口1.: 月3 赤 3主
ノj粂1 i、L 

4民h 

1¥ fH 中 干7 、ffefa，a3j ・

好ま郎
E主

111 野 国 『ち Iλj 民1!aJ h宇 ポミ t.o 石 ~!J'・ 生 下 I~ 111 
E11瓦L 

イLI
主ェ1=

木らオミ
口

t務官b主
111 5太徳!j・与 可ζ I原 H《.it3l; 、 行 dーLへ t今ζ f長 ヴ 問 フ 反 同 E、~[ 従t 7 助Hl 七迄 商

~ づ' 吉 太 l文 太 I幅五
日1，

フ ，;話 ク 乙 成 fí.~ j， 位 ク
" 品t 日1;

市n
-口k 日1; 公口言 日目 助 fjJ， 日1; 日1; ?ロT 

布l ーじ骨同1 :tI~ 卦L54 荒 呉 口 )iL ~! 、 }j~ 太 百主 呉 子l.f~ 
JI(l 

君主
j， i羊 M~ 11 ~)j →」ー』 Jit 手 IJIl 物 占 服 口 t出 1場 Jill 人 物 人 IJA 

物f滋El 
プ三 l17iq fi :ミ ，w 1均 j酉 子 応; →μ ー 物 維 物 ~\可141 太 耳i物 口 副主 西 I這 1百 1l'i 太 物

出E ~~ ζ J，E 乃Yfぎ 1't 3圭 1知 太 日品E鼠i't I羊 J.c 物

有 !I:Ij 物 K‘;i 古 .liL f:!: 間 {iJ 及 味 fJ: 物 子 前目記 raJ q担 戸 太
物 缶 )}. 物 物 立 類 1坂 物 I~ 」、，一 口 物 物

物ct 
/UJ 物 1i¥J !佼 物

者|
;;;;; 号n士" 1~2 illi ~ø 物 Jl~ ツtι 手日 物 主E口 i守 i:s )iL 

物!夜 夕物詩目、
物 ヲじ

‘Yt、t l毎 )C  ソtF Jし II 1告 物 1羽 物 t白 荒 物 ヰ却
ヰ均

ツ!坂E )iL il(t 判手 iUl 本~:全E ユこ 品L 物 nli 古 ツセ」
品諮t 物

物幸f~ ii留T 物!日l i商T 幸iizp T物I f4t i 

戸空教M1y 6 

割t 新t 平[1
1'( :z ;j( 商 )iE 1'( lL n占 T;( 

Jit .~ス凡 物 間 1指 物出iL
物物 荒 商

殺i't ;糸制』 物

iiET H 雑貨 維it 

明{台 明治 明t古 lィ珂日 明治 砂ttJf Iti台4 l4事口J 明io 砂4日1 Ht百!'J 明治 It FE1 B 明治 明治 明t古 明iFi 明i五n‘ 明t百 1{珂白 1治1月 lim 台 fi珂古 I殉
明i台 明cn liP白J lg珂白

登

』;己
年 年 王十4年 年 {F 年 11:' 年 _1E if. 年 年 fド iF 年 1ド iJ三 11=. 1ド iJ'. iJ三 年 年 iJ三

年八一
1s iJZ il~ J¥ J¥、 J¥ J¥ J、 J¥ ノに J¥ ノ、 J¥ A J¥ J¥ A J¥ /、 J¥ J¥ J¥ J'、 J¥ J¥ ノ、 J¥、 J¥ JI J¥ 

月 月 月 月 月 月 月 Ii 月 月 月 月月 月 月 J.J 月 月 月 月 月 月 H )'J }j H H 月 月

九 九 九 九 }L 九 7L 九 九 " 、
ムノ、 ムノ、

" 、
ムノ、 ，、 ー〆し、 ーノ」、 五 五 五 五 五 五 五 五ー 五 五 五 日

日日 日日 日 臼 日日 日日 日ロ 日日 日日 日 円 円日 U 口 日日 日日 日目

若 本 本 i)JI. 主E l'JI. 税 習t親 毅 本 親 手並 本 税 毒立 事量 本 背~JI.骨 籾
級品;I 親量白 手飴足 本 務船』 J¥ 

船*JI. J¥ 

業所
生 J1T[ 間f 自白 Rri RFt 4{f 船 船 青白 JI汀 自白 事: 田I F町 骨白 町

備町
1鴻

町 日町 町 sIT 国I 町 町 日I 町 )lrT 目f 目f 町I 町 間f 町 田I Ilf[ 町 町 町

f也

表
2

明
治
犯
年

m
R
-水
陸
産
物
共
同
委
託
販
亮
庖
莞
起
人

一
同

「目
論
見
書
」
の
屋
号

田
中
賓
調
査

/ー』τ ¥ ⑨ 司 JV え -6-き4診~ 荊 キ @ 四刃示l~ 15‘ 
，ワr、‘ 不!司穴 司司 4ノ留¥ 戸l回 /'-. 余 水 /よへ ノ¥芳lイf、-合 写

ヤ て"{ カ ヒヒ ダカ イ マ カ カ カ 苛' チ ヤ カ カ ヤ カ ヤ カカ ヤ ヤ ミヤ ノ、 カ ヤ イ
マ )v ;1-、 サ サ イネ チ yレ 耳、 耳、 耳、 マ ガ ーョr 耳、 耳、 「、 耳、 てF 平ク 7 一苦 ズ " チ 不 7 レ
サ フ ~ マ " コ 7 キ ナ " キ ノ〈 シ イ Tヲ ン コ ノ、 ン トシ 二〆 一ホ イ ジ 一マ 1、1 「、 -~)ê 

ワ チ Jレ )!- クス カス ユヤ ヨ マ ヨ チ ユメ メヨ ンチ ヨ ノ、 ユス
ボ

。 守フ ン ウ )1〆 ウ ウ ウ ウ ウ み
ン イ

チ
名

若
税措白

主主
虫殺{I 親~f} 市毅白 場船 船親 na f中 fiI' 判1nn 親

骨親白
事見

親臨i
務t務t時b 市白 {中 ~Jl. 

本IID 
内白

船場i 町 船親田I
本

身親日長f 
本

~E. 自白 場。 町 日I日町 .t，，;;- 均台 骨白 自口 ~a t易 tl'; 町 船
場町 町 町 住

町 町 町 町 町fmT 町 間f日f 町 田IsrJ JIIT 町[ 町 町 目f町 町
所

坂 t前 t主 :斉 汗 佐
古I11 

北 JAl 相
桁 庭判沢1 E i前 古 111 u山s 出 岡 十兄

村井 併谷
芯橋"1

' 

佐
A
石

5涼

長
. 

探
古

SEHfK 
; 金官

長
之
助

佐

官次
F 

111 
回

点

ん合
、

f主 百
~ 日万

ユ 村
t
太
白 Ea台

S E
久
t 

~作; }40|2 
〆

1 村
初

郎
太
f色 1

造

lE 
2 

問

吉

F
宋
J 

H 
七
接 1む 定

造
m 
丸Q:ョ

従1チ 竹
成吉 ご{ム

ロ 吉 次 太 (!Ii 佐 松 五 4肝3 J¥ 五 コニ ヨ 十
日1¥日1，f!11 一口+守 f!s f1ll I!i; 日1; @ 

名

f信

手
d
守

- 25-



ーー----4

表
注 3

明
治
犯
年
2
月
田
尻
興
吉
発
行

「江
別
町
、
石
狩
、
厚
田
市
街
地
明
細
図
」
の
屋
号

「
石
狩
、

M-m、
江
川
町
市
街
明
細
図
」
は
お
年
2
月刊
ω
日
小
川
m
m
M飢
ハ
士
u
出
版
さ
れ
た

一
枚
も
の
の
閃
で
喪
山

に
「
江
別
石
狩
-
匂

m名
小
川
市
紹
介
衣
」
が
あ
る
。
こ
ニ
で
は

「
明
剥
凶
」
を
表
3
、
「
紹
介
衣
」
を
ぷ
4
と
す
る
。

石
狩
市
街
明
細
図

高
瀬
た
み

・
中
島
勝
久
・
石
橋
孝
夫
調
査

困 × 手l⑧ 司，向ド、、 5手語字 玉に @ 圏 @ ⑮ 羽 翠 @ @ 由 羽 tき巴 キ E 日 芳lノ~ ② 本
屋号日]

カ 7- カ .マ ヤ 『、 ウ マ て7 カ τ' .マ カ オ 『、 マ カ イ カ キ カ カ カ ヤ .マ
ク カ. 司、 Jレ 『、 タ ロ タ 1レ ク 11- I~ 耳、 す ル Jレ 耳、 レ ク ユ〆 耳、 7 平 『、 Jレ

白χス イ ヲ 一 イカ コ カ ゴ ゴ サ トダ ギ 才 ゲ dゐr-カ 『‘ 一 11.- タイ マ オ 一ン. ゲ ノ イ セ J ダ ワ イヤ 'f ノ チ ス :〆 てF ずー ンウ ユ〆 み
7 ウ ギ ヨ ニL

ウ '7 名

ゴ

力11 毛主 大 IJtj ~・t、 !込 1m i'fL ・
Li; 

t，，L 、 !i~ 1m nli ノ「 t片 {J 
Jl Ji 宅付IL! Jj'~~ )~F 量主 kl 111， H l市 11/， IIIl 

!日i
!万 !占 iにa、' Ji 

j商!占11 
i由

ムヒ llii ~~ 1思 I芯 U前1i liU 
旅釘i I~J 

宿 庖
ZI信T 3且

尻1hj1F h z 
M己J，li 

山 絞

又兵r~I m Fk の
商

付l也JJ 

I古
名

J;主

主i

差二 t。，E 大 r'4 』長 {j i'i' >.'~ 行 林 ff 
貸吸し 品pgιafa I i 

111 長
ノ会ιん口一主， 、、1 

イ7 十山f /li ~f 量E
おit: 

人 ~i 
HL1J1J K 1 lfしltt E fL I 

'，'/-

二大
b数L i FJ4rf 'g • - 野t太~ 総l}lζ | JJs 庄 平リ m ):; 五 コ

~， )L 'j'! 五 f!f， ト
T 日li w 日目 t1EL ; f!J) 

‘》 日li 日li {罰
.~ 

→付L1J 2 
織1:'/ Ii': 

dit z 

む:
Fq 

代 11吋5 
平ト

機Fltii l 
帯主

日 3fド9 I珂
ド 日li

本1勧11 長 。コ

白E長日 "ιよi『-
Rek t l; 

I~g 
日li

考人

絵3柄巧

d 

厚
田
市
街
地
明
細
図

石
橋
孝
夫
調
査

回 建ノ厄ヘ@ 
. 圏(司又ノ¥ ノj訴¥し⑤ 2三ノ斗iZ羽⑧ ③ i¥: 子1メも主之ニ① ② イ1し、 定@ 図固号Lノ寸へ狩@ 4ノ~ /厄¥ ヨ7ノ'eEUJ -. . 

カヒ ヤ 『、 ミカカ ヤ ヤ 「、 .マ ヤ カマ マ ヤ カダ マ てF イヤ ヤ マ カカ て'l ヤ ヨマ ヤ ヤ カヤ
クロ '7 Jレ ツ 。今、 マ 『、 ルタ τ' 不 I!.- I!.- マ ヰイ Jレ 11.- 1、:; 『、 『、 Jレク ク タマ ドル マ マ 耳、 マ "唱》.4 
トカ イ ウポ ゴイ 守 1レ キ イ ヒ カオ 寸、 ーす コチ トコ Jレ ーマ てF シ ・マ ナ イジ プ!liI、 ゴ イ てF キ

ワシ ロシ ンチ "/ チ チ ラ 9 17- ヨ シル Jレヨ タオ ユワ チ ボシ ンユ み
寸' コ ウ ウ ウ 二〆 イウ

チイ 名
チ

仰 p- 石 J正 ir白I!e: "'/ 1C312 2 大 i臼 'f ;uI 」在 i也 金
1-: 

111 俄
ιi主!~ f宜主主

lt t水I~{ 干tEぇ
IJI 

肥材き、tJl |4幻i II:Jj 池
佐r;!~ 問 111 IJ] m 辺 fJj 手11 .t~j ILi ノA、l ノt込g 111 j己l五 m -t' 居 )11 出 地

位i I t~内 rm i，「1ィ、. i潟 見2rfH 尚 干|
llHJi i 

M53E 4 3 

可三
利JlJl 念物1H占l 凶

/t; IJIl /8 子 1，5 性iF1笛J¥ Ji; l，!i 最41u1z 

F苛
~ 
(/) 

l荷
1主
名

r..iI: 

'1! 

{也

- 26-



江
別
町
市
街
地
明
細
図

石
橋
孝
夫
調
査

苅 /'・、. @ メfヘ 茅l日~ べ ⑥ @ ⑤ @ 相 @ ⑦ 白 議-a⑦ ⑦ ② 万l② よ'" 主主 回 司 @ @ @ 分 会 一@ 令 ③ 苅 @ lσ =J 

カヤ マヤ カカ ヤ マ 71-;宮 マカ "'71'7 オホ フマ 717 カ 7 ヤイ カカ てrて7 マヤ ヤイ マヤ -マカ 『、
司、 ・マ Jv・"7 ヰク ?IJレ1レ3レ ル ネ Jレ J!.- オデ ウル Jレ Jレ ネル 7 ゲ デネ ル J!.-Jレ・マ マチ ルマ ルネ Jレ ー元
キニ ハジ ヒイ チイ イキ ニ ワ シチ ギ セ キチ -{-I $' カ-l)- ご::I~ マコ サコ ナカ トジ ニト ダイ 七
ユヨ 千ユ ラチ ヨチ チ チ メヨ トイ 『コヨ ヨ ンヨ イル ンカ モル イ ンみ
ウツ ウ ウ ウ ロウ ウウ ウチ ン

，y， ウ 名
ン

ま 111111ま 術商 商 山 宅 i!)jt.ifIそ J.1，、中|
l1j.1i 」v{h器ヒ7{円;提f出伐千 4千AE民間多

升t:llit:況で まま 1九 7下
2H治52小国n¥j 

商llEl! 大問LE 時41間8.15i間1同!2日』 イt必i/i功iJu f 
ちと

ん "'1111ん l占 lι!占下 j也 I~f {(I!j:' 物 1応'fl 
物ll!i物ll!i 

物 I;t'んん
服!ι 口

J也
ぢ I~ T ぢ !¥1i やや 1m ザ| 1，13や ぢぢ せ 1・4
う;}，)n~ う 苅! 庖 ?diつl' 

日庖首

"己
l下以lij !li部1， 十商 十商

f3所2 b 2紋
σ〉
1I官
応

や
名

Q 
_"1i 

1也

表
4 

明
治
犯
年

2
月
田
尻
輿
吉
発
行

「
江
別
石
狩
厚
田
有
名
家
紹
介
表
」
の
屋
号

石
橋
孝
夫
調
査

漁
業
之
部

ヨ 食 ナノ¥② 芳l ② 〆ヨへ二、 '~ョJf 

カ ヤ ヤ .マ カ マ ヤ
耳、 『、 『、 Jレ 司、 ル 『、

~，・t ? .マ 1、~ 巴ノー 7 、ノ、. オ
ノ }レ ニL ヨ ノ ニL ウ み
イ ウ '7 ウ
千 ゴ r， 

，;:~ 
i也

路林兵衛正t 長街又具
村111 

tt 
um 自lk lh l 

111 
た→ヰS日マ Fιt，Z L l 

氏

ι1£ f 」ミ コ
ト

1， 

i3品1 ir{{: i 
i11f時{3 1 ivAfrh 4 o 

'f.l 
立('tと 霊能

E車BR B 
官i 1;;1: 

tXE t. 
}I!M 9 主:

I~，l I京 n;: IC[ 石 石 石
ITI 111 m m ITI 狩 H' 
郡 j出 計5 1m 村 殺 目I 0: 
，，/ "/: 1'/ }ぇ 自白 iヒ 生
111 111 且l 出

-lVf11 -
日I 同I

H 十t H H Iy.j o 丙
大 出 11- t骨 jj_ 
'ド Ji 地 司? iiJr 
!早 lfi 地
日! 地

II~ ig ヨど 全 全 全
全m: 会m; 会羽; Fi日Z 全J? 全nTJ 全日町

I血必
全芋「 弁全天 全町

石

f石Eh i T亡 益 m; m: 1;& m; 狩 H4Fn t イj m; rー1ヒ・ ~，- ~{ 全 二ノL、 fTl 11 m; 生 'r 下ー iE 天 上 Hii 
'，i'i IT~ 事11 コ コ キj 付 111 

者1?i ヤ 町 来
抑制i

日T町 P!f 7 tDj !t 
I付 -!-;: うF y に寸::: 付 ス ヰ: 中L 字 ET4 { ー量 イ PIJ 

.'E ン ン サ i由 セ ワ
主EEJ 三t 上大 111 耳、 ヤ

キ tJ泊じ カ 番 者h1l1i網 口 T ウ
オ j也 j自 イ ス ポー'
イ ネ J{ 

番

- 27-



」

2言× 図 苅 一/よへi ② tノえ¥ 金 @ @ ノPb，ji -

イ チ カ カ イ ヤ "7 ヤ ヤ マ 'マ ヤ
レ ガ ク 司、 チ " Jレ てF 「、 Jレ jレ マ p)C 

『、 イ ヒ 号 ン ン サ チ ト ;; コ ト
ス ン‘. 7 yレ ヨ ノ ヨモ J 町- ノ み

1レ ユノ ウ ウ

二〆 ? ~， 

111 .J.}; 

太t辻保f二I dtHJι-I 4 z 2 i 

一仁

野fktgzib z t 

il!J 

4k問l友商同z h 2 

M仁K 
JI: 間

FJ=4E3まF4 Z 、Z 玉u R太1， s日庇大t 目l 
上長

口
文Htlj t 

氏

A IE包E 
(11; f!I， 名

物古t* 1商y拘拘雑t高，仙毎E E 
物商lit 

口雑言未正 語首~ 1~幸物6永a142 z K 1 1 
長塁 2商Fi2 S 

e制lみt.LえE 厄L 雑商殺物
aP，t A T;X 

物I耳H乙l 
物

~ 

地石 キし 十L キL キL {I 地キL十し 十L 十L
J'.j: 狩院 世主 院 。足 ￥t 。足縦 税 4迫
Ji.. 園都 m: 郡 i出 凪 m:1 lifl lls i部 住
捻 i工江 u: 江 江 江 江 i工 江 江
田I 別別 5)1] 日IJ j)IJ 自IJ 別別 日Ij jjlj 
司[ 田f町 田I 日T 問f 町 日fIIilf 町 IDf 
匹1 四 百卜
lfi 十 Jltl - i工 再t
地 Iml 1ft l)IJ 

番 ifi地 町

E1E1きH f 
商 re，仏一‘ 泣

ー目日白
rH，L z 

号 自作 E担 Iid 

ト 井
11t 

庖 イ 7 

林 ヒ 又 モ 口

長商!占

} J、) ) 

T 

フ 考 |

米
雑
穀
荒
物
雑
貨
商
之
部

住

@ 回 茅 ノ斗ヘ三、、 ⑤ 主ノヘL 全 屋
一r勺， 

.マ 'h マ ヤ → 、 ヤ ヤ
Jレ ク タ マ Jレ マ マ ~~ ノ、 イ f、ヨ ゴ マ
-'{， イ Lノ .マ み

I~ 
名

長i助昆i 

和

1t助崎11 
;主政fιHドh ， I 

ヱド

大串fIEH l M→佐H日す{ F 
国

吉elH 長
氏

~fl 

f!I; 名

5長
i(~ 

~ ~ 
i宮官、i 1業也

1i Q 

うE

厚 HlA H !|写[J ll;L E1j日. I!;I 
凶 国 問 m 
厚lltl 部I!，I 部'17- E部Z 

郡
p lm i-u lIt出A 住

村町

見器
III 村岡

国 i甘
H 付 村 村

所

倫

考

一」

所

{市

考

③ ⑥ 三平キ -原・，3J 

てr マ .マ キ
J~ 1レ

ー
ユ〆 ~~~も3 ノ、 イ カ ル

チ チ ノ ン み
ウ

主l

付館j旅11 
幸村可127 奥村乞と J今5宝uTi1 3 -

氏

名

旅館 係自官

望T唐両喜Z 人

館旅
l弐3長

%f 

『工 I時石 石 石
日リ i且狩 狩 ~t 
科E り凶 国 税 it 
1JI u:若 丹白
1詰 別生 町
通 町町 + 梓l
1) 江六 九

日IJ番 番 T骨
{ry地 i由
J.jL 

i内i苦，d-司3 A笑R 
Yfd廿LU-Ar 3 V 

勉旅F古

館旅 {帯

キ
山

旅館
下1m 

.Jg・

室

旅
館
之
部

③ ③ ⑧ ③ 日 十ノ¥ ⑨ 屋ー'11

.マ マ マ .マ カ ヤ .マ
J~ Jレ Jレ I!.- ク "7 I!.-

p弓;j'(
.才 コ オ ゴ イ 二〆 サ
タ チ ユ み

ウ
名

土 回 長

EILB b E 

石

松j磁応L I谷E事Z 
}官I五或R 鍛中 足E作E 

111 氏

祐郎太
日1;

呉 物fE雑 小呉

雑n物兵!太'm 
Ei主E呉 呉

呉服物k.. n太11 。太11 1't 物131ft太R 月太R !太111 1立
物

物問 物和i羊 物雑1'i 物物:;1、A 

業
物百E

厚 原 厚

本石喜鉛石狩鋭

石

有?|工五!
凹 回 聞 4下

1羽回51 ; E村l関郎Z 郡白 江国 i主

村 村
町北給量

日目iIj 日町IJ 

所

間庖問中
E，ι E rJ まf:ょ4・EntL 

略 んぢ~告 略

十 。 ヮマ サ
ケ 五 ミワ

} ヤ
冗)

祖
問
舎

呉
服
商
之
部

手i 4宣k之L 羽 -ld n 勺一

カ ダ カ
平 イ 平 ~)C 
コ チ カ

ヨ み
ウ

名

5匡 :綾

子{{午百 庖木商 7:ま問ι-J -z ず

氏

名

f雑l貨山t 版物事l

華恥物品J民需
綱系同器i 呉ijf1商i紙t 

紙蕗其{也l 苦芸物語誌
語;吉母
豊霊富缶

信1味!i醤?世由 f，.;i: 

物気氏l 噌~

物IUJ 
:lii AUE苦E， ' 石ilh 

1京 Jl，i 
厚問 石

Ifl 回

本狩田I厚1lI1 E1隠1l E 1l村田立n> 
住

村岡
村 望T番亘::: 

Jlt 

地四番
地 所

考

」

- 28-



酒
造
業
部

/ゐ¥ 司 @ @ EイサE 

ヤ カ マ .マ
マ 耳、 )v )v ・jj・l
イ イ イ セ
ン' チ ノ み

名

行 UrtE S 

ま郎
千L1A玄'Q nJ ftl 氏

7c 明』

次日1¥ 
名

t自 t自
目造7員E R習EI 疑aEi ç~ 

造業 造業 ~ 

lf7. I写

右自届住 |
ぽi

厚m E田E H1拡Z 
m 
村 H 

所

fEE 骨 s千iと商a 

0 イ

十¥8

事予

又イ
]11 

阪i丸虫; 考

菓
子
商
部

刃 回 司 @ イ⑧ 羽 応円'i : 

カ

盛益よ&

カ ナ マ イ 7 カ
耳、 ク 耳、 Jレ ン Jレ 耳、 .;)( 
キ .マ コ ダ Jレ カ
工L )v イ " ン み
ウ

名

相4a4・1 
見

松本 大 fJJt 西 i工
久 方1¥

2d浅Z出3 z 
t太日m原1; 

氏
ヨ

間Ji!l f和仁h3i EiJE i l; ン

チI1必出C!Jんま1-.1 
?F且E 

初Iかう手本主相ま主; 
子世U鷹位4す羽進J内'5 t 手製喜

事R請

r，;t 
化1::1 

1駐商ぢ
包苦虫 類しんぢつ

江石狩l~ 石狩 石 石 厚田 石狩

蕃石本町聖地鈴

狩 n 
iIE 工 江国 江国

部Em J-
;， 住
儲

日リ 日リ 日リ B町H 町
町 町 町 村 lIf 

番地，ii、t 
五

地lff 所

~告L 
( マ 1拍
Iレ
ダ
イ

才5

金
物
業
之
部

日⑨ @ ノ.ヘ. 原'il 

カ ナ 寸、 ヤ
ク カ )!- 司7

，戸OLs 
イ マ L〆
チ Jレ メ ヨ み

"j 

名ボ
ン

肥吉l品京
ヰ: 石 山
111 

=到J口伝十; 太郎5m 0 
L¥: 

dI口4，z 吃s 

4古

物商フリ 鎗
所L2 管1打物念f品{F製J下t i伐

キ 製J所!! 
H 売販

雪量
1孟

細
彼作器裂 物刃 1i 工

h立

石 石 石 石
狩 狩

江国 江国 江国 江凶 住

8町0 B町O 別匝I 別町

所

f略E 戸日"告L 、 '，r，: 

E告

カ
( {む

イ '¥' 
ク ン .マ

j干 タ
) 

考

医
師
之
部

所

tt 

備

考・

石
狩
同
江
別
町

院
長
H
K
佐
古

太
ftl¥ 

誇
会
記
之
E

因 E-ヴE 

n2Z • 

み

?会土!悶写 f除官E官
石γ船狩川c 林太氏良 氏

共i斉

株式 r.m 名

鉄獣医

工t，1!t E連

官E昔 業

~ 

四鈴子喜町昔i自前骨地石狩回

航行回 中間形月L上日L唱 凶 住
厚

的給江 形月問
江

回 日リ

昔間江;同月2 
村
百
五 所
拾
七

σコ*
ヨエu主 f苗

了
日

偶数
考

日

筆
耕
業
部

EV 量

u-t rt 

み

名

間

佐A保光器巾 氏

蔵
名

量喜底 E洋盟主巨風m 諸i鋭介i錠
fA 

業

石
狩

江国 住

別国I

所

備

考

湯
屋
業
之
部

到 令 ⑤ 屋9・

カ イ .マ
耳、 ゲ Jレ
J、〈 タ キ
J - チ み

名

~，l! 寸2 内
氏PdJlE r l 愛τ悶1:: →1回災Cマ3 

名

君主喜長22品書5 

i品
}74在1 T.;I: 

3監

狩石 石

i国工
江国符 i主

B町IJ 5町IJ 

所

罰内央 f司

し 昔5

諸
営
業
之
部

② 守主 ⑨ 末1羽 圏 E 'r 

マ ヤ "7 カ カ コ カ
)v .マ Jレ 耳、 耳、 イ ク

ヰszJ-ゐ

タ カ ;r キ カ チ ス
ン み

名

多

升i郎差ω 段

木谷
笠羽M， 工 力庶すT訂Iきl 

定次回 商eyヒs 
r.::< 氏

平七
問自1¥ 

J¥. 
日1¥ 自1¥ 名

伎座

衝梁材豊富f商術HE t 盤~，ヲ1{L中tじ1古正古道u ー 売大長Z o 
噌2婚匂なト

物干 所一古J委一1 妓-Jt h 

石 石 石 石 石 地石 番石
狩 ~f 4守 狩 4宇 狩地狩
国 国 国 国 国 町国 住
江 江 t工 i工 江 大石
Sリ 別 sIJ 81J 81J 守:狩
出f 国I 町 町 国f 本八

田ntiii 
西I!lf所
二 東
番大

{~ï 

考

- 29ー



料
理
庖
之
部

手l固 ① 子寺圃 義 惹 羽 必〈 白 ⑧ !五"I 

カ カ マ ヨ カ
{LU妻t 』

カ イ オ Eマ
司、 ク Jレ ド ク 司、 ゲ オ Jレ

"J( ヲ ナ ト プf ゴ ワ タ ギ 号ー
4・ ワ ノ イ ヨ み

チ i.iJ 'ヲ
名lij 幻:

z ノ

4ヒ i恒 n 
Ek L hifl't l〔i 

担1Aザ-
オ1守ミ

I-"J UI 411E L 牧 十}五1: 111 1i宅草
崎te也'Vh 5 ・

if~ 相j 1リ 寸1 11 IU iv 氏
1前 4ヒ

手ユliLj ス ヨ ワ
イsET イ iti! ';1 七

正 A aEE 

苦RfIi 
カ ン サ ワ 耳、 y 

ei エ 名

1"1 

出1ま2也Jt日前彩開J阪辺n布i}:1 
|?街羽上

It前託 tz 叩 そ{き工日昨科|; l そ(;1:'御-干 御干十
科

n干rl干i 

?{まii 刊ifz日叩自御 H7そIEJ7fRlf符京m P 干様h王
劇地h崎Tt P 

pil 
r.:t 1也ら I'j'~;t

F1御き5 E 
思! :t 

す{も6じ11J引淳illJf一世t転i水18;杓AイR7 FH1河n E LJjj[ ;i"，i 

f却

土;丁本 (j I'/. 'll 原 石 伝 イJ 百 会 ~[: 石
的 1<") }上 日tJ: ~t UI In 汀! IU 狩 宇F t.t 鉛ー 阿I 目f チト
1壬 区 札八 1l1; 1m nf， m; 国 医l I~I |司 回 住l tl: 
住 ILJ t事 f足姶 定l fl/ n: II iJ: jて F工 i工
三s2g flJ 1主 市町 111 111 [日 III i)1j 官リ 百Ij jJI1 日11 i)1j 
日f IIff a iと六 十f 日I 町 E町 目I 町 町
Jit IEf '正 否? J笠 i呈 iif 
九 II 条地 主E 事j; 4唱 }事?
f苦 f寄 西
j也 j主

~.~.~ 且i
ケ イニ

1，n 、" 
{情

ilr 

1tSE丸fE 4 T :1& 

表
5 

明
治
羽
年
4
月
発
行
石
狩
新
聞
社
発
行

「石
狩
実
業
家
案
内
」
の
屋
号高

瀬
た
み
調
査

~ @ j十へ メ本~ 因 ② :ii ョ¥.萎 回 合 τ1hL R 司 /入~ 
喜H怒<. @ イ @ 園 キ 豊 ③ ② /よ¥、合 号l.i 

「、 τF ヤ ヤ カ " イ ヨ 7・ す1 イ ア 1:1 ヤ ダ .マ イ マョr カ キ .マ 7 マ 司' ウJレ Jレ マ マ ク Jレ レ ユノ
‘ J ク レ 舟T 平 マ イ Jレ て一'/ Jレ ク ン' Jレ )(， 1(， てr メ

ナ ヒ ン ホ 7 ト ゴ メ :.- マ ヒ 7 ヒ キ コ Il，. ロ ス Jレ ゴ ゴ 二〆 オ 一
~)(. 

カ
サ ユ ノ ケ

コ
ス イ サ ト :〆 ク :.- イ ニL ウ

みL、/ 勺 マ
名Jレ 'ヲ ド )~〆 チ ボ コ + ウ

y ウ :.- ゴ

1ヒ修みと 石 i待 J1 応 拒: 本 {也H剥1111 佐 Z~ liS 汗 JiJ. n~ iI!.J成 }JO h宮、
it: 町中j i.((I， 話[ft

ず'"'tB l!Il谷 谷 林 見事 ~~i 本 1111 数!Jli'i羊!l'fr~s オ二 ~ r:~~ 原 i!~ Is:I到 E‘ミ )j! 
tzt olall説114 

Afj 言ミ Ji {角
ff~ ro. 尚 武 惣 吊: ゴ日，t』ニL、- 1;11 3告す: ;jと 干リ '"目~.

次1l1p 日
l7.i f耳 五一 Q'(; 市i 兵(l~ 

広七 Lt1」2 品t 1"li ii. 司 助 }三 i円J 七 1品 R〉〉lL; 平 r，'fj T.ii 
ヲ1己? lli 付 Jt. 

日1; 日" III Iえ l¥'i ae iユz 

i毎 自2制 )11 量i 古 l，Et 、 :n注 111 4J セ l:E五、 li時L J別~- ~ U ，L 、 コ f昔 (、・ー
陸 大 Q iuJ nii ヰ方 Ilfl ~~lJlif;Q r古 物 1.1 主ilU 尽 III! III! ト 主i e缶z昔

"己産 工~~ 1誕 m ツ+じ 旋 111，級 ・ sii 御 Ii日
1'TE経l't 太 j、

物 J4 送 4百 布l u 物 太・小 :田沼 朴 ‘ι "， 物 ノ;、 物 物 ~ð 殺
flIl 大阪 ::t ('1' i災 ?町 物 'j-:!illJ五 |目j 珂! -i; J!t Hi (f) 
l{ 小先 ;下 'Ii併守 1! 物 -ft 

Z徒S 
文 1t 司= よ;t1と 4米泣 I!1 氏111 (II l前 )/， 短 U¥J -l'olrr. ' ti~ n， 代 tl~ a'J f 錬

名f2.~ r.:.:j 首l urn z i;・1 物 I~l 茶位 短 し liIi l~そ n『IE1 " ， 
4I製4E h (iI 持2 1'1

' 
事1 小・ 物 1';件~ A事~ 1佼4 物)!t (11' i:l ソじ 1111111); ， 11首

H 11百 llil 物t{tflほ t1s2r 1 土 .'1.? 111 転L I，¥i 
部i 1，.Ji 干l 'Il¥') 官F 地I.j~ J¥.I -i、リ

4〆t.IJ& t， 米紙 i't 
'』
Jじ
l 

の
程裂
在

コ.じ キ1:liii主主
I;¥J古;

布
i下
l{f也

..rt 相f&1 'Jio ， ;111 }ぷ
j;j' 従 J~ ， 

胞 小々 .i~ ::n 
新 杓 1也イ{ l肥 JilI J!i 
J!.!. fliul 'tll 1科 f~ 
及 J~ 々 草l I'XI r~1 

f;j- 新 m 純 説 .{: }p: f1! {; ~Íi b' /、、 {; イ4t!J.;汲 税 ノ1、 1!! 
4
反
;j 

1..: ZIIE I 
iili 骨G

明2 日I 日I 骨n 持品 自白 日f 日f 奇b 目I 生 ~jì 日f ISf lsl% 骨;，i t;~ 月;} 日I 目T f号
田f 日f IUf 目T 日f 目f 日T Idf 秋田j四I 町 nf nf 帥f 四T 明白

)11 )L 父(
日j の本 F' 

((!. 
U
波

lJ 
J' Q~ 

Rr正n 
193i名
1十

i主
) 

" はよ I~ 古E
⑧{ι 
-/，筏

- 30-



ED ② ，秘ど三、 宙 ⑧ ② ⑮ ② 天l回 手主 E ⑧ ⑦ 。刃 /人¥ 羽 @ 昌タトζ 矛|@ @ 早?王

チマ 「、 ヤ オ て' 司、 '7 ーす カ カ ，) ウ カ て， .マ 「、 す1ヤヤ カ ーョr オ カ マ '7 

Jレ Jレ マ オ 1レ Jレ Jレ Jレ 平 ク ロ ネ Jレ Jレ J~ ネ ママ 司、 /¥〆 オ 司、 Jレ Jレ .司・・l ジ カ 7 ギ ヤ ウ ゲ ン グ ト コ タ ト 4・ イ イ キヒ カ カ ヤ 『、 →r ダ
ユミ ク チ ス エ ノ ヨ イ イ 『、 モ ヨチ チ ユサ 、ノ ダ イ '‘、
ウ? ヨ ? 'フ ウ ウ? 名

イ '] ? キ ?

伝 !J; 1't林 務{キ 上 F号 み 石 . .， '6 相
ヒ

111 問 ， js! 場i"f立紺 Oii 

村太惣il合ド

巨t 大
谷 !ミ f;，~ 味商 ilhlj!~ 聖f fI' ピ f.j; 山 m 燦~:i 明山日l i占 中 ~~tJ!~ IJ! Or'i'f 又

，|FK将dE J . 次d持，L-zSt、L コn丸W可 i，・1 U1;11古
十』よzんさ

irit. lli り
主止幹、 記i 伊 ，';':eB ~r u 干し又 文

給ti i却 日VJ ，、 r;;; 太 f乍 太 じ i主 if;} 
，/:;待j

正主
日四1; n 醤~[~ Jij jtt司I l幻 m; j'm 剖Jf!I; i山r= 日1; ε

z毎 J'H 11(; i山ijfl!!唱~lrt 4. 111 J'.!i 世i jf~ 111 物 生蝕 4J4 証
人

貸座i'f. 総 E長ー-ij11 i.((! 勘 ~r自" 御 5丑 被 i白J‘しT- 〉同" 7li d口b‘ t品 {中 目fi{h g~ 
理ヨszCtt 

:lf~ n 釘
ì~百 Lt:. 浩太 切)..;， 1E I珂 自白 E通 4正 JI11 l月 総 H 金 {.、; 11 敷 将 ・ョ

d'、a !V.l物 物 日1; 言主 苅!
応喝~、 木 太 一ツ克噌じ己， 逮 員F t品 l'i' 茸3 15 現・1

!J. 4aJL 7 .- 材 ~.t 物 送 イn II- プ 物 府1 -， 
;f~ i級 本 11 御 'lJ民U h 

{Jt 唱Ai Jfi I兵 i江主 iH羊E 
生 4

'投 i' 尚 且2 平| 〉記 IT 
d{作ki J 

守政 l町 キ 、L

{上

t15t F 宮物 喫ι 活! IIlJ 物 1J 物 jtE u 
f一T申と十m: 臼円ロ コL

物 生 ‘' lIi 拘! ノ‘ 所 1L 
1111 lf mJ PJr 

$ 
~þ ト 来 所

1米殺苔 電E
和 物 麦 物 ウ dロs‘ 

名l手 下
1I為E i色 平日 抱 ス

粉!1. 1:11 1ii i宇 神 ト .. 
物 t自 tth:手2t f 事E
Jtl ~止 1¥1 7' 

羽i首l i也Il{'l 缶 帰郷 仕iド
雑 "三土ロ 町工

親 遊 1¥ 本 生 本 4黄 様 習f T苛 船 若 貌 ま草 f昔 観 ~税 税 f現 本 本 4' 
An !f:> C，ii 町 娠 匝I 日T 町 日I 目f thl 生 ~il 飴 tお R~ 商船 自白 Rn 目f 目T 町
町 flJ 町 国J 町 日I 町 町 目f1，5町 間f 日「 【

が屋
{史号
用は

Z、L 
σ〉 曹を

i主
i全

官一ん
で
て

一一日J
一三~一三一
F
-

号

=h
p
~に
さ
と
・
-
一P
丘
一
実
民
』
ご
霊=一-，

一霊
源
た
み
一
弘
査

⑧ キ@ ③ φ /土¥ 巴 ~ 穿 @ ⑧ ち
『、 キ ウ '7 イ ヤ カ イ ウ シ7 『‘ 
Jレ ，〆， メ Jレ ゲ .マ ク レ ロ ?ル J!- ‘F -
キ Jレ ゴ 型 オー 『、 コ

ト '‘ ') :-- チ ウ ス イ カ ク 各
ヨ 、司
ウ ホ

ノ5T1 ，¥ “3 ー中 阪一 J宇 長 111 
i間前6 L年

江 ? ー~ 1 ;);1 f喬 関J::J7山
F庖土L; 野市庖

野 事リ

美 ー l間
釘旅; 

?'lf陶 ルカ商会 商 オ=
J占 兵 雑庖 J?i 工

~ザ~i t'i' 
{克

;fIj き
米 ~門L、(1主iニfr 呉 キ11 t，f1 、 洋 ー

自主 J1A i当4.:
主主

JI日 iic 1111 村?河
lj~ I~ 

m tR蒔EttLiF i内 忍 L3 

成 太 太 ~i 
物lir: 

ー... 

終 物 石一 物
手阪

「、

信茸iTt i 
~~ 

総i商r 
，ヰ、

荒物 一米町?
)[ 

総1't フ材じ 主主

掛手~ìJ干iTI 
物

Y1L1 4 
~1ì 

M 製{4却z :Jt 米 f宮
{也 IUJ I:~if'\j 殺 ~a 1苫

物m支J;I占r 名
{百

雑貨I;Jiニ 初 ')/.ξ ・
コI師じi羊 -淀 車k

粕11.-l i酉・ |物;怯毎物 "， I 

a;I占7並総1大T 

~ 担L 船 本 1¥ t品 E主 本 .n 石 弁
J摂 n;i 1持 日f QJi 町 ab 町 生 l:j: 天

同f 日I 目f 町 四f 文 ar ， t主

山中
井 IIJ 115 

A寸、 )jL iと 'l'i' fヨ
Hi 

1:F克品
lí~ Ij!f イe 、. iヰt

上船L} ~~ 液 itl zriマ1 
u 太 主 四「 Fr 

f!JI 日1;

- 31-



表
7 

昭
和
日
年
6
月

「石
狩
地
方
電
話
番
号
簿
」
の
屋
号

田
中
貧
資
料

ノえへ⑧ 室 事 旭 イ
4九j町、 '.!: 〆内、-⑧ 調 平|回 一⑤ 落!。J犬へ ⑤ 一万1⑤ 図 原.，;-

イ7 '" ヤ 'す オ キ ア ノ、 ヤ イ ヤ ヤ マ カ カ カ 一カマ カ < ヤ <<  イ カ ママ -_， 
C.ii .マ ル オ J サ チ 『、 チ マ ー守 Jレ 耳、 耳、 ク

ン、， ズル 耳、 Jレ マ }J.，)レ チ 平 JレJレ ス
1可.)・'e1，); f苅 ゴ .L カ ダ ヒ ホ イ キ タ ト フ ナ 一 }1〆 <7  ;/ イ グ ヨキ ソ カ ヨキ ン

院 院 イ ワ イ 九 ニL .マ そ ク カ ‘J ルラ つ -1- イ シチ )J.， シ手 Jレ
み

ヤ
一T

ワ ウ ヲ ? .) 
ン .) '1 L〆 名

イ

がi fお

設

dt長(( 業m キ} jill 米

最雄高
9HHh E 1 

;f~ t品 ill 
水力i1i日 t日l鴎毎「

最鎌i臨y 

骨T 丹白 雑
1度I街毎

語

lj商定毎 3巡咽ni、i J B H待量ド

商前t院 院
FJXE E = 311孟1 殺雑貨 Ii濁長 1，;1 i7五E 

{JJ 
長，>s自 t況T 

I毎
$1; 凹 キ日 大 1i ft); 

工A':; F商長 送;n 
物t産ft経2 

，j;: 9' i苅
1以i1古i 

111 耳孟

物荒I荷
十f ZHE E 

3上新2 

tヤ 回

員代Y写 制総野lh J I t新次Fp f 
ITij 

政 石

為訟4主
吉

山7L f+J f 
次E松中E 

~ fを Mt j幸R 回
tiH毎E 首

長 )-' 寺

阪4lf!ヰ〔 B在VJ 
f!li 

村山安郎k 
野安太

国 尾

iEd攻t コl 
!苫

日目 ぬ自E f1Vk乍r- 政
塚谷 健Y梨助匂ー

邸主

llfi 

2戚1 

話釦
日li 次郎

政之助
名

江ぬz-e t 
Q 

rf I 

相t )， tJl 制t A 新 時白 親 )¥、 m 
4税町8 

$Jl 4前 A 親
荷幼町台

j、
事船L 

船場日I
A 

税船田J 船田tif 
八

骨親l町lI ヲミ ~;!i 自n ヲミ
路間I

町 .Wi 骨白
格I1f[ 

天 fA; 
船田I

四I
伶町 Ri} 申市

備町 申町書
目I 田I 町 町 町 町 日f 町 町 日f 同T

新巻I納;武 f山

表
8 

昭
和
同
年

「鮭
出
荷
数
名
簿
」
の
屋
号

田
中
賀
資
料

~ 羽 司 キ 支l一4令E ヨ平1@ ー叉「 司 〆ぬも.② E @ ~ 守 副 宰 キ メ7、林 司 @ 雲
ヤ カ カ キ カ イ ヤ カ カ カ チ マ カ :〆 チ マ カ てF キ カ ダ キ イ ，、 カ .守

.マ 才、 司、 ン 耳、 γ てr 耳、 布、 耳、 ガ 守 耳、 メ ガ 1レ 耳、 Jレ ム ヰ、 イ イ .マ ヤ 耳、 Jレ
ウ セ ノ、 Jレ プ }J.， ナ ン ヨ イ イ ユ〆

、、、 イ サ 守 タ フ タ イ チ イ ;/ ー. マ イ :み克
ロ :ノ J ‘ ン カ ヨ .マ エL ヤ ア ン ー守 チ jレ ン

コ ウ }J.， ウ ヤ 名
.マ

一回
山 l苛 中本 総 邑 木 中 土口台 i臨 木

L字bO h 
上

f久z 内 K!i 
留木村

回
出栄。トF メ井金次マλ 討今J ドミ

林 大 大石下 !l!f lfJ 本 ~rl 村 村 本
+z太口if E 

回 +す 本 む回 儲i毎
野春松

回
王中1 

石太初出 J主 太 問 文 留 ;秀 惣 草l 千代
国 ，出一・

弥前
郎石太J.主 日11 士 ft 太 七 日目 割t

日1;
;;.~ Jぷ

日目
{乍

L'ili 
八

封t !lli !lli 
l!~ 

自日 日11 ftl; 
氏

名

J¥. 

l若Et T 村1畔E 被付生0町米2 
.. " 今 。 " .. " " .. 

。 4シ " .. " 。 4シ " " " .. 今 。 ヤ
キL ウ 住

ス
ノ〈

所

- 32ー



古ノ¥た 困 平1余 11へ1、 キ
，双/'、. /.人¥ 手l司 平l@ メζ ヨ@ ~司' 介 司 天 司 支l大 ヱ~ 刊 ，ヤ〆、、

ji，t -ノ、

吋' カ カ ヤ ヤ キ ヤ ヤ カ カ カ 『、 ダ キ ーョ ナ ヤ カ T カ カ ダ カ 刊' カ ヤ
『、 ク 耳、 「、 マ ンー 『、 『、 司、 耳、 耳、 lレ イ 耳、 Jレ カ マ 耳、 ノ ヰ、 司、 イ ギ '守 'l'、 'マ
チ ホ イ ，aL 』、

* 
I~ マ ヒ サ J〆 キ ン キ サ タ イ ン‘' キ マ :J コ二 Iコ ト ヤ piC 

ヨ ノ ノ‘ ン サ サ 二L ヨ 千 イ ン I!ノ -1- $' jレ ヤ み
ウ

，) 
ウ 'ヲ イ チ :ノ ン 名

チ う

111 dロゴ 伊 本 似 車ノ、 iJJ まEす1 佐 工 {!.-: 永 {主 127 下 中 I.lJ 坂

桁吉健fニ
赤 銭 大

水栄太

萩i艮
iJえu jj!J 

~~i 田 n主 IHJ 坂 fH 官ら 凶 々 ii!J ノ、， 井 々 凶 沢 回 相l 上 問

dt仁tマ
凧4官dEー-4IZf V 4f L jI耳lP」E J }谷if ti 名:

1鉄4 
JJi; 自 i，'j 政

事1Eて 木 lli: 木
庄兵

木 林
雄秀 茂樹 右太 手;作 J¥ 3‘外と乙3 -L4J d 夫 3tE 次 庄 太 JJi; 

i!J; f!J; 日r; l!ii 太 日rl 日r; 日r; 1m 日1;
氏日r; 自r;

名

石狩 石狩
~ 目I 。

" " ろシ " " " " " " 町 φ ~ ~ " dシ d少 。 。 今 " " ~ 。
4品
町 区 住

所

q:， ー叉「 ィヱヘ ③ /グ¥ 司 犬ノ¥ ⑧ ⑧ 羽 ヲl五l百 ノ仁~ カ羽 荊 デl且~、、. ;x三~ζ b 
ー 互l手l/よ¥ ~量z 

ヤ マ ヤ '7 ヤ カ 司' マ マ カ カ カ カ ヤ カ で7 カ カ ヤ チ ヤ 一 カ カ ヤ
7 タ .マ Jレ マ 耳、 『、 jレ jレ コト 耳、 平 平 マ ;/ 耳、 司、 耳、 '7 ガ てr ン 司、 才、 マ
ン‘ ン‘ ナ イ 守 イ ダ ゴ ン セ ヅ ウ オ γ I!〆 目マ イ ア f、 イ サ Jレ 守 コ ヨ 号み刊
ユ ニL カ チ イ ヨ ロ ウ ン :〆 ツ イ 一 ダ 二〆 イ
ウ ウ イ ウ コ チ 名

-1-

!lI 有 天 高1山1戸1I 有 平 有 Sfi 問

越.太f主寸tモ 車谷次伯

京

松経I後古

草主 間 松

藤井E市Il 

r~l 

郎富E 
長谷 呂 ，ιaー'" 近 1ii: τ巳と2 

回 市i 回 問 木 ~!t 回
栄 沢喜 回 宮E

定下治
下

子茂 Hl司t 藤 匂 日生 i;~ 久 f込 久 {云
助 丹次

末 l!i 甚111 i心室
太

自1;
太 J¥ {百 t古 松 2口と 太 百邑 平

自[i 自rl 日r;
平

日r; 日目 日目 ftl; 日r; ft~ 自E 五
氏ilr， 

名

石狩

" 
。 。 " /， ~ 

"ン
~ " 今 ~ ~ " 

新町田I 

。 '/ 。 4シ イシ イシ ~ " ~ " 
。

住

所

石
狩
漁
業
協
同
組
合
史

- 33-





天lj犬へ 列 百 笠天lφ ⑤ キ 芳|2主安 E
カ ヤ カ カ ナ カ イ 「、 イ カ サ ダ
布、 7 司、 司‘ 平 ゲ 1レ チ 耳、 ク イ 時
ヒ ダ 7 タ タ ダ タ キ キ マ 7 コ モ+
サ イ ヤ イ " 

ザー ノ ニL ク'‘
J 、 ャ 名

~~ 時 .fI1l .}~ fl，Z 門同 '.L 白1 ~Ê イ[ [~ .4' 食 j1，{ '1 ~υ " {~ l'fl 
世bf長t pz :1. 312 3 

，~J 
」Z正Eとゐ

1t( 手l谷
HIU寺 s 1- 主2 制ptj 会 r:n 111， l(iI イ(， 1't 院 Ilf， ur1 n 

イdE」 持jr;E }_;1 業m 科医 fi部(， 来 t弘
~.~ ε m 1: 党3 物 制巨 }.li !碕 1鴻 J¥. fJ: 1/月

大金
iiE 2並 it I)Ji JL :i裳箆1't 主b て

l是1lJ! ~ ‘;:: 

'u:・， j長 p>r 且~~ て ，'，・-・r3 回 工 加l凹 石 γI 4 r (ji: Ni 佐 士干 尾 llX: 石市会
{ 世I，H1ピ，t 3 r 

岡悶
梁太!徳11 長之子金手

{主

潟ttf注sr 、品
!点 HI li~~ ~! 同 E合 十-t !1ft ~:， 中 医i {l7 ~ 111 車望 111 

麗縫

問 々
主 n フ 定 1，1 Hl iE 

H久t ayt t I矢E キ コ ~~ 
木7j 占ま ，ζ i，'j" I台 、可. 日} 止 !JJ ，、J旬. '; 1二 ウ

日1; P，j; 以U -. 
， 

八 F、 八 I、、 JI. J¥ J¥. J¥ J¥ J¥ A J¥ J¥ j、、 J¥ J、 J¥ ;， J¥ 1、
新田I f聞4r 1'1' 本

本田I 本!日f 本田「 Eキf;tE Q~i h量 中R ~Iir 時E 1訟 申書 的 的 t.，li c;:; ~jì O.li 協 中E ~j) ~ I逸
町憾l 

四f 田f
町 Illf 四f "r 日f 田f 町 日『 日f 日f 日f 日I 田I 四T 日I 日f 目J 日J 田I ~ 

オ ト ト 金 ゴ ト イ 11I 111 ヨ ヲ| プ 7 111 キ ノ、 幸 Jt オ ヤ ト
カ ケ コ 物 フ ウ サ !日i (<ij ウ 物 オー fiij 7 ‘ イ 一 カ ナ ヶ ・i
シイ ヤ ? フ ノ、 IT) σ〉 7 調 キ モ の '(.、 ン llJ; ン' ダ フザ イ ι
ヤ ヤ ブ ヤ ヤ ヤ ニL イ ク i主 ヤ / タ ヤ ヤ カ ノ、 ワ ヤー

i羊 ウ シヤ ヤ 9 ネ if(! 通
キ ijfi ~ 1 ~. 、、‘ ダ

件ヤ ン ヤ イ 9大0 
予正 キ ;， 
;-! 、 ヨ キ J.: 

_. 
少 ン

d晶、

ダ 宣E
イ 含
ア t. 
イ ー

4n写忌 E ，不'内、、 '̂' 業 ⑧ @ ヌB-室到 m 

キ カ ヤ ヘザ .マ マ 「、 イ オ- カ
7 耳、 『、 てF ツ Jレ Jレ レ オ 耳、
ク ゴ ホ イ ヰ- ヒ ノ、 マ カ イ

1- 7 チ 3レ ワ
ヤ 包

自 1二一
m AS 'L-L L FfA t FJt Ti 告白 向 鉄

E商ff4 ， l防1H 1 
2よ c，::. 、

物雑荒1't 
昼向位下

辺j1主E 船送宮L 芳Ji毎E 、
ft 

馬i'n !両‘ 飲f!苫E ij付斗i芋ll : 思5業2 ! 
古物縫 F3旅白f 

i峠 '!.!1 
4伝 草委 打 車三 所本 工 工 HJ主R JナE CE !jf f;i; 間 持? ち 可I 同f 所 ノ〈
i事 i!( ~~ 3、:fヰ ス
珂! し 型 待ノh 

戸、

l仮
百EEK: 

寸〉じ4 

工

iJ1dh也乍今A、

l~ i‘長m 
己一等主: 叙段Hl l E l 

Meh EE 111 問 ri 伊I ~J1 草子，

車太郎亀
n f伝ItF ‘ 

寺1林1百17 2 尾次政

~t 
I政省悶兵

保a郎4太H k t屯t 
E伊畠

経本

k m 
原 コ事T~.~ 'J!r ~， 本 Jii 辺

M1PL七J F -l . 
lii. 

修!司1I 正

次日文1; 
ス 太)t.j 多 政秋 i吉E 

雄l狗 ~ 三 、、 .tti- jミ
f!f， 日1; ， 

I¥. 八 11. ノ、 八 ;¥ /、 j、 11. 八 J、 J、 1 ..... 1¥ 1¥ 八 11、 iへ 1¥ J¥ 
ノ儒旧LI 

J¥ 1¥ 1¥ ;¥、 J¥ 1¥ 
j怜日l ¥ F 7 ーtfr ~ji *Ji 

的。IT (;.u I~j'f 防 ~~ c;:; r..ft tfi cl) ~Ji OYi ~.iì t"f， 防 ~Jì I)Ji rtJ'i 
げmfI (loIi 0m3f i 時田吉I 的lur 的IlIr IITJ 111T UI) 町 mr 日I 間f 日[ 目f 町 目I HT IIIJ 1I1J I1fr IlIr JI可 町 町I lur 

クノf 7 
自問

コ ワ ン、， ブ J、 カ イ * ワ カ キ ノ、 ノf ヨ ト ク オ
ド i dι-‘; メ タ フー グ ノ‘， フセ サ コ カ ズ ヲ 『、 グ ウ 、、 ス カ町|
ウマ オ 究' ヤ / キ ヤ ム、ー クヤ ，~ イ " マ

ノ、 オ "i' 7 キ ~ 4:.きノヤ o:s ン
ヘ'

ヤ ヤ ヤ }~ 7 カ 7 ヤ ヤ {
:/ ‘ .fIIl -t す 二〆 ( ヤ

‘" T ヤ て7
羽1L1 

~~ 、
王争

d、/ ゴ
浴ta一'骨a持、‘ノ ヤ あ

τ 
，_ 

ヤ
名fI& Tj z 
会

む
) 

- 35-



表
10 

昭
和
初
期
か
ら
同
却
年
代
の
本
町
・
八
幡
地
区
漁
業
者
屋
号
・家
印

吉
岡
王
士
口
調
査

/マ¥ メ穴へJ ~エ、ぷPにミト ，ゲX 、会τ2 手l 戸司 正pミ円 ③ 不lfヌへド <てJ前ド、 ヨE〆荻へ‘メえへ幸司 平l⑧ メζ 会 J.i 円日

ヤ ヤ ヤ ヤ チ ヤ カ カ ア サ イ カ マ カ ヤ ヤ キ ヤ ヤ カ カ マ ダ イ
てr 『、 マ マ すf 『、 耳、 才、 イ J チ 耳、 1レ 耳、 『、 ? ン.. ' ー守 7 耳、 不 Jレ イ レ

E叫I'C ヤ :t- ウ サ イ キ ~r ン ノ〈 守 ン サ ヨ イ ホ ホ n〆 てF ヒ ン" キ ン 一 キ
ユロ ダ カ チ メ フ Jレ ノ :/ サ サ 二工 ヨ チ

み

ウコ ン ウ ウ
名

銘1 柴 山 山Eコ

bTH { 
設/、白. ~乞、、 円i'j' { 品 守tu.1JE 相1 τaニ~ 佐 平 (.)f 本

坂f幻由hLL L 

金 lLJ zEt 23 佐
水庄井

イ主 苦1"言』・ t回k 佐
谷 悶 下 下 回 問 回 下 ;ff， 回 々

坂与 E主!tIi.主主
11131己1 田 形 回 々 々

健太 Jづ|E司tとi 
々

経常者な
ù~i 夕、 自 →{ JEE 7 a 問 '~ J dノf -J，c 

J.-t. 
哲夫 Tf必E 

太 木γiaby d 吉 夫政
太E25 li 

木庄
仁郎木太

木
-仁~. 成 ;j~ 

日[¥
t EB 

日目
j、

兵符i
i& 

{n; DJJ 自g 日r¥ 珂t
Xと1 p.r; とe

中米L 来札 来宇L t自町占n 船場町 青町白 高t目品官J 骨1l町E 8 4tib h 貌~fi 自親白
親

船親町
船親 自親白 親R~ 親船 z総i 事S白L 親船

船田税I 給税IHf 
親船 事nu晃 親船 自予見白 自親白

親船Il 可均台
住四i 町f 田I 町 町 町 町 町 田I 日rr l町 町 町 町 町 町

所

V1t tι :Jι t況 υ金if. 部L 4況 ごも土し 水 i1.1 百L ~j'1i: U‘中4 すよ M一・e 流 流 流 抗t 話L 説L ~fl[ t‘4 JiL Iな 流 ，f: :心全しt 

事り ~;I) 車1)銭{ j白 Jl;I) ォ;~ bEE ll 車リ 事1) 刺 中il) E暗 E現
i明

北 車1) 刺

手繰

事1) 事j 車。 車1)刺 刺 車Ij 市1)Jlil) 刺
:1&' 

千r"j 務長
工

E事 E号
間iJft 

北千1~ 主宰 E市 北 :1ヒ1ヒ鈎

手線

し し

手繰
2ょ :tJJ aL 

冷蔵liIL 
~1tt ijiL 寄 寄 寄

手繰 主し し し し し
i千Lt 4 

し
水力産日E事 E当 な

し し 手
流E司

エ 鱒Mi ;l~ 

繰 し し o} 

王手

1.也i~、

な

ど
) 

羽 71 'E向K、-調 ';p ，又6:>. 之丞 手1/よ¥ fノ丈¥ 困 カ⑦ 右1苅ヨl⑧ ③ @ ヨ⑨ 事 司 支l奇 ~ト 二まEにp 下11丞
ノ、 口勺

カ カ ヤ カ 一 ヤ チ カ ヤ ヤ カ カ 7 ドカ す1 カ ーョr マ マ カ .マ ナ カ カ ダ ヤ コ二 カ
耳、 耳、 '7 耳、 1可J・. てr カ. 写、 マ マ ク Jt，. ノf 才、 耳、 ヰ、 Jレ Jレ Jレ 耳、 1レ カ 耳、 耳、 イ て2 二〆 司、

hヱ→んt 
イ 7 ン 7 Jt.- サ イ コ ヨ チ ホ ア ン イ ダ コ ゴ タ カ キ サ ヲ キ てF Z一:; ロ Jレ ト

ヨク ン ダ 一 ヨ ン ン イ ーマ チ チ タ Jレ ク 二〆
み

ウ ウ イ ン
名

チ

I升E 阿
zciz ， 

自茂郎
-手広三司[ 宮

長谷
金 =口金三

長島
τEk Z !日l

荒木松由 橋健土吉

坂

大ti且R 
金

法iに甫主3 

大 JJU 三立仕3 

市太郎下湾

中 赤 鎌

留2大EiZ z 

萩
、水4米太H K 

波
音1¥ 同 下

三克口k F 』

寸茂鴫
同 回

亀吉

Jニ
子王上 谷玉

作様栄
悶 間 証l 回 )J;(、

辺耳助I 経者品市郎 1f[ 甚111 与平 作長
石太JlI¥ 

太林 秀雄

次日目

'dfcE'r z s s 
平

自r; ft[¥ 日目
太 之 1文

日目
!1r， 口 自口 fl[1 な

ど

右白 絞 桜 私tォ-31 私i おi 4員 被 被 検 松t 来 来 来 来 来 来 来 来 来
キ来L キ来L 札来 キ来L 干来し

来
札来 キ来L キL キL 札 キL 札 キL 干し 札 キL キL

住間J 町 町 町 町 町 町 l町 日I 町 日T 町

日好

iな ぜiitL u京IL UlE 似女し 話t U今・iし， 苦L iJ，ι ifJE 流 vrE 流 流 流 立し ij¥t .ο=alL 、 流 Uま"す 流 官L ilit 昔よ int 流 〉似ずしで 流

車1)刺 刺 鯨 車1 車リ 刺 刺 事1 日iI) 車リ 利 iIii) 
安u:L1 

車1) 主導 中f ~;リ 刺 車1)月;Ij 1司 刺 刺 車リ 車Ij
イロ

車1) 車Ij 車1)
考流

手記長 手繰 繰手 水加U~ 総手 手革主

m 
手線

錬 鱒 錬 錬 E司 し き車 し E調
問流 鈴(fI~ E流ヲ 流~~ E革 E訴事し 鰐vtE 流主尊 E流暗 { 

流 i1ft 
手

ィ魚 立l 流 流
王し

手
し し 1ヒ し し し し し し し し し し し

工 革主 水 f同 な
北

fi曲51 
斜{ 銭t

手繰

J¥ Fi々 ，~、

手繰
力産日

R; 

型網ヲ| 

i民寄 自 J¥、
長 A J¥ E主

漁日 工 J帯
E塾 自 自 形
流 J¥ 
し 世2 自 1.仙i:!盲

な

ど
) 

- 36-



⑧ 命 会'" 余 @ 司五l三喜 豆f昔L、@ イ ー雪十;c_ メζ 三ヨ司 ヨ司志|
二〉、』

珂 4'、 司 l' 刃 羽 h勺f' 

.マ ヤ ヤ ヤ マ ナ カ ダ カ ダ て7 イ .マ ダ カ カ カ カ カ イ カ イ カ ヤ カ ノ、 カ
Jレ マ マ ~‘ ， J!- カ 耳、 イ イ キ Jレ チ タイ 不平 耳、 l'、 耳、 レ 耳、 千 耳、 7 ネ セ 耳、

み
サ サ ヨ イ コ イ ウ サ ヌ ヤ キ イジ 一 タヨ ヨ -1- チ サ ロ ヘ' タ ト イ ガ マ
カ ク シ ト チ ロ ノ マ '7 ユ イシ ヨ 二L ン ク

-、'
レ ワ y 

-〆， 名:L コ ゴ ウ チ ウ ウ 二込

ウ

相 iJl -口eマ tf @. 合口宮

橋J、l可t 森品 ri毎G イI
戸

せ仁'ず 右 イ£

術他li'x. 

近w. f主 全 手[ };B 、 τi!i 
ノペzj4r1s、4 

小ftifE t 
イi

本1lH111 1 
長谷 拒t

原 ヲac1t 問 問 且l 出 江lru 々
E出太官

国 旧 /11 
平Iy 4証r 

同i
市太ITI 

悶

経者な品
1R 司Z 政 1'1' 五

庄U)J 
惣 本

日目 正次 与
長;大 之

」ノ、一・ /11 
4TJi z 'o 品 作 l人!

i之J}J 自11
太

自太11 
日11 J¥ 

日g 太郎 tEi |; 巳
rm 日11日11 WJ 日1I fi古t 

ど

41' ザ子 弁 弁天 天弁
弁 弁 ぅ作 弁 11' 弁 弁 1黄 指員 1貨 4責 相奇 括量 4黄 4日 4黄 横 ~Øi t前 m 被 t員 4黄 Iili 4黄

叉 ヲミ ヲミ ヲミ ヲミ 天 天 天 天 天
住Plf 目[ 日f 町 町 町 田I 町 同f 国I 田r目f町 町 目f 目f 町 町 田I 日I 町 町 目I町 Plf 田T 日f IlIf 町 町

所

鮭鈎定ill 

流 流 流 流 Gミ. 流 if;[ 流 説ii/.t 
鮭定鱒位

i品LiJIι 話tv出，L 討t百tUt i怠 話tiiIL 話tiJlt if.l 話i :μ.，， .. L - i品Li;{E iXE 
{宙

北待
中IJ中IJ 刺 中~J WlJ ，手協j 、

車IJ 中l料 鎌 利 刺 がj中iJ 中IJ がj車IJ 刺 中IJ 車IJ 中リ 刺 車IJ 車。 中『

手繰

刺
考

E輩 E車 島幸 ~~ 聖事 E軍 !ii m 
勝訴しt 

鈎
主し導

主車 錬 E車 錬

手総

島車 鈴:
野流し

錬 車車

手繰
流 V1t ιυJfE 流 手繰 ~t 手繰 流し 手線 玉

手
J¥ し し し 水 し 千 し 八

手設
北l' J25 ヒ

手線 手線 手私:

主事
日

力rt.日
五占 同 な

*i.'l 12存ヒ J¥. ~t 北 i町t ~t 組 1ヒ ノl、
if年t 

手繰

し i苦tF 色白白目 ?寄 エ2年
務長 子ぬ ';.'i-

手線

日

扮t毛
八

北千r.~ 
子持

自
的記L ;ff~ 

i.'曲 組 し 貨』をH・

主長;J な

ど
) 

司 'f'p ヨ 平1匂〉 一玉「ζ 司ヨ言5/'It'、
全@ ノナ内、 ⑧ 司 /γ ¥、 罰 @ 司 企 メ犬へj ⑧ ② 罰 羽~ E 'fニ¥ E万主「

カ イ カ ヤ カ チ てF カ カ メ ダ ヤ .マ ヤ マ カ ス ヤ カ でF カ ヤ ヤ て7 て7 カ カ カ カ ヤ
耳、 チ 耳、 てF 耳、 カ. タ 才、 耳、 二-〆6・ キ 竺才 Jレ '7 J!.- ヰ、 ギ ーマ 耳、 J!.- 耳、 てr て7 Jレ Jレ 耳、 オ、 オ、 才、 マ

側み:! J、 :;・ ヨ モ イ イ :/ 、、 キ J!.- ヤ ナ モ ン ヒ モ ノ タ ツ イ イ :/ ダ ゴ こ〆 キ セ ウ タ
Jレ ト てF ニz ヤ チ :ノ .マ カ ニ孟 7 モ 1、 チ ヨ イ ヨ ヨ ロ マ

名~ J!.- ウ イ イ ウ ウ ウ コ
チ チ

林L太B 
木 -ck a 

本山
池

村木 本 1t主13 
斗Sコで 、t

保久
犬 却H

E東太事
平 t;， 

杉之森作。
有

事谷!jt 
3H五4 平

村庄岡
ヰT

鈴伝木:L~. 崎i岡助ij~ 勉iま

豊富
』B:L 

起i松f長百 控犠太郎村留 十f 回 問 国 IiIJ 制 任i 問 回

経1者な占・太~Ji 惣 't長註 千 守= 林
石一1;;1;・・-

旧 l太I長 EJfZ i- 久治
もも f4 色口 必久

丹次日11 
日ga 八 日目 i1: 

日目 日目
J~ 日fl1) J¥ 松

日目
日11

?必 f!日 自11
ど

若生 生若 若生
若生田I 生田若I 生若町

生若 生若 若生町 若生 ヤ 新
新田I新!日I 新田I 

新 新
新田町

新 新 新 新 新
新聞T 紛町 折田I 事町t 新町 新町 新町

ウ 町 町 間I 町 町 町 町 町
住田T 田I 開f 町 町 町 ス

ヤ ヤ ヤ ヤ ヤ 吋' 吋' ヤ ヤ ヤ ノ〈
ウ ウ ウ ウ ウ ウ ウ ウ ウ ウ 所
ス ス ス ス ス ス ス ス ス ス
/( ノ〈 ノ〈 ノ〈 ，ミ ノぐ /(  /~ ノ〈 ノ〈

V1[ if&l it 百i話L流 E‘~E 日L記tiit if.t 話; 話L1リui.ー i主 iAt 話tmE 記LV1t 活i
1網ヲ也| 

iu itt 活ti!lE il.E 流 流 流
{.i 

J¥ f、、 』、、 J¥ J¥ J¥ Ji、 ノ¥ ~ 車J車リ 制 皇流軍 車IJ 車IJ 車IJ 車IJ 事IJ 和j刺 刺 車リ 車日 事。 刺 中IJ 事IJ 刺 刺
考B 日 日 目 目 自 自 自 流

し鱒 鱒 鱒
し問iHt き車 E事 E話革L 主J事L 鈴iitE 

E雪 主革
的対tu到fL 鈎iT.l E訴事t m dしl 

絢型ヲ| 

き日韓t E軍 ( 

E事 鱒 問 鈴 E車 iBL i立 iAi iili Ja1，L z i定 流 話しi 主il.E ポt自4if.i ifi しし し しし しし しし しし し し し し し
し し しし し な

J¥ 鐙 鐙

手総 手繰
t邑，

u 
型号| 

銭1
f事

絢 形

街・』出

な

ど
) 

- 37-



② 司⑧ ヨノ7へ‘ ⑨ E ③ 寿副 宰 キ E 羽今 べ子 言E支|器 J五j} 

カ ノ、 ス カ ト トマ ウ イ ノ、 カ マ オ カ イ ノ、 『、 力 マ キ カ ダ キ カ カ ヤ ヤ キ カ ノ、
ワタ ズ ト ヨ ヨ Jレ チ ン、 セ 司、 Jレ カ ヰ、 マ '¥' Jレ 耳、 I~ 4、 耳、 イ イ 耳、 耳、 マ マ ン 耳、 ヤ

ii'lC イ ナ キ ウ カ カ サ =フ "¥' すf 「、 ザ ヨ イ ン サ 7 7 7 タ イ チ ン セ ナ '} Yレ プ ン
カ ワ ワ / 、、‘ 7 ワ Jレ イ -1- τF マ ヨ カ ン ノ ン

み

ウ jレ 名

ン

111 制11 すι;、』

R加ff色tζ こI 
~ 主~ l付 内

ZlJJ l 
長 大 大 |山j

有争郎u 太i f 

ノ寸、 材、

聖政王i 

月勺

木村i乍

回

EeiJjiE:E 、f 
今井自主E 

町41"J 中 恨iJl 本橋
的文呂

林

{ r，Ll、三t 辰rjl 木 111 111 留i~J if色毎 石 石 栄11 1太l' 
T4有J4f I 

日:1 中
本ヰ，也句、 FTf 主

付太禿 司h者なF以王tE ， iIJ;t ，出一・ lJ }II 初 Ek i ‘l{一一、ii“ I， } 1 Y+I 7f 弥市-仁t3守

自1;
手c 1'1ド iF 

日r;
太 ヅ; 主j J¥ 自1;

日1;
1、

士総日1;日1; 日目 fm イt 日1;日1¥ 自1; 日目
‘di 、 と

生 生 生 ~ì'. ~E 生 生 生 生 生 't 生 4じ イじ イじ イじ 4巳 ィι イiニ 4じ 4flじi 生若 若4. 生苦言 ま; ~'， :& 
若生振 j~i J長 持ij1ji 仮 *' Ji， 仮 J京 J長 *' J長 ;民叫 rii' 日i 日J 同 Or 目i rlj 生 生 主主

侵町 日]一 間I 出l 問J mr 町
h 、 守' 吋' 吋' へ4 ヤ ヤ
ウウ ウ ウ 勺 ウ ウ 所
ス 7、 7、 ス 7、 ス λ 
ノ〈 〆〈 ノ〈 ノ〈 ノ〈 ノ《 ノ〈

71i ~jf[ 沼t 活L /1，し iAe ~ft[ 1Jit. ~tt ‘ 1υ1れ，. 流 6均一f・L せよ U屯，. ihe υ，. iJIC IfL 日L 4J:2lL • と~AIミL i刈2L、 d‘h金Lτ ご/1念ILt 話L ìi1一~[ ~~ し 恥UJlし

E電 o 水

水加産1

ji，~ 
Q~ E手 E号 E耳 ~， Q~ ~.~ 皇軍 笥 主1 B~ 

例目L 
9j. E思

O水FE H 水産加l 
J¥ J¥ i¥、 J¥.. 八 八 J¥ 

考iAL 1M， 討し ~Á[ 百L 4庇 11ft. ~hし- ~X[ Uーk 手 ii:t ‘ 
加FEI 軒手t 

υa白ca4 EL 出L百ι 自 日 1-1 EI 日 目 日
し し し し し し L し し し 牛T4:、. し し し し し し し

工 工 工 工 E事 安1E訴号し E4M・8L . 安1 Ei): 自1 主
d再ti 

7λ44 L iií~ 
し し し し し し し な

}J[j i.r~， 
工

Jf; 

!8 、
な

ど
) 

表

昭
和
初
期
か
ら
同
初
年
代
の
船
名

吉
岡
玉
吉
調
査

IJ1 時j J¥ tj~ ~ 白 民 石 :!~ 
H1司lLL i 昇H1tL i 1LJ L 

iヒ
船名i芋 担: ;!L f丸"f 中J15L l1目立L yjtL t 1}j己L 'メポL 手1LF c1tL 1 i1羊L 丸 ;lL 

ン オ 、、 イ ヤ ，{ ホ ノ、 子ト 、 コ ン ン キ ヨ
ミヨ ウ ナ ナ ノ、 ノ Eフ ク ヨ ヤ ウ ヨ ヨ チ ク

品川ウ ン 、、、 タ ザ 1二 ウ :ノ ト ウ ウ セ ヨ
みヨ ヨ イ イ ーヱ コ二 タ ク ホ イ ウ
名Tヲ ウ ウ イ ウ ニL

ウ

fー日企 ~!川- E星 i'~ ii正 i{(l げ1，1， Y':'~ ~じ 全'1' ~ヒ i'，よ
鼠iJfL 自Hl，下 北千

g Eイ白I' ~ヒ 4112 L 日L lJJi. 泊eし. 上 上

物j列3胤t 住£ 

51X イ'!.t千
搬1iE9. 千dぬi -

J:'. }IL 
述{股 流千)~~ 自白

し 網し し -白川';~~ fb 
物述Ni 

j~ 1;1} FLI 
制し 3骨EI J}j占~[ し

網し
(/) 

H4 羽司 j)、i jム、 搬 ~ht J主 者司
i用z し し し し

綱 司3 ，jij 綿

J¥ g;t T~j H芋. ，['. 1~í' {災 三t-B ，じ閉:?l 佐 斗口ー ゴ"ー 豆ノ¥三 ~ 
問 木 守弓 if¥ょ :I'f d!ミ 同 下 々 凶 |司 111 -f 
IJ {五 甚 庄

平多 tJ，L l J告2ょ・ ~ シ

首ミ オミ
庄似J 平

，μ~ J / ea • 
士Jロt 4マ

氏
功、 ヲL，S ヰム
日1; 自Ii 日r; WJ 

i太!Ii 
助 名

ノ、 1t 五 五 四 四ノ、

紋p< 古区l I |司さ、 総l互
区

区31' 新i丘 新1/ 新[望 区 I主 親区
区

EIAi H t J区l~ì #l互i 自JJ 主見

住所天 四f 日] D1T t号 lfif Jm na 日I tFJlJ J ヲミ 111) tl1 間T
01) Ilff fif 町 日l 四T Ifff 

九 五 Ii. 。 }L 。}L i問 [明 /、、 四 l当 1!11 
凹 11:¥ じ J¥

屯
七 問 九 }L l叫 }L 7L 凶

屯 屯
~， ，、 五 ノ、 111 J¥ ，、 五 ノ、ノ、

屯 111 1t 屯 屯 屯 屯 屯 rtl 屯 屯
{市jl巧 J¥ J¥ 

五 力 ，Q} 官長 ノ、 ヒ 。 ノL、 J¥ 
ご・がj Ui 力 IJ 。ムノ、 五 。 Ji 力，J.!j Ji 。 五

7) 
力尽 力馬 7lE 7 7J )) カ

jT1J 3 7!5 J 7!;J う 7F J J 
(;1 (3: (;1 (;1 
か か 台、 台、

- 38-



古
衣
ロ

吉
岡
玉
吉
調
査

厚
田
村
鯨
建
網
業
者
屋
号

不1づ令刃 舎 /ート「、子l←ぅ
二〉、』 J、Ji ② ζコト ③ 士，豆'i:>..し 羽 詞 Z司久サ 手 全 !五Fd L 

カ イ カ ヤ イ カ イ イ 『、 -1;' ヨ"< サ ヤ カ カ カ キ マ 吋'
耳、 チ 耳、 『、 1- 午、 レ レ Yレ ーマ Jレ J てt 4、 耳、 耳、 ユ 守 マ
イ -¥' キ コ ヤ 千 一 ヤ ン サ ノ、 オ て7 「、 『、 → 、 Tヲ イ -.( 

Sみa1! 『、 ニL ''J .守 ヨ マ ヨ ;ノ チ 勺 Jレ lレ ノ J サ Iv 
キ ウ ン ウ ウ イ ン イ 1'， 

二工 チ メ -1-
ウ

ljfiミI 滋う~ ~ 
}持~、1 i業品 IAA拘11三1 f婚Jf4も(〈、1 

ヨと 4オ1&之 aidg記fl¥ げ業('， 
当ミ 漁業 t会A1:0J. A 

"'t 業
i:定((1 fjf詰h dtAf-u q ミ t井fi向

J名E 

1綱n 1斜II 1絢2 ill ill 建 建 主主 il{iE 可 綜11:l 制ill 1綱n 1絢1l 述書4絢 調 有司 調 者司 J業;;i 

。配ト2 
i&; 千I 米 (Jト

:.¥!:. 坂
t谷1: 佐股J 判

止"し、 司2 守木F J 性: ，，.aL. t - i也 i也 ;-1可
ーILlト~ 

佐松n:;工間 l羽 虫色 ~ri・ ヲl' 閉 EH 出 口
録名iil 久 1半~:. 栄

z米l= 三4EE向ミ Wi42 J f久d 担; 五主
太f!I; 丈 百l 治 助 長t

Ek i; 
な
と

日リ 自f寸リ 別11 
日1) 日リ 本村 本村 本付 本村 本t1 本付 本村 安渇l 滋立i古 ))1) フト;
rt 狩 干下 1:;: 

住

rJi 

イ
レ
ン
ヨ

ウ

:I!i 

表
13 

吉
岡
玉
吉
調
査

厚
田
村
商
庖
屋
号

，ちJへ、f、 又 会主， 手| 刃 ノ十ヘ 日 333K孟L よ〉、、 羽 e 座1-:1 
ト ヤ -¥' 一 コ マ ク ヤ カ す3 す3 ヤ カ 7 イ ノ、 イ 7 )1 ノ、 ト フ ヴ ク カ 7 

コ 'マ .マ ン ン 守 ス 『、 司、 ン ヰ、 「、 タ ロ レ -¥' ケ ク ヌ ナ ダ ナ 耳、 Iv 
ヤ ン 、、、 ダ イ キ コ 刊' ト ン イ ヤ

ン、，
カ ガ イ て7 ヤ ダ キ ヤ ン イ

II~己
守 ヤ チー ヤ Jト モ ユ チ ヨ ワ キ q】 イ -¥' チ チ み

ウ ウ カ ク 1i ン、、，

ヤ

湾1 食 平日 jill 
板金 封: j主 i段 食 ~ぺ、L 

文1ノ; IEU R 布4421 ~1 、
和

底活!

鍛
l出 旅館業

3aL白A 
絞金応 i応tR lii すRι2Ht f • 1'3d3 こ 日o日 卦E 2、占.三 !日l 1生 nij 冶 iロ"' 月1< IJIl. 冶

名
串ノ+、? 羽l 子 2誌

物1自i'rr 
応 割t 物 尿 tft Jli J主 子 庖 叫U 屋

t't 1.5 ¥'t 制iTE l't 司1't自 !呂 子応

w 業版

;¥， e‘:z_iー~. 国 ~ ..... 
んb‘'1 1也 金 官き I『3-n3 

手HHt 鈴木 1ft 機 1手 i也 tiJ 出 1i，長e.r 、 戸 ω Il幻E う谷巨 J11 llJ 
土 ι; ~r IH 1.、1 対会 凹 子 JI ru I11 iJ~ 111 鋪 ~1 t!? 問 原 中

司'者品ま. 政 幸 tfJ ES }J~.ユ 正 jl事 長太? III 
剖E ri τ tf 美 ~ 

llIi HF> な
ど

肘4ニ 付4; 村本 村本 村牛; 村牛; ノ村ド 本付 本付 本付 本村 本ft 木村 木村 本村 木村 村本 木村 村本 本村
本

本付 本
本十J 別ぬ: 別狩

{工

所 |

N. 
間

事， 

- 39-



表
12 

厚
田
村
錬
建
網
業
者
屋
号

吉
岡
玉
士
口
調
査

平1~ヤ:;:. 天1舎 ノf、、 T1 ←〉
;:>-... 

j:、~ ② ζ』 @ 云斗ιJ 金 珂 詞 ヨ?サに 子 ']へし e!'可Jf-

カ イ カ ヤ イ カ イ イ .マ ヤ " サ ヤ カ カ カ キ 『、 ヤ
耳、 チ 司、 『、 チ 耳、 レ レ Jレ 7 Jj.， ノ 『、 耳、 耳、 '1'、 ニL 守 『、
イ 司? キ コ ヤ -f- 一 ヤ ン →r ノ、 オ て7 て7 てF 『、 ウ イ マ

"み凡「、 ニL ウ マ ヨ マ ヨ ノ‘ チ ウ Jレ Jj.， ノ、 ./ サ Jt.-
キ 1'] / 、e ウ '7 イ ン イ す，

ニL ヲー メ 干
ウ

u3柑~i d」J時+q ζ 
~ Xi ~と すと

t業Iri i業品 i3tIE 1 t掛，i4t2 i iぬA1郁1、ょ1 jj印E 漁業 i曜，枇IもfたI iうmTi‘ ;'¥'i 
l7!住(1， 

昔、 て';(1
t3if3 1 

名
ill ill ill ill ill ill ill 

網ill 綱ill Zi14 1 述 建調 ill 伺ill 羽 有1 私l 者3 網 調 事司 PJヰ 告司
1勾2・t4・. 

flr 佐 イf ヰミ 伊 住 佐 富市也 中 4SEE'Tt、S t住
Ih11 I 

i也 ;也 河
古山

E 太郎

古住 思芸 1I1 ITI 1:1， it 坂 谷 総栄
~t， 

野孫4cマz 

井 木 E手 Ifl 即 口
4Jt 3 'iil 

1久叫
f: ít~ JC43 ・

助
威夕4・、6 

和2 iぇ 止: 司 i台 WJ 量t
日1¥

など

日リ 百リ 自リ 日リ ~IJ 本 本 本 本 本 本 本
、沿え1 安 ーIB1J'1 - 3狩IJ 本村H 7ι・f 狩 j下 主主 村 村 村 村 村 村 キす ;~ 

H: 

m 

イ
レ
t‘'/ 
ヨ
ウ

J3 

表
13 

吉
岡
玉
音
調
査

厚
田
村
商
庖
屋
号

，官@、7 又 4τb ， 手| 珂 ノ十戸、 日 Z主よラ、¥ 羽 θ R 

ト ヤ ヤ ー コ 『、 ク ヤ カ カ カ ヤ カ フ イ ノ、 イ フ タ ノ、 ト 7 プ ク カ マ
コ " 『、 二〆 J タ ス マ 耳、 / 耳、 『、 ク ロ レ ヤ ケ ク ヌ ナ ダ ナ 耳、 1レ
ヤ 二〆 、、、 ダ イ キ コ ヤ ト 二〆 イ ヤ :J カ プf イ てr ヤ ダ '" ヤ ン イ

"冗タ ヤ チ 司' チ モ ニL チ ヨ ワ キ σ〉 イ l' チ チ み
ウ ウ カ ク 方t、:;

ヤ

理mュ品ミ々ゐz 、 新nfiTE 1i 1 P有hPL 7 l 述-J:: 板全日目
'iiJ 食 鍛 ft ~~ 、

文v;. i銀坊 和且E 11ft 
ネヰ

鍛冶 :!E 
賀自て1民白1 品逸l I 

絞足金: 
庖

E前家11 物|自i1J E 
維ロiロT ロ 物機I:IJ 1t1 1口111 

月12Ri 
理

!7苫1 尽
1't 維iIZ T 

子 応 1:11 
応

i!日 1't 
113Z K 

干日 J、 ';，己・1よ・l珂 ノ~ 筒 i也 金 l!:.~ 日F目g 羽l
t木J EJ pI 

iit 4iR 兵 早

i担。官也書
福井

回
i，1弘BF4、F 戸

罰郎結太
古山 事谷長 111 HI 

+ 14 t証
3U18 1 :u 井 回 f' Jt m 

留五jヒ1 
111 111 dR 111 

車ufw長1 -• 政 ~，'i m 
邑E J.' 

r!l: 
など

本H ィ付ー +付; 本村 村本 本村 本付 本付
Jji: 

本H 本村 本村 本村 木村 本村 本村 本付 本村 本村 村4: 本村 司付王 本村
本 HSトU 自4下IJ 付

!l 

所

Ifl 
出

f佑

考・

- 39-



司 ② !サii 

カ ダ ゲ ヤ ヤ マ マ デ タ :，.- セ
耳、 イ 号 ナ ド )v サ J カ べ- オ

" 〉〆 ヤ ギ ヤ でい:/ ヤ キ J、:、ノ
説

Jレ ヨ 吐「 ヨ ヤ ン d、' み
ウ ヤ 名

食帆;
3物雑i昆T 雑食貨ロ

fs t 
駄E下t 布団信 13旅可E1 

E曹L三 ~iF. ri気，i、L 

f営E 写館
E;d， 帝Jと !iL 

屋
腐屋

名屋

I1R2 : 

相i2可5 
β，目し、

村上 政辺 沢金 EEドJ E 相P EZ官控 外的 佐 秋 れ綴i 
木

米 妹尾
回 々 山 回

緩'1なa5. ・
JオUムミ

次4日Ei; 
木 口

栄 }f; 
日11

ど

守1 u来， g来a J 笠来 村本 本村 本村 本村 本村 村本 本村 本村 村本 本村 村本来
住

所

カ
ナ
ザ 1目
ワ

考

表日同

昭
和
泊
年
6
月
北
日
本
出
版
社
発
行

「石
狩
市
街
明
細
地
図

・
厚
田
村
市
街
明
細
図
」

の
屋
号

中
島
勝
久
調
査

⑧ E ノハ¥ @ 議 戸lや @ ⑧ ノ二E支l/ヨ¥ イ 之〉 ③ 調 G @ さL
丸，、一

呂⑦ ⑧ 天l⑧ 屋号

.マ カ ヤ .守 タ カ イ マ マ ヤ カ ヤ イ イ .マ カ .マ てF マ ヤ カ つF .マ カ .マ
Jレ ネ でF Jレ キ 耳、 ゲ Jレ Jレ マ 耳、 て"{ チ レ Jレ '(、 )!.- Jレ Jレ マ ヰ、 Jレ Jレ 耳、 Jレ
ヒ ゴ イ イ ノ L〆 タ キ チ タ てF ヨ イ サ ダ フ イ コ サ キ 二〆 ア ゴ グ .:r. p守主〉噌じ
フ チ 二〆 ニL メ イ ヨマ タ J 、 イ ク チ ノ ニL メ イ イ み

ウ ウ イ 名
チ

平 |珂 I，{ 工石 、iM'rJ 吉 長 jjií~主 本 吉 tIJ k t口k 佐 4;t 5有li回 I孟 有 他工

平岩E aa 

相
木 本-tliJ 

キ目
fl 官官 !!!f l授狩 橋 間 戸 谷 子鍋 E鉄E 

祭肉
困

漁業間
~~ 

水同産j 絵次<t 
IJ;( 出 ス版

原易水産加

原
i羊 局 商 売木材 工 t業曲 t3(E {1 111 のの i梁骨. 官官 旅 i業也. ト久 1tFE 1 

石狩な i業部旬、ijf1 J~、e E邑 t品 力日 味風 工 広 官話
プl滋商 地庖 m ~n 部i f;i¥ 工 :itP，1< 4品 苦五 部 2官 110 llr. 部 ~1I 

僚~機株 t島 iIlli 工
高庖 ヨ製耳庖

'" 一・
図

た "'" 柴村 吉 ーzをzま τzk z ~(i} 有
平岩良

工 52 相Q 

紋UE l;f 作4式込 回 戸 長 石田
綱封岡t 

図 !自司 五 国 豆ト t号 木
大声金!f- !2t瓜古1 "" 

まき 俊 谷 狩商
旅館

鮭新巻 十~~ 留 f{t，宇 1沓4 σ〉官l 再生千i 雄 夫 JII の庖 太
日目

コン
鮭主錬部

庖商名
'ft: 機

水産
:a r.v， E主

ニンI43f4t ・庖 f車水 石 法広2芳

鮭F骨. E科住3 事P 飯野 狩 回 i蛙 ャ卦:
燃製是正士 売栄 町 度 Bi期E ク弁 氏名ij[l 明 WJ ク 理

建 細 ン 京警戸ポ
夜帯産委託干イJt

材築資木

地 セ
L2監K 図 イ ーフ"じプン1111 阪

'l・じ? if'} 

1各1 材力日 応i兵 物i1li 

阿 水 道吉 長 村 本 7c フ佐 ~lii 五 塩 草t 鮭 71: 
書E 産 議問 谷 国 庄 網 ア藤 問 十 原 水 科 網

力11会庄 111 号昆 7c 7二 長 ~ !、ι j立 理t 7じ
榊 エ1甚助 五 雄 ト男 次 毘 政 エ

只の 代 自R リ現 自日 石 {出
。、 手c iサ i毎 庖 吋l
子 産 コ

モ jfli '7 
7c ‘ / 

- 40-



⑧ 司 図 舎 サ @ /グ¥ 1; 葉 蛮 司 ⑧ ヲ1荊 〉υ¥ サl豆

マ カ カ ヤ サ てr ヤ ヤ 、3喝・ 成 カ マ カ カ
ル 耳、 ク 「、 イ I!- てF てF り IB 耳、 Jレ ネ ネ
ゲ イ タ キ チ イ デ カ く 1:11 タ イ タ イ 制司7令t 
:- チ チ ーマ 9 

み

'1'， 

臼.

f木E 
革主 t百 安問 i也 佐

/繭庖J;L J 
噛橋

御料理名{I:; 

J&: 

協~~ l1下uF : 
車商盾凶同

U:I 
マオ間庖? ミ谷 )1: 

m !m 占
官主

1FS1d 4自R 3 3青立白 型i 者n $1， R百 3底iS 
よ 庖 米 工 応 チ 工

地1日 月7 J好 1品 庖 1措
1:& 

事荒物普食

i百 i酉 の 日 図
需主 訂j 定i 類食 FなL !;l.' 1"~ JFl 
bh 米 i氏 ん 工 t足 絞記
化

主議4t i 物毅米 2辛Ue量3 U 十

，、. や !J~ 
Hi回下R 

経usニt，l 

の
き

E"負。1:: 商庖名粉
錐1't 1:'t ら

物i調圭rJJ 
科Ett 

く
物 と

型車
氏名 | 

つ
ふ

製造業 政;'f 

むJ nl lU I~，I I'，l 1京 厚 主l J!，l 
F4HZ f 1 fi& 

問
回 m 旺l m Il:I 村出

国 回 回

周作中村 キT 十f 干す 村 十f 村 H 

他

表
15 

昭
和
引
年
1
月
-日
現
在

「石
狩
町
全
町
明
細
図
'

の
屋
号

石
橋
孝
夫
調
査

新
産
業
地
域
指
定
記
念
」

⑧ ⑧ 平l/二へ主、@ ノ¥ 羽 ノえヘ、 ノ入へ。室 ② キ @ fi 塞 霊令 @ ③ 羽 支l苓lλ 「@ 度勺.

て7 7 カ ヤ てF J、 カ ヤ ヤ イ 7 マ イ "< イ キ オ イ てF .ず カ カ カ チ てF

Jレ Jレ ギ マ I!- チ 耳、 .マ .マ チ ヲ I!- チ Jレ レ ン オ ゲ 』し Iv 平 ヰ、 耳、 すf Jレ
ワ ワ サ タ ナ 一 てノ タ キ .マ キ ヲ キ コ てF ダ ギ タ ト ダ カ 守' や イ 一 2完
カ カ マ カ マ ニL I!- ス イ ヤ ン モ イ タ ト み

9 ウ T ノ‘ 
名

イ

若
林若 'ti +ナ 村中 線部

塚
E後E 

工E商庖l! 
堀江 飲食 押 l及 za 111 匂烹l E市主 和協 昇月

佐間庖 Tt11t立筒E 主 工庄鉄本 i1中弘均E 

村

I伊庖商E 林 月 問 谷 m 111 原、
野a子L 

証l
造船

E丘。k 新
商応 i1務ti 簡庖 I怒

商応 1庖羽 J石苫 防vii 商m 旅館 林
船造 122 革 氏骨。 [J日 庖 石 鮭

エ 所 庖 庖
狩石ら主

工
1料理品

t自
~Çj 平日 却を ィ酉 金 各 I縫R 織 E4r主s l綴号 1子~f な 3佐 7' 

車2子雑貨場 位食軒a各l 

ヤ i手 子 鎖 !j] 十食I 総 "(・ K ノf 名
ク I百 fif. 雑

雑1't 
雑ゴ貨 鮭料.!!l! 

阪レ'"

果物
鮭鱒科

銀器御率ヰ

K コ
I!-

食料
雑貨

文ft 

科喜緯
ト 7 
販

雑貨

傍 ム 理
7所卸じ s 

製ロロ
メ u-

UE U ン
商ポ D 

ノ‘ 
P 

プ

板力金日
l'.ll 庖

エ 名
ト

フ

{符

考

- 41-



J¥ 

金 司 不J向、、 ーサへ‘ ⑧ ⑨ ② ⑧ 44之aムZ円Z之E φ ⑨ 列 ⑧ 克lj犬へ ③ φ ヌυ¥ ③ Pl町B 尽

"'i' カ ヤ ヤ 「、 『、 「、 マ イ 『、 カ 寸、 カ ヤ <' イ でr
『、 不 『、 マ }I〆 Jレ yレ jレ タ Jレ ヰ、 }~ ;{、 「、 Jレ レ Jレ
マ 一 ホ サ イ ナ 一

、、、 ガ サ タ イ )' ダ ノ、 『、 ブ 品川
ツ カ 守 キ イ 千 Jレ ン み

y ヤ 名

;j( fH iぶ J女 )1 中
トl深1~ 

UE 准向山f 

本 ア
r佐ユ tτ卦fyz E 1子F 商lp正dl 梨iず‘l務uN T l 院伊を

庖木間
有j広H!i幅1 EC4ムT、- F硝T 

I広江部
t商tf 7干E11 .tri !l福日i

rミL

~~む1 ル1111T3j fー'"、. 'pL-ζ t 

里nwfi--f ! 応[1 応 応 尚 宅}45ザ1r!「， l l古
応 ベ十一ニiー

J~I 氏
J(li 

~~ J白 白i
i弘i三、 f干unE l 44布団符t2 t 

~Q:; 、 守
〈ぷR・

子rt 
第i イh 4~ zド 府l

物ヲl持| Ht口手R 口 純H各在

ノ、 名

t1 l1f - 衣 'ゑ:\~ -{- lコ "仏，. ニ1
干! .fil 短 力日 気

1自月fまf; 主s 11本1 E 
ゴ料食日日

!! 、 1「3311 ni1z 1 
料食口

î;・'~ 工 6ii 
~\l 

食料
者ii J:・

Ha R 
J-! 、

l!..!. 
flfi j 

石 JI 、

ull J... illi 
し

ヲ1
1
12じ lFLS口1M1ζ g 1 

日 府
1!.. 、r
チ
三L

名

ノ
ス

iH L 

σ〉
<' 1m 

ク
か 考
? 

表日間

昭
和
ね
年
7
現
在
「
石
狩
町
全
町
明
細
図
」
屋
号

高
瀬
た
み
調
査

戸司 @ 〆一《、令 @ 'fr ⑮ ，不〆、、 ⑮ <%> 妻司 ⑨ ヲl@ ヌυ¥ や @ 芳i合 ⑦ キ 1L 主ノi@ 羽 刃手l羽 ノ¥ノ:E@ @ J三

カ マ ヤ ヒカ マ ヤ ヤ -.( カ マ カ マ イ 11 マ カ イ 『、 イ ヤ ヤ <' カ カ カ カ ノ、 ヤ 『、 '7 
'(、 }v 『、 シク jレ 『、 ーマ 1レ 司、 Jレ 才、 1レ レ ク Iレ 耳、 レ ル + 『、 てF yレ 耳、 平 耳、 ネチ マ Jレ )~ 

ン イ イ ナサ ナ マ ホ γ 守 イ うV ノ、 「、 ン コ マ 『、 ヲ ぺJレー キ ゴ ダカ マ ヘ'
1、ノ

一うF キ
日)(

メ チ ンン カ y ヨ 弓ー Jレ ノ ノ ス ー イ 守 ワ → 、 ニL ワ
み

ワワ Tヲ .) ウ ウ 名

j与下 市 ト'1'A< JlI 暗J 仕l阿 可tBF』rj Jf III fje ，・i
協布l 

j長 架 111 判l弘i;.:W弘T限有 i主 住 E商H長本I主
'Jt L 

if孟} 沼部
付 111 U:f 

111 JI 山 垣 >'f iL :品 {;九fs，:， j t11 同 E民 木 ~;. 野 nl 111 t主
水

官Z商Tミ
市

m l司 1十 地男、1m ~"1 
米

，" ~，、唱
tf主t ¥ 関!お

i$ 1民 '同" 呉 思 1苅 た、!i t'rc 尚 当1 一均・I; 鴎 ポ会 商 }); mi Ifi1 尚 市 耐
よ 16 日i jい

:却打、 J~ 、 寸4 応 間i 世 1，5 鉛 f.ii II~ 子 岱 応 ン社 Jij .1: 、庖 工 応 応 Jii Jii h~í Ja 図
所 ili ん r.ti 工 出 1占 m 内[ コ; Jli プ工 !t 

h号を:パタ
，Yr 

{百 f占 ~n~ 、 IIi ft 17主; 
お 衣 主ι t~ i-t EJz仁t、z 5言ZC主21 2 h 

嚇尻? ，百
鮭千十 印

食 ーn-1し
民 持iれ jぇ 所 Ilfi !均 布1 tJla ξ -U~ fl1 f干 ナ 校商 手? 14 干|
世; 112日1 ィkF 自} IJ!! 6r1n ， 式 L平 ロu日 金:diltEJ tI 十iそコ

ZiT i 
コ本 思 牛 4主

TI， ・i-r た 円 j: ノ玄、. 〆 ;~ fil: 石 の ln '日

I~ tEIU B li it lロ'" !~ 、 1:1 H 昨] lii !t i4A与E 占

;主金 ~f ;，t ま五、 !立 た ii'i 
Pi2 T 

!1) 

~ A 11 1'11 11 !日 I!占E 控i't 
柱 5主杓 む;

)L 

;< 7e 金 li 類 ~t 間j(i' キi iri 今十 II tti1I 1 
J44白4 E口'" 

iを化 1百 f( ih 
J主 文 zORri. J 11S 4 首l1r1U 1 r! 、 筏 間 阪 セ iiIi IIH主 1口'" 

タ I~j 
11) 打 ;~~ 衣 うじ lu ln ;j.; 文 イ

切 !! 、 Illf τ1 l 帆j 
科nEn 3 

13f内E 5 t 

てー，ご 高! 防 きa借， L 名
し ~~ / 只 i't ス

ポ 7 務
ン フ ゴ ロ 11I 
プ ン ム l花 1守 1ロu， i立
配 ス f:l r:J 4Aゐ叫， 1ん" ベ 凡J
1 'l ロロロ 説i

イ己 八 IR 'ut 築It 本

"F 「五 造 の全 tち ~r 
町 J正ゐ』ず、 止1印i 

k，.川， 
月; -手tf‘2ν1 I~J 

i全市; ffj 
則、 の

考

'勺v 

"ど・ 移

- 42-



表
17 

石
狩
市
高
岡
五
の
沢
北
生
振
地
区
の
屋
号

蓮
田
栄

一
・
沖
本
義
尚
調
査

キ⑧ d屯E骨A @ メナヘ因 乙ミト /ア¥ 5ー「ζ ② /ヘ 〆③ /石〈、 今 ⑦ ]〆暴、i ③ /丁ヘさや 羽 イ⑫ ⑫ 羽 守〉図ヨ日 /;;;: 可

守J伊ー 『、 ヤ '7 ヤ カ ヤ ヤ 『、 -マ ヤ ン マ ヤ ヤ '守 ヤ .マ ヤ ヤ オカ イ 『、 .マ カ ヤ カ カ カ
ン.. }~ マ Jレ .マ 耳、 『、 τr 7 Jレ 『、 メ Jレ 『、 『、 Jレ 'マ Jレ て7 てF オネ 2〆 Jレ Jレ 平 でF 耳、 平 写-
}~ カ キ 7 〆， マ サ オ "‘. シ' イ モ イ ナ サ 7 ヨ チ キ ガイ Jレ イ イ サ トマ サ 一

みユ〆 ク ユ ス J ‘ ニL 千 ン カ ン ヨ ネ? ン ワ ス ノ
1)' 官フ ウ イ r， 。

竹 xrr Il.i 布i竹 的

{阿μ 呆

'}.、-
'" 上 h本E イ山」 7diT I 1111|4 l 似l幻

/1¥ 
木付

日f
1fi1E 十

{R}!ぇl !Jト
古mfE T 

古A弘iW E I i 
ff疋lE T F島 子且

bi 干} 111 ，/( 日1 本 本 )-' ~!f ITI H 塚 |士lrt丹ld、もl ~戸、 4ィミ・ 配1iJlj V，:i ;~ 千 弘 A "11 fを 武 民 fIt 
Mi i'fl t合 ~ ，ti 日， 尚 リJ ゴ: リ。 !l: 史 ?J ゾ) 士 i1 世、ι札 eu }t 回 1111 i事

日1; 夫

氏

才t

五 五 1日 、"、S3- ずf"rI 可"‘，vza 一t，‘-ar3 」ヒ 」ヒ 」ヒ J乙 」ヒ 』ヒ 』ヒ 」ヒ .1ヒ 」ヒ ~t 北 ~t 
北生 ~t 1ヒ ~t ~t 北 i生t 

JiL反it l の の 。コ |苅 問 問 同 同 生 tι 生. 生 生 7じ '上 't:. ~ 生 生 生 生 生娘 生服in 沢 il( A J民 J反 fH J京 J茨 i.(1)， 布1仮 ~ J震 J長 援 J長 fl，1 長i品i 品:
{明占，、 石 1! c'iまt 4.33t ; 

7c 狩 7c 
σ〉

百，q々uuー、』 業産 漁Xi i勾 ;;. 
σ〉

株

1'" 

表
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平
成
2
年
、
平
成

5
年
の
電
話
帳
の
屋
号

高
瀬
た
み
調
査
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表
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地
図
、
広
告
に
も
出
て
こ
な
か

っ
た
屋
号

一
回
間
瀬
た
み
調
査
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表
20 

現
在
、
看
板
な
ど
に
見
る
屋
号

高
瀬
た
み
調
査

委 ⑧ e ② ⑤ @ ⑮ ⑧ ⑧ ⑧ φ 令 ⑧ J犬べ 3十交F三万!〆Jハtτ131 円乃
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ト コ サ サ キ 木 タ 守 ダ か カ 9 

凶みC ヤ ウ J / てr サ イ て7
つ i可 ン 名

屋 ク

旅 :jE )L サ お 炭 宝 F有)

偽締官3 菱
つ

τ梨尚庖主r
名古 其 お

自官 111 
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J 食 焼 国 ず i:r 1') 出 閏
事処食

応
ワ 司l や

商会 し
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ダ
石川l

パ、ー 間

尭iu月曲vp l: 》
l留大 d、r 食 処 き ク さ 庖

有l ギ 口rτ口 と ト
尽: ス り

。。同R 
ヰと

民T百カ i可 食 !占
J 、 崖 石 料 た

}'k 

雑貨

同〉 1% や
回 Z ま 名
む た
ら 1孟 ま

t筒

食料'" 
C1; 

3佐

花 :jE :{E :(E 4じ 4巳 :{E 1，1'. ?t. ・- 新 τ美ヒ
骨東親台

J¥ 
税船 9税a d奇乳lI 111 111 111 )11 111 )11 111 111 111 生

幡町 住市 陶 南 南 南 市 市 ~t 振 町I H汀 日I

7じ
や

な
台、

{山
高応

引
用
参
考
文
献

石
狩
新
聞
社

一
八
九
八
「
石
狩
実
業
家
案
内
」

石
狩
新
聞
社

一
八
九
八
・九
「
石
狩
案
内
」

石
狩
新
聞
社

一
九
九
二
『
石
狩
ラ
イ
フ
』

石
狩
青
年
会
談
所
二
O
O
五
『
石
狩
市
電
話
帳
』

石
狩
町
役
場
一

九
五
六

昭
和
三

一
年

一
月

一
日
現
在

「
石
狩
町
全
町
明
細
図
|

新
産
業
地
域
指
定
記
念
」

石
狩
町
役
場
一
九
八
五
『
石
狩
町
誌
』
中
巻

一

岡
野
信
子
二
O
O
三
『
屋
号
語
会
の
総
合
的
研
究
』
武
蔵
野
書
院

岡
野
信
子
二
O
O
五
『
屋
号
語
業
の
開
く
世
界
』
生
活
語
葉
の
開
く
世
界
日
和
泉

書
院

北
日
本
出
版
社

一
九
五
四

昭
和
二
九
年

「石
狩
市
街
明
細
地
図

・
厚
田
村
市
街

明
細
図
」

北
日
本
出
版
社

一
九
六
八

昭
和
四
三
年
七
月
現
在

「石
狩
町
全
町
明
細
図
」
開

基
三
0

0
年
開
町

一
O
O
年
記
念
号

佐
藤
水
産
株
式
会
社

『カ
ム
イ
チ
ェ
プ
』

島

武

史

一
九
八
六

『屋
号
・
商
標

一
O

O
選
ー

c
Iの
ル
l
ツ
を
さ
ぐ
る
』
日

本
工
業
新
聞
社

田
中
賓
編
著
二
O
O
二
『
石
狩
漁
業
協
同
組
合
史
』
石
狩
漁
業
協
同
組
合

田
尻
輿
士
ロ
一
九
O
三

「江
別
石
狩
厚
田
市
街
地
明
細
図
」
「
江
別
厚
田
石
狩
有
名

家
紹
介
表
」

一
九
九
八
・
八
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北
海
道
毎
日
新
聞

商
号
登
記
公
告

(中
嶋
幸
三
氏
資
料
に
よ

る
)

昭
和
二
二
年

『石
狩
地
方
電
話
番
号
簿
』



ま
る
や
ま
だ

「丸
山
出
し
」
と
石
狩
湾
の
さ
か
な
た
ち

吉
岡
玉
吉

昨
今
「
日
本
海
オ
ロ
ロ
ン
ラ
イ
ン
」
の
愛
冠
岬
、

雄
冬
岬
の
奇
岩
景
勝
地
帯
を

観
光
遊
覧
船
で
周
航
す
る
構
想
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。
そ
の
む
か
し

(昭
和
初
期
)
こ
の
付
近
に
は
石
狩
、

厚
田
の
漁
業
者
が
好
漁
場
の
た
め
集
ま
る

通
称

「丸
山
出
し
」
と
い
う
暗
礁
帯
の
漁
場
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は

「大
灘
」
と
目

さ
れ
る
沖
合
に
あ
り
、
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
漁
場
で
あ
る
。

一
般
に
は
馴
染

み
は
薄
い
も
の
で
あ
る
が、

当
時
の
沿
岸
漁
業
の
形
態
の
一
端
を
知
る
た
め
に
は

必
要
な
こ
と
と
考
え
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
大
灘
と
い
う
の
は

「船
で

沖
合
い
に
出
て
山
の
見
え
な
く
な
る
距
離
」

よ
う
す
る
に
沿
岸
漁
業
の
限
界
線
の

こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
漁
船
は
山
を
目
標
に
自
船
の
位
置
や
漁
場
の
所
在
を
知
り

操
業
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
呼
称
が
生
ま
れ
た
。

「丸
山
出
し
」
と
い
う
の
は
石
狩
、
厚
田
の
漁
師
の
間
で
、
使
用
さ
れ
て
い
た

言
葉
で
浜
益
の
丸
山
(
四
六
八

m
)
を
目
標
と
し
て
割
り
出
さ
れ
て
い
た
漁
場
の

こ
と
で
「
鰯
流
し
網
」
「
五
日
延
縄
」
な
ど
の
際
に
利
用
さ
れ
た
場
所
で
あ
る
。

「
丸
山
」
と
い
う
の
は
図
に
示
し
た
よ
う
に
浜
益
に
あ
る
黄
金
山

(浜
益
富
士
)

の
西
に
隣
接
す
る
山
の
こ
と
で
あ
る
。
厚
田
浜
か
ら
出
漁
す
る
と
愛
冠
仰
を
か
わ

す
と
右
手
に
見
え
、
こ
こ
に
暗
礁
帯
の

一
つ
が
あ
る
。
さ
ら
に
こ
こ
か
ら
二
海
里

ほ
ど
沖
に
出
る
と
右
手
に
黄
金
山
が
見
え
こ
こ
に
も
暗
礁
帯
が
あ
り
、
根
魚
の
好

漁
場
で
あ
る
。
こ
の
た
め
石
狩
、
厚
田
の
漁
師
は
ま
ず
こ
の

「丸
山
」
を
目
標
に

出
漁
し
、

「丸
山
出
し
」
に
到
達
し
た
。

「丸
山
出
し
」
の
距
離
は、

厚
田
村
の
北
西
約
七
l
八
海
里
の
付
近
で
、
先
に
も

述
べ
た
よ
う
に
愛
冠
岬
を
か
わ
し
浜
益
村
の
丸
山
が
見
え
る
地
点
に
あ
る
。
こ
の

地
点
は
水
深
四
十
五

m
l
六
十

m
で

「堆
状
」
に
な
っ
て
お
り
、
別
名
「
沖
の
瀬
」

あ
る
い
は
「
根
」
と
も
呼
ん
で
い
た
。
「
堆
」
は
広
辞
苑
に
よ
る
と
「
大
洋
中
海

底
に
あ
る
断
頭
円
錐
形
(
頂
上
付
近
が
カ
ッ
ト
さ
れ
て
平
ら
な
)
の
海
山
。

上
部

延縄漁場「丸山出しj推定概要因

!~ 'PK 

※
堆
ま
で
の
距
離
は
石
狩
河
口
・
厚
凹
漁
港

か
ら
出
漁
し
た
当
時
の
経
験
測
(
凡
そ
)

1; 250.000 

浜主主区

i曲
港l!t田区

仙

b

m

-漁外

ρ仔
酒

九

九

ふ
/
九
守
玖

堆

・

/

ん/

持/
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は
海
の
浅
所
で
魚
が
集
り
、
漁
場
と
な
る
。
」
と
あ
る
。
日
本
海
で
有
名
な
も
の

に
大
和
堆
、
武
蔵
堆
が
あ
る
。

「
丸
山
出
し
」
の
由
来
は
定
か
で
な
い
が
、
明
治
十
六
年
(
一
八
八
三
)
新
潟

県
北
蒲
原
郡
か
ら
厚
田
村
別
狩
に
移
住
し
漁
業
を
営
ん
で
伊
藤
市
丈
が
筆
者
と
延

縄
漁
の
こ
と
で
話
し
て
い
た
際
「
オ
ラ
が
厚
田
に
来
た
こ
ろ
す
で
に
中
番
屋
の
人

が

『丸
山
出
し
』
と
い
っ
て
魚
が
い
る
場
所
だ
と
良
く
獲
り
に
行
っ
て
い
た
。
オ

ラ
遥
も
今
、
鰯
流
し
網
や
延
縄
に
行
く
」
と
訪
問
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
す

れ
ば
、
明
治
の
始
め
こ
ろ
に
は
既
に
「
丸
山
出
し
」
と
い
う
呼
び
名
が
あ
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

昭
和
初
期
(
一
九
二
六
)
か
ら
昭
和
十
三
年
(
一
九
三
八
)
ご
ろ
ま
で
、

厚
田

で
は
鯨
場
仕
事
も
一
段
落
し
た
六
月
上
旬
に
な
る
と
古
老
に
習
っ
て
若
い
者
は

「
丸
山
出
し
」
へ
の
延
縄
漁
と
操
船
、
帆
走
、
漁
拐
の
訓
練
を
兼
ね
て
出
漁
す
る

の
が
慣
例
と
な
っ
て
い
た
。

「
延
純
」
と
は
、
釣
漁
具
の

一
種
で
一
般
に
幹
地
、
枝
縄
、
浮
き
、
浮
き
縄
、

釣
針
の
各
部
よ
り
な
り
、
構
造
寸
法
は
漁
披
対
象
魚
種
に
よ
り
異
な
る
。
延
縄
の

対
象
魚
種
に
は
、
マ
グ
ロ
、
サ
ケ
マ
ス
、
ス
ケ
ト
ウ
、
タ
イ
、
サ
パ
な
ど
が
あ
り
、

魚
の
生
息
深
度
に
よ
り
浮
き
延
縄
(
マ
グ
ロ
、
サ
ケ
マ
ス
)
、
底
延
縄
(
ス
ケ
ト

ゥ
、
タ
イ
、
メ
ヌ
キ
、
ソ
イ
、
カ
レ
イ
、
ヒ
ラ
メ
)
、
中
層
延
縄
(
サ
パ
な
ど
)

の
種
類
が
あ
る
。

「
丸
山
出
し
」
で
行
な
っ
て
い
た
「
五
目
延
純
」
は
底
延
純
に
含
ま
れ
る
。
ま

た
こ
の
付
近
に
按
息
す
る
魚
種
と
し
て
は
底
魚
に
「
ソ
ウ
ハ
チ
、
ク
ロ
ガ
シ
ラ
、

カ
ス
ベ
、
ヒ
ラ
メ
、
オ
ヒ
ョ
ウ
、
ソ
イ
、
ガ
ヤ
、
ヤ
ナ
ギ
ノ
マ
イ
、
カ
ジ
カ
、
ギ

シ
カ
ジ
カ
、
マ
ガ
レ
イ
、
タ
ラ
、
ア
ブ
ラ
コ
」
が
お
り
、
中
層
魚
に
「
サ
パ
、
ホ
ッ

ケ
、
フ
グ
、
コ
マ
イ
」
な
ど
が
い
る
。

さ
て
「
明

H
も
晴
れ
て
、
あ
い
の
風
が
吹
き
、
日
和
も
い
い
ぞ
丸
山
出
し
さ
延

縄
だ
」
と
若
者
が
四
、
五
人
寄
っ
て
「
川
崎
」
を
整
備
し
延
縄
十
四
、
五
枚
持
ち

出
し
て
点
検
、
餌
の
イ
ワ
シ

一
・五

m
ほ
ど
に
切
っ
て
伎
に
清
め
る
。
動
力
の
な

い
時
代
で
あ
る
故
に
風
な
し
で
は
川
崎
に
五
丁
棺
(
小
型
で
は
三
丁
櫓
)
で
操
船

す
る
こ
と
に
な
る
。
初
夏
の
朝
ま
だ
き
(
午
前
三
時
ご
ろ
)
早
飯
を
食
べ
、
一
升

ピ
ン
に
水
を
詰
め
、
沖
弁
当
(
岡
持
ち
用
の
弁
当

・
一
日
中
沖
合
な
ど
で
漁
を
す

る
時
の
弁
当
)
を
携
え
て

「あ
ら
し
」
(
朝
方
の
出
し
胤
、
東
の
微
風
)
を
受
け
、

帆
を
上
げ
て
「
丸
山
出
し
」
目
掛
け
帆
走
を
開
始
す
る
。

川
崎
船
と
い
う
の
は
、
山
形
、
秋
田
、
新
潟
で
使
用
さ
れ
て
い
た
船
で
、
北
海

道
に
は
明
治
三
十
年
代
(
一
八
九
八
)
新
潟
県
出
身
の
漁
民
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た

と
さ
れ
る
。
主
に
青
森
県
下
北
産
の
杉
材
で
造
ら
れ
て
長
さ
七
.
五

m
l
十
二

m
、

総
ト
ン
数
一一
一ト
ン
程
度
の
帆
船
で
あ
る
。
石
狩
本
町
地
区
の
鮭
鱒
流
し
網
、
刺
し

網
で
は
不
向
き
で
あ
っ
た
が
、
厚
田
浜
益
の
鯨
刺
し
制
な
ど
に
使
用
さ
れ
た
。
こ

の
ほ
か
小
樽
高
島
、
余
市
、

古
平
、
岩
内
な
ど
の
ス
ケ
ト
ウ
延
縄
で
使
用
さ
れ
た
。

ま
た
、
石
狩
本
町
地
区
や
厚
田
の
新
潟
出
身
の
漁
師
の
問
で
は
、
昭
和
初
期
ま
で

鰯
流
し
網
や
延
縄
で
使
用
さ
れ
て
い
た
。
船
体
は
華
奮
だ
っ
た
が
水
切
り
が
良
く
、

安
定
性
に
俊
れ
始
ま
た
は
帆
に
よ
り
航
行
し
た
。
帆
走
で
は
祉
大
八
l
九
ノ
ッ
ト

(時
速
十
四
キ
ロ
か
ら
十
六
キ
ロ
)
で
走
れ
た
。
昆
布
漁
な
ど
の
磯
周
り
漁
に
は

不
向
き
だ
っ
た
が
、
船
足
が
速
く
沿
山
厚
か
ら
一
附
日
程
度
の
航
海
、
沖
合
い
漁
で

は
便
利
な
船
だ
っ
た
。
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風
の
吹
き
加
減
で
は
異
な
る
が
順
風
な
ら
約

一
時
間
半
ぐ
ら
い
で
一
丸
山
出
し
」

到
着
と
な
る
。
方
探
(
方
向
探
知
機
)
、
魚
探
(
魚
群
探
知
機
)
な
ど
な
い
こ
ろ

で
あ
り
、
「
山
立
て
」
や
潮
の
流
れ
を
見
極
め
、
流
れ
を
利
用
し
て
上
(
か
み
)

か
ら
下

(
し
も
)
へ
と
延
縄
を
投
入
す
る
。
延
縄
十
四
、
五
枚
、
全
長
約
一
.
凶

同
は
三
十
分
ほ
ど
で
張
る
こ
と
が
で
き
た
。
延
縄
の
投
入
が
終
わ
る
と
午
前
五
時

ご
ろ
と
な
る
。
延
縄
を
揚
げ
る
ま
で
三
、
四
時
間
あ
る
の
で
テ
ン
テ
ン
釣
り
を
始

め
る
。
途
中
で
糸
巻
き
に
引

っ
か
か
り
針
が
落
ち
て
い
か
ず
時
に
は
中
層
で
泳
ぐ

サ
パ
が
喰
い
つ
く
。
目
当
て
の
ソ
イ
や
ヒ
ラ
メ
が
釣
れ
ず
笑
い
も
の
に
な
る
。

「
オ
イ
、
サ
パ
を
釣
り
に
米
た
ん
で
な
い
ぞ
、
根
魚
を
釣
り
に
来
た
ん
だ
」
と
腕

の
拙
さ
を
榔
捻
し
あ
い
な
が
ら
、
操
船
談
義
に
花
を
咲
か
せ
早
目
の
昼
飯
を
食
べ
、

そ
う
こ
う
し
て
い
る
内
に
時
間
が
来
て
縦
揚
げ
を
始
め
る
。



仕
掛
け
た
延
縄
が
根
(
丸
山
出
し
)
か
ら
外
れ
て
い
な
い
か
と
憂
慮
し
な
が
ら

縄
を
手
繰
る
。
程
無
く
手
答
え
を
感
じ
、
四
、
五
キ
ロ
の
カ
ス
ベ
が
上
が
り
、
続

い
て
二
十

m
級
の
ガ
ヤ
が
釣
れ
た
。
磯
の
ガ
ヤ
は
十

m
止
ま
り
だ
が

「丸
山
出
し
」

の
は
特
別
大
き
い
。
そ
し
て
ソ
ウ
ハ
チ
と
続
き
手
繰
る
ご
と
に
次
は
な
い
か
と
期

待
が
か
か
る
。
こ
れ
が
五
日
延
縄
漁
の
醍
醐
味
で
あ
る
。
米
一
枚
分
位
揚
げ
た
ら

五
、
六
キ
ロ
の
ヒ
ラ
メ
が
掛
っ
て
い
て

一
同
大
喜
び
。
次
に
ヤ
マ
ギ
ノ
マ
イ
、
カ

ジ
カ
な
ど
が
掛
か
る
。
な
お
も
手
繰
っ
て
行
く
と
根
掛
り
で
も
し
た
よ
う
に
縄
が

重
く
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
水
中
で
も
が
く
白
い
姿
が
見
え
始
め
た
。
ヒ
ラ
メ
の
大

き
い
の
か
と
期
待
し
て
元
糸
を
手
に
巻
き
つ
け
な
が
ら
力
を
入
れ
て
引
く
と
二
十

キ
ロ
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
オ
ヒ
ョ
ウ
だ
っ
た
、
オ
ヒ
ョ
ウ
は
カ
レ
イ
目
カ
レ

イ
科
の
大
形
魚
で
ス
ケ
ト
ウ
や
カ
ジ
カ
を
食
べ
る
、
普
通
体
長

一
/
二

m
で
大
き

な
も
の
に
な
る
と
三

m
を
超
え
る
も
の
が
い
る
。

「丸
山
出
し
」
で
は
こ
の
位
の
オ
ヒ
ョ
ウ
は
小
さ
い
方
で
「
刺
身
」
は
大
き
く

な
る
と
ヒ
ラ
メ
に
は
負
け
る
が
二
三
キ
ロ
の
も
の
で
は
ヒ
ラ
メ
に
劣
ら
ず
美
味
で

あ
る
。
昭
和
田
十
九
年

(一

九
七
四
)
苫
前
沖
で
雌
、

三
十
三
歳
、
体
長
二
・七

m
、
体
重
二
百
二
十
キ
ロ
の
記
録
が
あ
り
、
石
狩
で
も
昭
和
十
二
年
(
一
九
三
七
)
、

吉
田
漁
業
部
の
定
置
網
に
雌
、
年
齢
不
明
。
体
長
一

・
八

m
体
重
二
十
二
・
五
キ

ロ
の
ヒ
ラ
メ
が
揚
が
っ
た
の
を
石
狩
漁
業
協
同
組
合
出
荷
場
で
筆
者
が
見
て
い
る
。

網
を
手
繰
る
こ
と
凡
そ
二
時
間
で
ソ
ウ
ハ
チ
三
十
尾
、
カ
ス
ベ
二
十
尾
、
ク
ロ

ガ
シ
ラ
八
尾
、
マ
ガ
レ
イ
三
尾
、
ソ
イ

(
マ
ゾ
イ
)
十
二
尾
、
ヤ
ナ
ギ
ノ
マ
イ
七
、

八
尾
、
ガ
ヤ
二
十
三
尾
、
ヒ
ラ
メ
八
尾
、
オ
ヒ
ョ
ウ

一
尾
の
漁
獲
が
あ
っ
た
と
記

憶
し
て
い
る
。

「丸
山
出
し
」
で
も
は
ず
れ
る
と
釣
果
は
皆
無
と
い
う
こ
と
も
あ

る
。
そ
ん
な
時
に
は
、
古
老
や
綱
元
、
親
方
に

「ま
だ
ま
だ
修
行
が
足
り
な
い
」

を
た
し
な
め
ら
れ
こ
と
に
な
る
。
綱
(
な
わ
)
揚
げ
が
終
わ

っ
た
こ
ろ
、
あ
い
の

風
が
吹
き
始
め
そ
れ
に
乗
じ
て
帰
る
。
こ
の
途
中
、
「
丸
山
出
し
」
を
目
指
す

「鰯
流
し
網
」
に
向
か
う
川
崎
船
と
す
れ
違
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
し
た
光
最
は

当
時
の
初
夏
の
風
物
詩
の

一
つ
だ
っ
た
。
こ
の
訓
練
で
は
取
れ
た
魚
は
豊
漁
で
あ

れ
ば
村
内
で
販
売
す
る
が
、
先
に
上
げ
た
ほ
ど
の
漁
で
は
乗
組
員
一
同
で
分
配
し、

オ
ヒ
ョ
ウ
、
ヒ
ラ
メ
は

一
同
の
晩
餐
の
糧
と
な
っ
た
。
こ
の
魚
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家

で
処
理
す
る
。
例
え
ば
カ
ス
ベ
は
左
右
の
胸
び
れ
を
干
物
に
し
、
ま
た
ソ
ウ
ハ
チ

も
干
物
と
し
て
家
々
の
軒
下
に
吊
る
し
乾
燥
す
る
。
村
内
で
こ
の
よ
う
な
も
の
を

干
し
て
あ
る
家
は
ほ
と
ん
ど
が

「丸
山
出
し
」
の

「五
目
延
縄
」
に
出
漁
し
た
家

だ
っ
た
。
干
物
ほ
と
ん
ど
は
保
存
食
で
あ
る
が
乾
燥
後
、
子
供
達
は
浜
辺
の
玉
石

の
上
で
叩
い
て
お
八
つ
と
し
て
食
べ
た
。
ま
た
ソ
ウ
ハ
チ
の
卵
は
、
塩
漬
け
に
し

て

一
ヵ
月
位
し
た
ら
麹
や
南
蛮
を
入
れ
発
酵
さ
せ
て
「
切
り
込
み
」
に
し
て
食
べ

た
。
物
の
な
い
時
代
で
は
そ
れ
も
美
味
し
く
重
宝
な
食
べ
物
の

一
つ
だ
っ
た
。
冷

凍
庫
も
な
い
時
代
で
あ
る
か
ら
、
自
家
消
費
で
き
な
い
余
分
の
ソ
イ、

ガ
ヤ
、
ヤ

ナ
ギ
ノ
マ
イ
な
ど
は
隣
近
所
や
縁
者
に
配
っ
た
も
の
で
あ
る
。
近
年
ヤ
マ
ギ
ノ
マ

イ
は
高
級
魚
の
仲
間
入
り
を
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

当
時
は
ソ
イ
の
五

分
の

一
程
度
の
値
段
で

「ひ
と
山
い
く
ら
」
の
あ
ま
り
見
向
き
も
さ
れ
な
い
魚
だ
っ

た。
「丸
山
出
し
」
は
練
不
漁
の
年
、
厚
田
で
は
恵
み
の
好
漁
場
と
な
っ
て
い
た
。

近
年
こ
の
場
所
は
、
漁
業
者
ば
か
り
で
な
く
釣
り
人
に
も
知
ら
れ
、
小
樽
、
石
狩
、

厚
田
、
浜
益
か
ら
四
季
を
問
わ
ず

「船
釣
り
」
の
メ

ッ
カ
と
な
っ
て
い
る
。
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厚
田
ハ
タ
ハ
タ

・
寄
り
ブ
リ
コ

吉
岡
玉
吉

厚
田
ハ
タ
ハ
タ

ハ
タ
ハ
タ
は
普
段
は
水
深
百
五
十
メ
ー
ト
ル
か
ら
五
百
メ
ー
ト
ル
の
底
質
が
砂

泥
の
比
較
的
深
い
所
に
住
ん
で
い
る
が
、
産
卵
期
に
な
る
と
岸
辺
に
寄
っ
て
き
て

藻
場
で
産
卵
す
る
。
本
道
で
は
、
日
本
海
沿
岸
、
東
部
の
網
走
、
根
室
、
厚
岸
。

南
部
の
噴
火
湾
な
ど
で
獲
れ
る
が
、
と
く
に
厚
田
沖
で
獲
れ
る
ハ
タ
ハ
タ
は
「
厚

田
ハ
タ
ハ
タ
」
と
呼
ば
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
物
だ
。
漁
期
は
十

一
月
中
旬
か
ら
十
二
月

中
旬
の

一
ヶ
月
程
度
と
極
め
て
短
期
間
で
あ
る
が
、
冬
の
到
来
を
告
げ
る
魚
と
し

て
知
ら
れ
る
。

漁
期
が
短
期
間
で
あ
り
、
時
化
の
時
期
で
あ
る
た
め
浮
沈
が
激
し
く
不
安
定
で

危
険
な
漁
で
あ
る
。
昭
和
初
期
か
ら
十
年
代
ま
で
は
豊
漁
だ
っ
た
が
、
次
第
に
不

漁
と
な
り
昭
和
六
十
年
ご
ろ
か
ら
平
成
十
三
年
ご
ろ
に
か
け
て
数
ト
ン
か
ら
数
十

ト
ン
と
振
る
わ
な
か
っ
た
っ
た
が
、
近
年
で
は
資
源
保
護
意
識
も
功
を
奏
し
つ
つ

あ
り
百
ト
ン
の
大
台
を
超
え
る
年
も
出
て
き
て
い
る
。
漁
法
は
小
型
定
置
網
、
刺

し
網
の
二
種
類
で
い
ず
れ
も
小
規
模
の
沿
岸
漁
業
で
あ
る
。

ハ
タ
ハ
タ
は
ス
ズ
キ
目
ハ
タ
ハ
タ
科
の
魚
で
婦
、
鱈
、
雷
魚
、
燭
魚
な
ど
と
書

き
、
本
道
、
秋
田
で
は
ハ
タ
ハ
タ
、
東
北
で
は
カ
ミ
ナ
リ
ウ
オ
、
新
潟
で
は
シ
マ

ア
ジ
、
京
都
で
オ
キ
ア
ジ
と
い
う
。
ち
な
み
に
ア
イ
ヌ
語
で
は
パ
タ
パ
夕
、
オ
タ

ス
イ
コ
ル
、
ヤ
ン
チ
ポ
ル
と
い
う
そ
う
だ
。

ハ
タ
ハ
タ
の
体
の
特
徴
は
ウ
ロ
コ
や
側
線
が
な
く
口
が
大
き
く
、
偲
蓋
に
五
本
の

鋭
い
材
料
を
も
っ
。

体
色
は
背
側
が
黄
褐
色
で
不
定
形
の
濃
く
褐
色
の
斑
点
、
腹
側

は
銀
白
色
を
し
て
い
る
。
雌
が
大
き
く
、

雄
は
小
形
で
あ
る
。

寄
り
ブ
リ
コ

と
こ
ろ
で
ハ
タ
ハ
タ
の
卵
を
「
ブ
リ
コ
」
と
い
う
が
、
大
体
大
き
さ
は
四
l
五

m
で
ボ

l
ル
状
に
な
っ
て
い
る
。
産
卵
は
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
や
ツ
ノ
マ
タ
な
ど
の
海
草

に
行
な
わ
れ
る
が
卵
は
生
み
出
さ
れ
て
数
十
秒
海
水
に
触
れ
る
と
粘
着
物
質
が
溶

け
て
固
化
す
る
。
プ
リ
コ
と
い
う
名
は
「
振
り
子
」
か
ら
き
て
い
る
と
い
う
説
も

あ
る
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
海
が
時
化
る
と
波
に
よ
っ
て
卵
塊
の
付
着
し
た

海
草
が
ち
ぎ
れ
海
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
が
「
寄
り
ブ
リ
コ
」
で
あ
る
。

打
ち
あ
が
る
海
岸
は
、
嶺
泊
か
ら
古
田
の
問
、
押
琴
、
小
谷
、

青
島
の
前
浜
、
山

下
の
沢
か
ら
別
狩
、
本
村
(仲
番
屋
、
現
漁
港
)
か
ら
崎
番
屋
、
ポ
ン
ピ
ラ
、
安
瀬
、

濃
昼
な
ど
の
浜
で
特
に
多
い
の
は
嶺
泊
か
ら
ポ
ン
ピ
ラ
に
か
け
て
で
あ
っ
た
。
時

化
が
凪
ぐ
夕
方
や
朝
方
の
潮
廻
り
で
渚
に
五
十
l
百
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
に
、
多
い

と
き
は
海
藻
屑
と
と
も
に
こ
、
三
十
セ
ン
チ
の
厚
さ
で
堆
積
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

自
然
の
摂
理
と
い
う
か
、

漂
流
物
は
時
化
の
後
、
凪
を
目
指
し
て
岸
に
寄
り
、

時
化
始
め
に
漂
流
物
や
砂
利
な
ど
が
潮
と
波
に
さ
ら
わ
れ
る
の
が
常
で
あ
る
。
従
っ

て
打
ち
上
げ
ら
れ
た
ブ
リ
コ
も
二
、
三
日
渚
で
晒
さ
れ
て
い
て
も
次
の
時
化
に
は

波
に
さ
ら
わ
れ
て
行
く
。
プ
リ
コ
の
皮
は
硬
く
丈
夫
で
打
ち
寄
せ
ら
れ
て
も
破
れ

る
こ
と
は
な
い
。
渚
に
寄
る
こ
と
を
繰
り
返
す
こ
と
は
ふ
化
率
を
高
め
る
の
で
は

な
い
か
と
も
い
わ
れ
て
い
た
。

寄
り
ブ
リ
コ
は
、
産
卵
し
て
か
ら
四
、
五
日
目
の
時
化
で
前
浜
に
打
ち
あ
が
る
。

人
々
は
そ
れ
見
越
し
て
手
簡
を
持
っ
て
「
ブ
リ
コ
拾
い
」
に
行
く
。
今
日
で
は
資

源
保
護
の
た
め
に、

ブ
リ
コ
拾
い
は
禁
止
と
な
っ
て
い
る
。
当
時
は
そ
ん
な
こ
と

も
な
く
、
多
い
と
き
に
は
十
メ
ー
ト
ル
と
行
か
な
い
う
ち
に
箆
は

一
杯
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
た
。
昭
和
初
期
の
豊
漁
期
で
は
カ
マ
ス
に

一
杯
拾
っ
て
も
誰
も
文
句
を

言
う
人
は
い
な
か
っ
た
。
ま
た
ブ
リ
コ
拾
い
を
商
売
に
す
る
人
も
い
な
か

っ
た
。

拾
っ
て
も
近
所
に
配
っ
た
り、

小
樽
や
石
狩
の
知
人
、

親
戚
に
送
る
程
度
で
あ
っ

た
。
プ
リ
コ
は
拾
っ
て
湯
が
い
て
食
べ
る
。

プ
リ
コ
の
色
は
褐
色
、

青
、
赤
み
を
帯
び
る
も
の
な
ど
色
と
り
ど
り
で
、
近
年

で
は

「
冬
の
浜
を
彩
る
宝
石
」
と
マ
ス
コ
ミ
で
取
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

石
狩
地
区
水
産
技
術
普
及
指
導
部
で
回
収
、
人
工
ふ
化
事
業
に
利
用
す
る
た
め
い

た
ず
ら
に
拾
う
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
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食
べ
物
の
な
い
時
代
で
は
ブ
リ
コ
は
子
供
お
や
つ
だ
っ
た
。
当
時
、
凪
の
朝
、

厚
田
村
の
人
々
は

「
明
日
の
朝
は
ブ
リ
コ
浜
さ
寄
る
ぞ
」
と
い
っ
て
、
朝
は
こ
ぞ
っ

て
浜
に
出
か
け
た
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
十
二
月
の
末
か
ら
年
が
明
け
る
こ
ろ
に

な
っ
た
「
寄
り
ブ
リ
コ
」
は
卵
の
な
か
で
仔
魚
が
ふ
化
寸
前
で
動
く
の
が
見
え
る
。

こ
の
こ
ろ
の
ブ
リ
コ
は
格
別
に
味
が
出
て
美
味
い
と
感
じ
ら
れ
る
。

ブ
リ
コ
を
食
べ
る

ブ
リ
コ
は
皮
が
丈
夫
で
チ
ヨ
ッ
ト
ヤ
ソ
ッ
ト
で
は
噛
み
切
れ
な
い
。
良
く
煮
え

た
も
の
は
、
相
当
歯
の
丈
夫
な
人
で
も
顎
が
痛
く
な
る
ほ
ど
で
あ
る
。
人
々
は

「
ブ
リ
コ
は
美
味
い
」
と
い
う
が
、
煮
た
ブ
リ
コ
は
固
く
、
身
と

一
緒
に
食
べ
る

か
ら
こ
そ
美
味
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ハ
タ
ハ
タ
の
身
は
雌
よ
り
、
雄
の

ほ
う
が
旨
い
。
特
に
そ
の
こ
と
が
分
る
の
が
一
夜
干
し
の
場
合
で
あ
る
。

ブ
リ
コ
は
煮
る
と
茄
で
る
の
で
は
な
く
、
「
湯
通
し
」
の
一
寸
進
ん
だ
程
度
が

こ
ろ
あ
い
だ
と
思
う
。
「寄
り
ブ
リ
コ
」
を
水
洗
い
し
て
熱
湯
(塩
茄
で
、
醤
油
茄

で
、
い
ず
れ
も
見
布
だ
し
)
が
た
ぎ
っ
た
と
こ
ろ
に
入
れ
、
色
が
変
わ
っ
た
ら
直

ぐ
上
げ
る
の
が
コ
ツ
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
茄
で
な
く
と
も
食
べ
る
こ
と
は
可
能
だ
。

昭
和
十
年
(
一
九
三
五
)
頃
、
ブ
リ
コ
独
自
の
料
理
法
は
な
く
、

専
ら
「
塩
茄

で
」
「
醤
油
茄
で
」
だ
け
だ
っ
た
。
石
狩
本
町
地
区
の
人
々
で
わ
ざ
わ
ざ
ブ
リ
コ

拾
い
に
行
く
人
は
い
な
か
っ
た
。
そ
の
わ
け
は
厚
田
か
ら
石
狩
に
嫁
い
で
い
る
家

や
知
り
合
い
の
あ
る
人
の
家
に
は
、
時
期
に
な
る
と
カ
マ
ス
入
り
の
プ
リ
コ
が
逓

送
の
馬
援
で
送
ら
れ
て
来
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
を
隣
近
所
に
分
け
ブ
リ

コ
の
味
を
楽
し
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
ほ
ど
良
く
茄
で
上
が
っ
た
も
の
を
、
そ
の
ま

ま
醤
る
の
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
が
、
プ
リ
コ
球
を
四
つ
く
ら
い
に
ち
ぎ
っ
て
口
に
入

れ
て
留
る
と
プ
チ
プ
チ
と
音
が
す
る
。
若
く
歯
の
丈
夫
な
人
は
半
分
く
ら
い
に
ち

ぎ
っ
て
口
に
放
り
込
む
、
す
る
と
カ
リ
カ
リ
と
側
に
い
る
と
小
気
味
良
い
音
が
聞

こ
え
る
。
こ
う
し
て
茄
で
ブ
リ
コ
を
噛
み
な
が
ら
四
方
山
話
に
花
を
咲
か
せ
た
も

の
で
あ
る
。
ブ
リ
コ
は
噛
ん
で
中
身
の
汁
だ
け
食
べ
る
。
卵
の
皮
は
固
い
の
で
吐

き
出
す
。

先
に
の
べ
た
と
お
り
、
と
く
に
美
味
い
と
感
じ
る
の
は
十
二
月
か
ら
正
月
の
ふ

化
し
か
け
の
ブ
リ
コ
は
、
浜
で
育
っ
た
人
で
な
け
れ
ば
味
わ
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

ハ
タ
ハ
タ
料
理

ブ
リ
コ
の
親
、
ハ
タ
ハ
タ
は
昔
か
ら

「
馬
の
鼻
息
で
も
煮
え
る
」

と
い
わ
れ
る

ほ
ど
煮
え
易
い
魚
で
あ
る
。
食
べ
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
や
は
り
第
一

位
は

一
夜
干
し
の
姿
焼
き
で
あ
ろ
う
。
甘
塩
で
ヨ
モ
ギ
の
枯
れ
た
茎
に
通
し
て
目
刺
の

よ
う
に
し
て
干
す
。
第
二
位
は
飯
鮪
だ
と
思
う
。
厚
田
や
石
狩
で
は
昭
和
初
期
か

ら
食
べ
ら
れ
て
お
り
、

一
緒
に
漬
か
っ
た
ブ
リ
コ
も
美
味
し
い
。
第
三
位
は
三
平

汁
。
こ
れ
は
生
で
も
塩
し
た
も
の
で
も
可
能
で
あ
る
が
、
ブ
リ
コ
が
固
い
の
に
変

わ
り
な
く
、

厚
田
や
石
狩
の
子
供
達
は
大
抵
食
べ
ず
に
取
り
除
い
た
も
の
で
あ
る
。

第
四
位
田
楽
。
こ
れ
は
生
で
素
焼
き
の
ハ
タ
ハ
タ
に
酢
味
噌
な
ど
を
塗
っ
て
食
べ

る
も
の
で
、
当
時
と
し
て
は
料
理
と
し
て
は
高
級
な
方
だ
っ
た
。
第
五
位
は
粕
漬

け
だ
と
思
う
。

近
年
、
ハ
タ
ハ
タ
は
減
少
の

一
途
を
た
ど

っ
て
お
り
、
そ
の
卵
塊
で
あ
る
ブ
リ

コ
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な

っ
て
き
た
。
か
つ
て
は
ハ
タ
ハ
タ
、
ブ

リ
コ
は
、
石
狩
・
厚
田
の
冬
を
告
げ
る
魚
と
し
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

で
あ
り
、
寄
り
ブ
リ
コ
拾
い
も
初
冬
の
風
物
詩
で
あ
り
、
浜
の
忘
れ
ら
れ
な
い
情

景
の
一
こ
ま
だ
っ
た
。

参
考
文
献

『
新
北
の
さ
か
な
た
ち
』
二

O
O
三

上
田
幸
吉
ほ
か
編
、
「
ア
イ
ヌ
語
辞
典
』

二
O

O
二

菅
一野
茂
編
、

『
厚
田
浜
鮒
漁
回
顧
』
学
習
シ
リ
ー
ズ
第

三

一号

吉
岡
玉
吉
、

『水
産
百
科
事
典
』

一
九
七
二

海
文
堂
、

『あ
っ
た
の
歩
み
」
二

0

0
二

石

狩
市
厚
田
区
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石
狩
小
学
校
、
花
川
小
学
校
の
開
校
と
統
廃
合
の
経
緯

安
井
滋
子

旧
石
狩
市
の
学
校
の
始
ま
り
は
、
安
政
五
年

(
一
八
五
八
)
設
け
ら
れ
た
「
教

導
館
(
き
ょ
う
ど
う
か
ん
こ
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
石
狩
役
所
の
武
芸
お
よ

び
学
問
の
学
校
で
あ
り
、
一

般
人
が
学
べ
た
か
ど
う
か
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
当

時
、
石
狩
に
は
百
戸
を
越
え
る
家
が
あ
っ
た
と
さ
れ
村
並
で
あ
り
寺
子
屋
な
ど
何

ら
か
の
子
弟
教
育
も
始
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
が
詳
細
は
不
明

で
あ
る
。
我
が
国
の
近
代
教
育
は
明
治
五
年
七
月
の
学
制
か
ら
始
ま
る
。
こ
れ
に

伴
う
太
政
官
布
告
で
は
「
邑
に
不
学
の
戸
な
く、

家
に
不
学
の
人
な
か
ら
ん
こ
と

を
期
す
る
」
と
そ
の
決
意
を
述
べ
て
い
る
。

本
稿
で
は
明
治
初
期
か
ら
の
石
狩
市
の
教
育
の
歴
史
、っ
ち
旧
石
狩
市
の
学
校
の
変

選
に
つ
い
て
ま
と
め
る
こ
と
に
す
る
。
旧
石
狩
市
の
学
校
の
大
元
は
明
治
6
年
の

「石
狩
教
育
所
」
と
「
花
畔
教
育
所
」
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
が
母
体
と
な
っ
て
各
地
区
の
学
校
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
北
海
道

大
学
図
古
館
蔵
の
河
野
常
吉
に
よ
る
「
石
狩
場
所
札
幌
市
街
石
狩
町
資
料
」

に
よ
る
石
狩
本
町
地
区
の
教
育
に
関
す
る
聞
き
取
り
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
一
学
校
開
拓
使
ノ
初
頃
永
嶋
玄
蔵
ナ
ル
モ
ノ
寺
子
屋
ヲ
始
メ
読
吉
習
字

等
ヲ
教
フ
。
明
治
八
年
二
月
船
場
町
小
林
熊
次
郎
ナ
ル
モ
ノ
私
宅
ヲ
仮
用
シ
テ
教

育
所
ヲ
開
ク
。
当
別
移
民
地
問
目
貫

一
郎
ヲ
一庭
ヒ
教
育
所
ヲ
設
ク
。
弁
天
町
五
番
地

大
瀧
林
平
其
地
所
ト
家
ト
ヲ
献
納
シ
テ
校
舎
ニ
先
ツ
(
大
瀧
ハ
此
時
他
ヘ
移
転
ニ

付
献
納
価
百
円
)。

次
テ
能
量
寺
住
職
ノ
婿
里
坂
大
法
教
員
ト
ナ
ル
。
十
三
年
五

月
石
狩
学
校
ト
改
称
。
十
四
年
校
舎
焼
失
シ
テ
後
、
今
ノ
地
ニ
移
ル
。
後
、
今
ノ

地
ニ
移
ル
。
止
里
坂
大
法
止
メ
添
田
源
五
郎
来
タ
リ
教
員
ト
ナ
ル
。
井
尻
半
左
エ

門
金
百
円
ヲ
献
納
ス
」
と
な
っ
て
お
り
明
治
初
期
か
ら
明
治
十
二
年
頃
ま
で
の
石

狩
小
学
校
の
変
造
が
窺
わ
れ
る
。

ま
た
明
治
十
九
年
頃
の
石
狩
小
学
校
の
授
業
時
間
は
三
時
間
で
あ
り
、
科
目
は

「
読
書
、
作
文
、
修
司
、
算
術
、
実
業
演
習
、
裁
縫
」
が
あ

っ
た
と
い
う
。
当
時

学
期
は
九
月

一
日
か
ら
翌
年
の
八
月
一二
十

一
日
と
さ
れ
休
業
日
は
千
歳
小
学
校
の

例
で
あ
る
が
「
日
曜
日
秋
季
皇
霊
祭

神
嘗

祭

天

長

節

新

嘗

祭

歳

末

祭

始

(
十
二
月
二
十
五
日
か
ら

一
月
十
日
)
孝
明
天
皇
祭

紀
元
節
春
季
皇
霊
祭

神
武
天
皇
祭
札
幌
神
社
祭

夏

季

休
業

(
八
月

一
日
か
ら
八
月
三
十

一
日
)」

で
あ
り
、
他
で
も
ほ
ぼ
同
様
だ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
二
十
六
年
の
石
狩
尋

常
小
学
校
の
卒
業
式
の
様
子
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

「
卒
業
式
は
大
試
験
を
終

え
て
か
ら
実
施
さ
れ
、
七
月
二
十
九
日、

夏
の
暑
い
盛
り
で
あ
っ
た
。
卒
業
式
に

は
学
芸
品
の
陳
列
が
行
な
わ
れ
、
大
試
験
の
問
題
案
や
、
生
徒
の
成
績
物
(
習
字
、

作
文
、
地
迎
、
歴
史
、
理
科
の
答
紙
、
図
画
)
な
ど
が
並
べ
ら
れ
た
。
式
場
は
運

動
場
が
あ
て
ら
れ
、
正
面
に
聖
影
及
び
勅
語
を
奉
置
し
、
紫
幕
を
以
て
奉
蔽
上
に

国
旗
を
前
に
紅
白
の
時
花
を
飾
り
、
そ
の
他
の
飾
り
つ
け
は
消
浄
と
荘
厳
と
に
注

意
し
た
。
定
刻
に
及
ぶ
頃
に
は
、
町
村
吏
、
総
代
、
生
徒
、
父
兄
及
び
市
中
の
主

だ
っ
た
者
が
参
観
し
、
殊
に
案
内
し
た
既
卒
者
は
溢
れ
ん
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
女

生
徒
唱
歌
に
和
し
て
遊
戯
し
、
次
い
で
男
生
徒
は
草
軽
軽
装
で
丘
ハ
式
体
操
を
演
習

し
た
。
中
で
も
婦
人
の
来
観
が
多
か
っ
た
の
は
非
常
に
珍
し
く
満
足
す
べ
き
卒
業

式
で
あ
っ
た
。
」
(
石
狩
教
育
史
一
九
八
O
)

明
治
三
十
二
一年
以
前
の
小
学
校
の
運
営
は
、
授
業
料
、
寄
付
金
及
び
市
町
村
費

が
当
て
ら
れ
て
い
た
が
同
年
八
月
の
小
学
校
令
の
改
定
に
よ
り
授
業
料
が
原
則
廃

止
と
な
っ
た
。
ま
た
尋
常
小
学
校
の
修
業
年
限
も
四
年
制
に
統
一

し、

高
等
小
学

校
は
二
年
、
三
年
ま
た
は
四
年
と
な
っ
た
。
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石
狩
小
学
校

石
狩
町
誌
に
よ
る
石
狩
小
学
校
の
沿
革
に
つ

い
て
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。
「
明
治
四
年
二
月、

有
志
者
の
配
慮
に
よ
り
、

弁
天
町
の
借
用
民
家
で
能
量

寺
住
職
が
一
一十
余
名
に
読
書
、
習
字
な
ど
を
教
え
た
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う

な
背
最
が
あ

っ
て
明
治
六
年
六
月
二
十
五
日
に

『公
立
石
狩
教
育
所
」
が
設
立
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
こ
の

「公
立
石
狩
教
育
所
」
は
明
治
十
二
年
に

『公
立
石
狩
学



校
」
と
改
称
さ
れ
、
明
治
十
九
年
六
月
二
十
日
に
は

『若
生
分
校
』
が
設
け
ら
れ

た
。
又
、
『
公
立
石
狩
学
校
』
は
明
治
二
十
八
年
に

『
石
狩
尋
常
高
等
小
学
校
』

と
さ
れ
、
こ
れ
に
明
治
三
十
年

『石
狩
水
産
補
習
学
校
』
(
全
道
初
の
補
習
学
校
)

が
併
置
さ
れ
、
明
治
三
十
二
年
八
月
二
十
日
に

『高
岡
分
校

(
分
教
場
?
)
』
が

設
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
明
治
三
十
八
年
四
月
に
は
『
石
狩
商
業
補
習
学
校
』
が

併
置
と
な
り
(
明
治
三
十
五
年
の
道
聴
令
二

一五
号

『
実
業
補
習
学
校
規
定
実
施

方
法
」
に
も
と
づ
く
)
、
明
治
四
十
一

年
に
『
発
泉
分
教
場
』
が
設
置
さ
れ
た
。

大
正
期
に
入
つ
て
は
十
二
年
四
月

一
日
に
『
若
生
分
校
』
が

「石
狩
尋
常
高
等

小
学
校
』
か
ら
分
離
独
立
し
、
大
正
十
五
年
に

『
石
狩
青
年
訓
練
所
』
が
併
置
さ

れ
て
い
る
。
昭
和
期
に
入
る
と
、
五
年
に
『
石
狩
実
業
補
習
学
校
』
、十
一
年
に

『
青
年
訓
練
所
』
に
代
わ
る
『
青
年
学
校
」
が
併
置
さ
れ
、
昭
和
十
六
年
に

『石

狩
国
民
学
校
』

、昭
和
二
十
二
年
に
『
石
狩
小
学
校
」
と
改
称
さ
れ
、
昭
和
三
十

一
年
に
全
道
初
の
円
形
校
舎
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
」
(
石
狩
町
誌
下
巻
)

平
成
八
年
九
月
市
制
施
行
に
よ
り

『石
狩
市
立
石
狩
小
学
校
』
と
改
称
さ
れ
、

平
成
十
五
年
十
一

月
に
は
開
校

二
ニ
O
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
て
い
る
。

平
成
二
十
年
で
二
二
五
年
目
を
迎
え
て
い
る
。

花
川
小
学
校

石
狩
町
誌
に
よ
る
と
花
川
小
学
校
の
沿
革
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。
「
明
治
六
年
四
月
八
日
に

『花
畔
教
育
所
』
と
し
て
開
か
れ
、

明
治
十
五
年

六
月
に

『
石
狩
学
校
花
畔
学
校
』
、
翌
十
六
年
五
月
に

『
花
畔
学
校
』
、
明
治
二
十

四
年
四
月
に

『花
畔
小
学
校
』
、
明
治
二
十
八
年
四
月
に
『
花
畔
尋
常
小
学
校
』

と
改
称
さ
れ
た
。
ま
た
、
明
治
三
十

一
年
四
月
に
は
補
習
科
が
設
け
ら
れ
、
翌
三

十
三
年

一
月
に

『志
美
分
校
』
が
設
置
さ
れ
、
翌
=
一十
四
年
四
月
に
『
志
美
分
校
』

が

『
志
美
分
教
場
』
と
改
め
ら
れ
、
そ
れ
が
明
治
コ
一十
五
年
四
月

一
日
に

『志
美

尋
常
小
学
校
』
と
し
て
独
立
し
た
。
更
に
、
明
治
三
十
五
年
十
月
二
十
日
に
は
、

『南
親
分
教
場
』
と

『樽
川
簡
易
教
育
所
」
が
付
設
さ
れ
、
三
十
七
年
六
月
に
高

等
科
が
設
け
ら
れ
、
同
年
八
月
に

『花
川
尋
常
高
等
小
学
校
』
と
改
称
さ
れ
た
。

こ
の
後
、
明
治
三
十
九
年
四
月
に
「
南
線
分
教
場
』
が

『南
線
尋
常
小
学
校
』
と

し
て
独
立
し
、
明
治
四
十

一
年
に
志
美

・
樽
川
・

南
線
の
各
所
が
本
校
の
分
教
場

と
さ
れ
、
明
治
四
十
五
年
六
月
に
な
っ
て

『樽
川
分
教
場
』
が
『
樽
川
尋
常
小
学

校
」
と
し
て
独
立
し
た
。

大
正
十
五
年
七
月
に

『
青
年
訓
練
所
」
が
併
置
さ
れ
、
昭
和
四
年
四
月
に

『志

美
分
教
場
』
が
『
志
美
尋
常
小
学
校
』
と
な
っ
て
い
る
。
五
年
十
二
月
に

「実
業

補
習
学
校
』
が
併
置
さ
れ
、
十
年
に
「
青
年
訓
練
所
』
が
廃
止
さ
れ
て

『花
川
青

年
学
校
』
の
併
置
と
な
っ
た
。
更
に
、
昭
和
十
六
年
四
月
に

『花
川
国
民
学
校
』
、

昭
和
二
十
二
年
四
月
に
は

『花
川
小
学
校
』
と
改
称
さ
れ
、
昭
和
五
十
二
年
四
月

『若
葉
小
学
校
」
へ
の
分
離
が
な
さ
れ
、
翌
五
十
三
一年
四
月
に

『志
美
小
学
校
』

の
閉
校
に
伴
う
本
校
へ
の
統
合
が
な
さ
れ
て
い
る
。
」
(石
狩
町
誌
下
巻
)

平
成
八
年
九
月
市
制
施
行
に
よ
り
『
石
狩
市
立
花
川
小
学
校
』
と
改
称
さ
れ
て

い
る
。
平
成
十
五
年
四
月

一
日

「緑
苑
台
小
学
校
』
へ
の
分
離
が
な
さ
れ
、
同
年

十

一
月
十
五
日
に
は
開
校
百
三
十
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
て
い
る
。

平
成
二
十
年
で
百
三
十
五
年
目
を
迎
え
て
い
る
。

引
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考
文
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い
し
か
り
暦
(
創
刊
号
か
ら
第
幻
号
ま
で
)

の
総
目
次

石
橋
孝
夫
編

い

し

か

り

暦

創
刊
号

3
8

(昭
和
田
)
年

8
月

題

字

花

田

知

也

口

絵

昭

和
凶
年

4
月

斗

金
山
造
林
地
右
端
筆
者
(
ポ
プ
ラ
の
話
、
密
漁
の

話
)
/
鮭
皮
の
ケ
リ
(
下
津
初
太
郎
氏
寄
贈
)
/
ケ
リ
の
底
の
部
分
す
べ

り
止
め

(
郷
土
資
料
紹
介
1
)

発
刊
に
あ
た

っ

て

会

長

ポ
プ
ラ
の
話
、
密
漁
の
話

生
振
古
老
物
語

花
川
南
、

北
地
区
の
開
発
と
郷
土
資
料
館
の
建
設

第
l
回
国
勢
調
査
か
ら

石
狩
町
花
川
南
地
区
(
「
通
称
」
新
札
幌
同
地
)

保
安
林
に
生
息
す
る
野
生
鳥
類
に
つ
い
て

石
狩
町
山
茶
摘
記

若
林
治
作
翁
附
品
川
H

(一
迫
称
)
新
札
幌
団
地
開
発
史
年
表
杭

郷
土
資
料
紹
介
1

|
鮭
皮
の
ケ
リ
に
つ
い
て

入
会
案
内

-∞
∞
-

(
昭
和
田
)
年

3
月

い

し

か

り

暦

第

2
号

挿
画
鈴
木
ト
ミ
ヱ

出
産
費
用
の
こ
と
な
ど

鯨
坊
山
稼
ぎ
の
頃
の
こ
と

思
い
出
す
ま
ま
に

子
供
に
聞
か
せ
る
石
狩
町
の
昔
話
H
南
線
地
区
H

花
田
知
也

p
l

小

西

茂

P
2
l
p
7

前
川
道
克

P
7
l
p
m

福
田
佐
市

p
m
l

p
u

金
子
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久

p
u
l
p口
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田
中
山
口

p
凶

l
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沖
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久

P
幻
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貨
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橋
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円
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井
秀
子
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l
J
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1
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l
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1
p
m

子

供

の

頃

の

思

い

出

金

子

仲
久

p
m
l
p
u
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l

p
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井
尻
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目
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長
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l
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供
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町
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E
花
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l
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n
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橋
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号
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編
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え
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か
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暦

志
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(昭
和
日

)
2
月

ご
あ
い
さ
つ

会
長

花
畔
古
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昔
語
り
|
尾
田
ア
サ
ヨ
さ
ん
の
巻
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花
畔
団
地
“
の
野
鳥
に
つ
い
て

昔
の
物
の
値
段

果
樹
栽
培
の
奨
励

鮭
と
錬
の
昔
話

石
狩
平
野
の
維
を
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ぐ
っ
て

生
振
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語
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地
区
(
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p目

黒
田
品
子

p
日
l
p
目

前
川
道
究

p
凶

l
p
m

の
背
と
今
|
阿
部
亘
利
さ
ん
に
聞
く
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石
狩
町
の
町
村
名

昭
和
五
十
八
年
度

駒
井
秀
子

P
幻

l
p
n

(大
字
・
字
)

に

つ

い

て

田

中

官

p
m
i

p詑

石
狩
町
郷
土
研
究
会
会
員
名
簿

P
幻

い
し
か
り
暦
第
5
号

石

田

(昭
和
印
)
年
3
月

郷
土
資
料
館
の
早
期
実
現
を

山
口
福
司

p
l

花

畔

神

社

の

由

来

金

子

仲

久

P
2
l
p
7

古

記

録

に

見

る

石

狩

の

サ

ケ

料

理

畑

宮

清

一
郎

P
8
J
P
9

古
老
談
話
よ
り
|
村
山
コ
ト
氏
談

田

中

貸

P
9
J
P
H

幕
末
時
代
の
鮭
漁
|
介

抱

米

を

主

と

す

る

田

中

賀

p
u
l
p
u

当
別
太
美
で
聞
い
た
話
|
本
庄
陸
男
の
こ
と
前
川
道
寛

p
u
l
p
M

昭
和
白
年
度
事
業
か
ら
(
生
振
村
見
学
会
、
浜
益
村
見
学
会
)

石
橋
孝
夫

p
凶

J
P
M

吉
本
愛
子

p
m
l
p
n

郷
土
研
究
会
編

P
M
J

P
お

田
中
官

p
羽

D
-
n
U
 

S
4
 

花
畔
古
老
昔
語
り
1
織
田
テ
ル
さ
ん
の
巻

復
刻
石
狩
文
学

石
狩
文
学
回
顧

昭
和
印
年
度
石
狩
町
郷
土
研
究
会
会
員
名
簿

い
し
か
り
暦
第
6
号

-ω
∞
∞
(
昭
和
引
)
年
3
月

石
狩
町
の
石
碑
調
査
に
つ

い
て

会

長

山

口

福

司

p
l
l
P
2

石
狩
町
空
襲
に
つ
い
て
|
調

査

メ

モ

青

木

隆

P
3
J
P
5

石

狩

町

の

石

碑

|

調

査

メ

モ

金

子

仲

久

P
6
1
p
ロ

子

供

の

頃

に

阿

部

哲

雄

p
u
f
p
u

ふ

る

さ

と

探

求

村

井

喜

久

司

p
日
f

p凶

昔
を

偲

ん

で

福

田

佐

市

p
凶

l

p
口

著

述

に

対

し

て

の

私

的

メ

モ

長

谷

川

制

p
口
l
p
m

花
畔
古
老
北
口
語
り
|
藤
井
リ
エ
さ
ん
の
巻
|

吉
本
愛
子

p
m
l
pお

開
拓
と
漢
方
草
木

沖
本
義
久
Pお

特
別
寄
稿

前
川
道
寛
著
「
石
狩
俳
喧
誌
」
誇
る
べ
き
文
化
遺
産
の
発
掘

大
森
亮
三

p
幻

i
p
m

事
務
局
石
橋
孝
夫

p
m
l

p却

p
i
 

円
べ
U

昭
和

ω年
度
事
業
か
ら

昭
和
印
年
度
会
員
名
簿

石
∞
∞

(昭
和
臼
)

い
し
か
り
暦
第
7
号

9
月

石
狩
座
に
つ

い

て

青

木

隆

P
1
1
P
3

イ

シ

カ

リ

と

風

田

中

賓

P
3
1
P
9

除

虫

菊

に

つ

い

て

金

子

仲

久

p
m
l
p初

早

坂

文

雄

を

し

の

ぶ

前

川

道
寛

p
m
l
p
μ

特
別
寄
稿

一
九
四
五
年
七
月
十
五
日
石
狩
空
襲
の
思
い
出

中
村
秋
雄

P
お
l
p
m

い
し
か
り
暦

第

8
号

長
谷
川
嗣
氏
追
悼
号

追
悼
号
発
刊
に
寄
せ
て

会
長

山
口
福
司

口

絵

故

長

谷
川
嗣
先
生
/
ア
ド
バ
ル
ー
ン
業
時
代

(昭
和
8
l
m
年
)
岐
阜
県

庁
屋
上
/
リ
チ
ャ

l
ド

・
エ
ド
モ
ン
ド
博
士

(現
ロ
ン
ド
ン
大
)
と
石
狩

河
口
に
て
(
昭
和
日
年
)
/

「渡
辺
惟
精
の
日
記
」
出
版
祝
賀
会
で
ハ
ル

エ
夫
人
と
と
も
に
祝
辞
を
述
べ
る
(
昭
和
問
年
)
/
北
海
道
大
学
北
方
資

料
室
で
資
料
に
目
を
通
す

長
谷
川
嗣
氏
年
諮

(稿
)

.長
谷
川
心
平

・
田
中
賢
一制

P
1
1
P
5

受
賞
略
記
(
稿
)

長

谷

川

心

平

・
田
中
資
編

P
6

著

述

諮

(

抄

)

長

谷

川

嗣

田

中

賀

補

編

P
7
1
P
9

解
説

・
筆
写
史
料
目
録
(
抄
)

長
谷
川
心
平

・
田
中

(抄
)

3
g
(平
成
元
)
年

3
月

計
一制

p
m
l
p
u

(仮
題
)
長
谷
川
嗣
氏
の
胸
懐
録
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文
学
作
品

長
谷
川
心
平
・
田
中
賀
編

p
u
l
p
u

長
谷
川
嗣

p
日
l
p
凶

(
詩
ら
し
く
)

長
谷
川
嗣

p
日
l

p口

(
詩
ら
し
く
)

長
谷
川
嗣

P
M

短
歌

詩

そ

の

と

き

あ
る
古
調

解
読
文
書
か
ら

長
谷
川
嗣
編

石
狩
缶
詰
来
歴
|
開
拓
使
文
書
ヨ
リ
(
抜
)

所

載

に

あ

た

っ

て

田

中

費

p
m

長
谷
川
嗣
編
石
狩
缶
詰
来
歴
l
開
拓
文
書
ヨ
リ
(
抜
)
p
m
l
pお

松
浦
武
四
郎
研
究
会
の

あ

ゆ

み

吉

田

干

高

p
幻

「松
浦
武
四
郎
研
究
会
」
例
会
記
事
田
中
賀

p
m

編

集

後

記

田

中

賀

p
m

石∞
O

(

平
成
2
)
年

3
月

い
し
か
り
暦
第
9
口
甘

い
し
か
り
渡
船
場
物
語

口
絵
と
せ
ん
の
ア
ル
バ
ム
!
石
狩
川
渡
船
l

青
木
隆
搬
影
、
絵
葉
書

さ
よ
な
ら
終
航
海
/
さ
よ
な
ら
終
航
海
2

/
さ
よ
な
ら
終
航
海
3

/
八
幡

町
に
向
か
う
渡
船
(
絵
ハ
ガ
キ
)
大
正
初
期
?
/
八
幡
町
側
桟
橋
(
絵
ハ

ガ
キ
)
大
正
初
期
?
/
八
幡
町
側
桟
橋
(
絵
ハ
ガ
キ
)
大
正
初
期
?
/
渡

船
待
ち
の
人
々
(
絵
ハ
ガ
キ
)
大
正
初
期
?
/
馬
車
や
ト
ラ
ッ
ク
を
積
ん

だ
馬
船
昭
和
弘
年
ご
ろ
/
馬
船
か
ら
落
ち
た
ト
ラ
ッ
ク
撮
影
年
不
明

/
満
員
の
乗
客
(
ら
ん
こ
う
丸
)
昭
和
M
年
/
冠
水
し
た
待
合
所
(
本
町

側
)
と
渡
船
/
馬
船
を
曳
く
や
は
た
丸
撮
影
年
不
明
/
海
水
浴
に
向
か

う
小
学
生
、
後
方
は
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
昭
和
灯
年
7
月
/
氷
橋
の
点
検

を
す
る
職
員
撮
影
年
不
明
/
車
を
満
載
し
た
「
あ
っ
た
丸
」
昭
和
灯
年

7
月
/
氷
橋
を
渡
る
親
子

撒
影
年
不
明
/
渡
船
場
に
向
う
馬
ソ
リ
(
八

幡
町
)
昭
和
お
年
ロ
月
/
子
供
を
抱
い
て
渡
す
職
員
撮
影
年
不
明
/

氷
を
わ
っ
て
航
行
す
る

「ち
ど
り
丸
」

第
一
章
石
狩
町
内
の
渡
船
場
に
つ
い
て

第
二
章
花
畔
、
生
振
、
美
登
位
地
区
の
渡
船
場

一
花
畔
市
街
地
渡
船
場

二

聞
き
書
き
女
船
頭
、
だ
っ
た
頃

昭
和
日
年
1
月

石
橋
孝
夫

p
l
l
P
2

金
子
仲
久

P
3
1
P
7

松
本
ハ
ナ
談

吉
本
愛
子

・
高
瀬
た
み

P
8
l
p
m

三

花

畔

北

三

線

渡

船

場

に

つ

い

て

金

子

仲

久

p
u
l
p
u

四
生
振
村
三
線
!
「
北
の
渡
し
」
林
山
キ
エ
談
前
川
道
寛

p
u

五

茨

戸

渡

船

場

横

山

敏

美

p
u
l
p
m

六

八

線

渡

船

場

横

山

敏

美

P

幻

七

生

振

基

線

渡

船

場

長

谷

川

心
平

・
田

中

賓

補

筆

p
n
l
p
M

第
三
章
石
狩
川
渡
船
場

一

渡

船

場

の

あ

ゆ

み

青

木

隆

p
お

l

p幻

二

国

営

渡

船

場

時

代

の

よ

う

す

青

木

隆

p
n
l
p泊

三

渡

船

料

金

の

移

り

か

わ

り

青

木

隆

p
n
l
p
M

四
事
業
経
営
に
た
ず
さ
わ

っ
た

人

々

石

橋

孝
夫

P
お
J

P
お

五

石

狩

川

渡

船

場

略

年

表

青

木

隆

・

石

橋

孝

夫

編

P

幻

l

p刊

六

石

狩

の

吹

雪

と

氷

橋

青

木

隆

p
u
l
p
G

七
聞
き
書
き
渡
船
の
お
客
さ
ん

赤
川
孝
子

・
後
藤
良
子

・
三
島
照
子
談
駒
井
秀
子

P
G
l
p必

磯
舟
か
ら
馬
舟
、
そ
し
て
さ
っ
き
丸
の
頃

吉
岡
タ
カ
さ
ん
、
吉
岡
ヒ
デ
さ
ん
大
島
晶
子

p
ω
/
p
m

渡

船

に

乗

組

ん

で

い

た

こ

ろ

伊

藤
逸
策

p
日
l
p
臼

渡

船

場

勤

務

時

代

永

井

英

明

p
日

l

p日

- 56ー

j¥、十九
い
し
か
り
暦
第
叩
号

3
2
(平
成
3
)
年

3
月

石
狩
の
冬
|
昭
和
初
期
か
ら
同
初
年
代
前
半
ま
で
田
中
貫
編

p
l
l
p日

冬

の

年

中

行

事

駒

井

秀

子

p
m
l
p凶



む
か
し
の
冬
の
憶
い
出

石
狩
川
治
水
工
事
と
生
振
村
治
水
市
街
地

い

し

か

り

暦

第

刊

号

呂

ω∞
(
平
成
8
)
年

3
月

『
澄
月
闘

池

菱

清

雅

帖
石
狩
尚
古
社
連
句
集
』

田

蒸

・
田

中

賓

発
刊
に
あ
た
っ
て

一
尚
古
社
と
鎌
田
池
菱

二

俳

人

略

歴

三

連

歌

・

俳

話

・
連
句

四

清

雅

帖

解

読

五
清
雅
帖
外
解
読

あ
と
が
き

前
川
道
寛
、

窪
田
薫

略
歴

い
し
か
り
暦
第
ロ
号
呂
志
(
平
成
什
)
年
3
月

い
し
か
り
子
ど
も
風
土
記
|
郷
愁
の
砂
浜
遊
び

小
樽
内
集
落

石
狩
の
近
代
化
ど
の
よ
う
に
し
て
進
め
ら
れ
た
か

青

木

隆

p
m
l
pお

吉
野
惣
栄

p
m
l
p
印

解
読
前
川
道
寛

校
注
窪

会
長

前前前窪田田田
川川川田 中 中 中
道道道
寛党党烹賓賓賓

p p p p p p p p 
80 79 67 11 8 4 3 2 

I I I I I 
p p p p p 
78 65 10 7 4 

吉
岡
玉
吉

p
l
i
p
m

高
瀬
た
み

p
u
l
p
ロ

(
部
前
ゆ
剖
)

(テ
l
プ
起
、
」
し
高
瀬
た
み
)

君
ヰ
ア
彦

p
u
l

p山

石
狩
花
畔
土
地

改

良

区

生

振

地

区

に

つ

い

て

吉

田

隆

義

p
却

J
P
M

石

狩

市

八

幡

町

高

岡

の

通

称

名

調

べ

小

川

茂

P
お
l
p
m

石
狩
史
地
方
ノ

l
ト
一
樽
川
の
運
河

・
生
振
の
養
鶏

・
八
幡
の
馬
市

鈴
木
ト
ミ
ヱ

p
m
l
pお

吉
野
惣
栄
P
お
l
p
M叩

金
子
仲
久

p
u
l
p刊

遊
び
心
で
推
論
し
た
生
振
地
名
考

養

蜂

い
し
か
り
暦
第
日
号

N
0
0
0

(
平
成
ロ
)
年
3
月

石

狩

尚

古

社

資

料

館

の

資

料

か

ら

中

島

勝

久

P
1
1
p
m

石

狩

右

岸

地

区

内

治

山

砂

防

ダ

ム

に

つ

い

て

小

川

茂

p
u
l
p日

幻

と

な

っ

た

石

狩

浜

の

鰯

(

組

)

漁

業

吉

岡

玉

吉

p
u
l
p
n

地

神

サ

ン

吉

野

惣

栄

P
お
l
p
μ

子

育

て

観

音

地

域

の

母

子

を

見

守

る

高

瀬

た

み

P

お
l

p
幻

積
丹
岬

石
川
秀
子

p
m
l
p
m

神

威

岬

に

つ

い

て

の

思

い

出

金

子

仲

久

p
初

J
P
M

石
狩
の
近
代
化
は
ど
の
よ
う
に
し
て
進
め
ら
れ
た
か

(続
)
(
講
演
)

(テ
l
プ
起
こ
し
高
瀬
た
み
)

君
弔
ア
彦

p
お
l

p
必

村
山
耀
一

p
ω
l
p
幻

年
表
見
る
村
山
家
の
沿
革

(
平
成
日
)
年
3
月

小

川

茂

・
榎
本
新

一
p
l
l
P
9

小

川

茂

・

監

修
田
中
賓

p
m
l
p
日

石
川
秀
子
P凶
l

p
凶

い
し
か
り
暦
第
刊
号

Moo-

「
亜
麻
」
と
ト
ー
メ
ン
団
地

石
狩
市
八
幡
地
区
に
現
存
す
る
石
倉

い
し
か
り
点
描
・
蝦
夷
錦

り
ょ
う
し
(
漁
師
)
懐
古

漁
人
、
浦
百
姓
(
本
浦
、
端
浦
)
漁
師

吉
岡
玉
吉

P
凶

l
p
μ

帝

国

石

油

八

ノ

沢

工

業

所

に

働

い

て

中

村

秋

雄

P
お
l
p
m

石
狩
市
産
業
組
合
物
語
(
保
証
責
任
石
狩
町
信
用
購
買
利
用
組
合
)

中
村
秋
雄

p
m
l
p
n

高
瀬
た
み
P
お
l

p
お

小

川

茂

P
幻

J
P
ω

特
別
例
会
「
巻
物
に
見
る
歴
史
展
」
に
参
加
し
て

不
毛
の
大
地
に
黄
金
の
花
咲
く
ま
で

い
し
か
り
暦
第
日
号

石
狩
市
と
巌
谷
小
波

生
振
に
残
る
茅
葺
(
か
や
ぶ
き
)

N
O
O
N
(
平
成
刊
)
年

3
月

屋
根
の
家

高
瀬
た
み

p
l
l
P
3

吉
田
隆
義

P
4
l
P
5
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石
狩
市
右
岸
地
域
の
農
村
屯
化
設
備
の
経
緯

石
狩
町
右
岸
地
域
の
園
、
道
の
貸
付
牛
導
入
の
経
緯

北
海
道
昔
々
(
ご

石
狩
浜
漁
師
天
気
予
報
あ
れ
こ
れ

小

川

茂

P
6
l
p
7

小

川

茂

P
8

吉
野
惣
栄

P
9
1
p
m

吉
岡
玉
吉

p
u
l
p
凶

い
し
か
り
暦
第
日
号

N

0

8

(
平
成
問
)
年
3
月

自
由
民
権
運
動

・
秩
父
事
件
指
導
者

|
井
上
伝
蔵
、
石
狩
の
二
十
三
年
(
図
書
館
講
座

講
演
)

(テ
l
プ
起
こ
し
吉
本
直
江
)

中
嶋
幸
三

p
l
l
p
ロ

吉
岡
玉
吉

p
日

l
p
凶

吉
岡
玉
吉

p
口
l
p
幻

石
狩
浜
の
コ
ダ
マ
カ
イ

石
狩
浜
の
腕
買
と
そ
の
模
様

石
狩
浜
の
網
漁
業
漁
業
l
小
手
繰
網
漁
業吉

岡
玉
吉

・
補
訂
田
中
賀

p
n
l
p
お

い
し
か
り
暦
第
げ
号

N

0

2

(
平
成
問
)
年
3
月

創
立
必
周
年
記
念
特
集
号
柏
林
郷
上
研
究
四
十
五
周
年

カ
ラ
l
グ
ラ
ビ
ア
あ
る
日
の
郷
土
研
究
会
活
動
と
発
刊
図
書

会
員
の
研
究
発
表
誌
「
い
し
か
り
暦
」
の

一
部

/

『
い
し
か
り
暦
」
特
集
号
ほ
か

/
い
し
か
り
郷
土
シ
リ
ー
ズ
の
各
号
/
『
い
し
か
り
暦
」
創
刊
号

(昭
和
白
年

8

月
)
/
石
狩
の
詩
情
展
|
新
聞
記
事
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
風
景

(平
成
ロ
年
3
月
)

/
町
内
研
修
l
石
狩
尚
古
社
を
見
学
(
平
成

5
年
ロ
月
)
/
町
外
研
修
|
旭
旭
川

市
陣
物
館
見
学
(
平
成
8
年

9
月
)
/
市
制
施
行
記
念
|
歴
史
パ
ネ
ル
展

(平
成

8
年

6
月
)
/
町
外
川
修
l
開
拓
の
村
を
見
学

(
平
成

4
年
目
月
)
/
初
め
て
の

公
開
講
座
で
研
究
発
表
を
す
る
田
中
討
会
員

(平
成
日
年
叩
月
)
/
例
会
に
集
ま
っ

た
会
員
(
平
成
同
年
ロ
月
)
(
写
真
提
供
吉
本
愛
子
、
青
木
隆
、
鈴
木
ト
シ
エ

、

村
山
耀

一
の
各
氏
)

発
刊
の
こ
と
ば
ふ
り
か
え
れ
ば
四
十
五
年
会
長

祝

辞

歴

史

を

記

録

す

る

貴

重

な

会

石

狩

市

長

第

一
章
石
狩
市
郷
土
研
究
会
四
十
五
年
の
あ
ゆ
み

四
十
五
年
間
の
足
跡

第
二
章
活
動
の
記
録

第

一
期
創
立
(
昭
和
三
十
五
年
)

村
山
耀
一

P
3

田
岡
克
介

P
4

田
中

府

H
H
P
7
l
P
8

か
ら
昭
和
五
十
年
ま
で

田

中

賓

・
鈴
木
ト
ミ
ヱ

P
9
l
p
m

第
二
期
昭
和
五
十

一
年
か
ら
六
十
三
年
ま
で田

中

第
三
期
平
成
元
年
か
ら
十
五
年
ま
で

田
中

安

・
鈴
木
ト
ミ
ヱ

p
幻

l
p
ぬ

貨

・
鈴
木
ト
ミ
ヱ

p
m
l
p
臼

第
三
章
発
刊
図
ボ
ロ

『
い
し
か
り
暦
』

(
創
刊
号
か
ら
第
十
六
号
)

い
し
か
り
郷
土
シ
リ
ー
ズ

l

『
石
狩
の
空
襲
を
語
り
つ
ぐ
」

青

木

隆

p
m
l
p日

い
し
か
り
郷
土
シ
リ
ー
ズ

2
『
石
狩
の
仰
第

一
輯
1

石
川
叶
等
に
み
る
石
狩
町
の
歩

み
』

山
口
福
司

p
日

い
し
か
り
郷
土
シ
リ
ー
ズ

3
『
石
狩
の
碑
第
二
輯
l
石
碑
等
に
み
る
石
狩
町
の
歩

み
」

石
橋
孝
夫

p
ω

い
し
か
り
郷
土
シ
リ
ー
ズ

4
『
鎌
田
池
菱
と
尚
古
社
|
中
島
家
資
料
に
み
る
石
狩

俳
壇
と
各
地
の
俳
人
達
』

中
島
勝
久

p
ω
1
p
臼

『
町
内

資

料

に

読

む

石

狩

町

女

性

史

年

表

』

駒

井

秀

子

P

臼

l

p
臼

「
石
狩
本
町
地
区
市
街
図
|
明
治
三
五
年
l
四
O
年

(

一
九
O
二
1
一
九
O
七
こ

田

中

賀

p
臼

石
狩
市
と
石
狩
市
郷
土
研
究
会
合
作
に
よ
る
記
録
写
真
集

『
石
狩
市
幻
世
紀
に

伝

え

る

写

真

集

』

田

中

宮

p
臼

l

p臼

第
四
章
回
想
録
|
郷
土
研
究
会
と
私

郷
土
研
究
会
発
足
の
当
時
を
回
想
し
て

p
臼

l

p
mJ
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昭
和
三
十
五
年
入
会



青

木

隆

p
臼

l
p
m

「

石

狩

涜

浜

ホ

テ

ル

」

平

成

田

年

入

会

石

川

秀

子

p
m
l
p
侃

亡
き
金
子
仲
久
さ
ん
に
誘
わ
れ
て
平
成
八
年
入
会
今
井
光
男

P
U

亡
き
小
川
茂
さ
ん
に
誘
わ
れ
て
平
成
十
年
入
会
榎
本
新
一

p
w
l
p
m
m

砂

正

の

玖

漉

平

成

七

年

入

会

君

矛

彦

p
侃

「
な
も
な
き
ひ
と
む
れ
」
の
歴
史
昭
和
五
十
五
年
入
会
駒
井
秀
子

p
m
w
l
p
ω

い
ま
が
あ
る
と
う
こ
と
昭
和
五
十
五
年
入
会
鈴
木
ト
ミ
ヱ

pω
l

p叩

郷

土

研

究

会

と

私

昭

和

三

十

五

年

入

会

高

木

志

了

p
m

感
謝
を
こ
め
て
昭
和
六

十

年

入

会

高

瀬
た
み

P
礼

j
p
η

郷
土
研
究
会
は
広
く

深

い

平

成

四

年

入

会

田

中

山
豆
恵
子

pη

石

狩

生

ま

れ

の

私

平

成

九

年

入

会

釣

本

峰

雄

p
η
i
p
n

石
狩
の
歴
史
に
ふ
れ
た
俳
句
資

料

平

成

四

年

入

会

中

島

勝

久

p
n
l
p
H

ま

ち

ど

お

し

い

古

文

書

会

平

成

五

年

入

会

仲

野

孝

P

九

l

p布

石

狩

空

襲

と

研

究

会

平

成

四

年

入

会

中

村

秋

雄

P
九

郷

土

研

究

会

と

私

平

成

五

年

入

会

原

海

文

子

p
九
l

p沌

郷
土
研
究
会
は
心
の
ビ
タ
ミ
ン
剤
平
成
七
年
入
会
星
川
富
美
子

p
花

l
p
打

郷

土

研

究

会

入

会

ま

で

平

成

六

十

二

年

入

会

村

山

根

一
P
打

l
p
沌

「
石
狩
を
知

る

」

歓

び

平

成

九

年

入

会

安

井

澄
子

P
花

l

p
乃

二
代
目
会
長
を
引
き
、
つ
け
て
昭
和
五
十
五
年
入
会
山
口
福
司

P
乃
l
p
m

石

狩

の

漁

労

史

を

記

し

た

い

平

成

九

年

入

会

吉

岡

玉

吉

p
m
l
p
別

私

の

郷

土

研

究

会

平

成

七

年

入

会

吉

永

繁

起

p
m

心

豊

か

な

に

な

れ

る

会

昭

和

五

十

五

年

入

会

吉

本

愛

子

P
剖

1
p
m

資
料
編

-
歴
代
役
員
と
会
員
名
簿

2
石
狩
市
郷
土
研
究
会
会
則

3
予
算
の
移
り
変
わ
り

4
新
聞
・
広
報
紙
な
ど
で
紹
介
さ
れ
た
研
究
会

付

明

治

三
十
九
年
九
月
十
八
日
石
狩
案
内

nド
A
性

】
f
n
y
n
y

n

δ

o

o

 

p
m
w
f
p引

p
m出
l

p
mm

鈴
木
ト
ミ
ヱ

p
例

f
p
m
m

百
字
庁
qo土

P
9
1
p同

z

ι
HAqd
卓
亦
口
h
F
4
4h

n
u
d

1

ム

付

2
石
狩
町
勢
要
覧

石
狩
町
役
場

大
正
十
一
年
七
月

解
説
田
中

石
狩
町
役
場

大
正
十

一
年
七
月

あ
と
が
き

題
字
原
海
文
子
挿
国
吉
岡
玉
吉

編
集
創
立
必
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会

編

集

委

員

青

木

隆

石

橋

孝

夫

駒

井

秀

子

鈴

木

ト

ミ

ヱ

田

中

安

星

川
文

子

三

島

照

子

村

山

耀

一

山

口

福

司

い
し
か
り
暦
第
四
号

村
山
家
文
音
解
説

「
場
所
請
負
人

隠

歴

村

山

伝

兵

衛

」

村

山

家
文
書
を
読
む
会

p
l
l
p
ロ

稀
本
紹
介
明
治
凶
年
函
館
印
行
の

『讃
神
歌
』

田

中

宮

p
u
l
p
凶

石

狩

浜

漁

業

関

係

者

の

主

な

祭

事

吉

岡

玉

吉

p
口
l
p
m

石
狩
本
町
地
区
あ
や
か
り
名
|
昭
和
初
期
l
昭
和
初
年
代
ま
で

吉
岡
玉
吉

P
幻

l
p
M

石
狩
十
三
場
所
(
元
椋
二
ニ
『

一
七
O

O
』
年
)
と
地
名
由
来

吉
岡
玉
吉

p
お
f

p幻

石
狩
町
役
場

p
m
f
p叫

石
狩
町
勢

一
党

N
o
c
m
(平
成
げ
)
年
3
月

(
復
刻
)
石
狩
町
沿
革
史

明
治
位
年

5
月
一編
纂

い
し
か
り
暦
第
円
号

N

0

8

(
平
成
問
)
年
3
月

石
狩
市
民
図
書
館
所
蔵
兵
部
省
文
書
を
読
む

石
狩
尚
古
社
資
料
館
の
資
料
か
ら

三
平
汁
と
石
狩
鍋

北
千
島
サ
ケ

・
マ
ス
流
し
網
め
し
た
き
物
語

|
北
千
島
占
守
島
長
崎
港
を
基
地
と
し
て

鈴
木
ト

ヱ p 賀
p 121 p 
155 I 119 
I p I 
p 154 p 
156 120 

高
木
怒
了

吉
本
愛
子

田
岡
克
介

p
l
l
P
3

中
島
勝
久

P
4
J
P
7

吉
岡
玉
吉

P
8
1
p
ロ

吉
岡
玉
吉

p
u
f
P
M
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い
し
か
り
暦
第
却
号

N
O
ミ

(
平
成
問
)
年
3
月

村
山
家
文
書
解
読
「
石
狩
場
所
蝦
夷
人
撫
育
筋
書
上
」

村
山
家
文
書
を
読
む
会

P
1
1
P
9

村
山
家
文
書
解
読

「
村
山
家
家
訓
」
村
山
家
文
書
を
読
む
会

p
m
J
P日

石
狩
川
河
口
に
於
け
る
サ
ケ
地
曳
き
網
漁
回
顧
吉
岡
玉
吉

p
u
l
pお

風
の
呼
び
名
「
あ
い
風
」
(
「
あ
い
」
)
に
つ
い
て

吉
岡
玉
吉
・
田
中
賓

P
M
l
p
n

第
引
号

N
O
O
∞
(
平
成
却
)
年
3
月

明
治
三
十
六
年
六
月
廿
日
運
動
会
順
序=

一
島
照
子

P
1
1
P
7

村
山
家
文
書
解
読
「
村
山
本
家
石
狩
転
出
ニ
伴
う
十
二
ケ
条
心
得
ノ
事
」

村
山
家
文
書
を
読
む
会

P
8
1
p日

古

谷

長

兵

衛

に

つ

い

て

工

藤

義

衛

P
M
l
p凶

石

狩

市

内

の

屋

号

高

瀬

た

み

・
吉
岡
玉
吉
編

p
m
l
p叫

「
丸
山
出
し
」
と
石
狩
湾
の
さ
か
な
た
ち
吉
岡
玉
吉

P
G
l
p灯

厚
田
ハ
タ
ハ
タ

・
寄
り

ブ

リ

コ

吉

岡

玉

吉

p
必
1

p
刊

石
狩
小
学
校
花
川
小
学
校
の
開
校
と
統
廃
合
の
経
緯
安
井
澄
子

p
印

J
P
日

い
し
か
り
暦
(
創
刊
号
か
ら
第
幻
号
ま
で
)
の
総
目
次

石
橋
孝
夫
編

P
M
l
p
ω

の
執
筆
者
別
目
録

石
橋
孝
夫
編
P
引

1

p侃

い
し
か
り
暦

高
島
家
文
書

い
し
か
り
暦

(
創
刊
号
か
ら
第
幻
号
ま
で
)
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い
し
か
り
暦

(
創
刊
号
か
ら
第
幻
号
ま
で
)

の
執
筆
者
別
目
録

石
橋
孝
夫
編
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